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令和６年12月３日（火曜日） 

                                  

高山村告示第42号 

 令和６年12月３日、高山村議会12月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和６年11月８日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 
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日程第５ 議案第49号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 

日程第６ 議案第50号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 

日程第７ 議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

日程第８ 議案第52号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第９ 議案第53号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第10 議案第54号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第11 議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号） 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 同意第４号 

５ 議案第49号～議案第55号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 
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７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  教 育 長 澁 谷 茂 夫 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 

(定住支援室長) 
山 嵜 賢 一  

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時03分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまから令和６年第５回高山村議会12月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。高山村議会12月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し

上げます。 

 本日は、令和６年第５回高山村議会12月定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には大変

お忙しいところを御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申し上げます。 

 日頃は、村政発展のために多大な御尽力を賜っておりますことに、深く敬意と感謝を申し上げま

す。 

 私は、このたびの任期満了による村長選挙に当たり、多くの村民の皆様の温かい御支援をいただ

き、思いも寄らず無投票という結果で初当選をさせていただきました。このことは、大変光栄であ

る反面、改めてその責任の重さを痛感するとともに、厳粛に受け止めているところでございます。 

 先月15日に初登庁し、前任者より引継ぎを受け、就任をいたしましたが、この歴史と伝統ある村
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政を預かることの重大さに、改めて身の引き締まる思いでございます。 

 何分にも微力ではありますが、村民の皆様の幸せと村政発展のために渾身の努力を致す所存でご

ざいますので、議員各位を始め村民の皆様には、一層の御指導と御支援、御協力を賜りますよう心

からお願い申し上げます。 

 なお、これまで２期８年にわたり、今日の高山村政発展のために御尽力をされました内山信行前

村長さんには、世界中を震撼させた新型コロナウイルス感染症対策を始め、地球温暖化防止対策及

び危機管理対策として、役場庁舎や保健福祉総合センター、高山中学校に太陽光発電設備を整備す

るなど、大型事業を成し遂げてこられました。このような御功績に対しまして、改めて深甚なる敬

意と感謝を申し上げる次第でございます。 

 さて、今年はこれまでに、元日に発生した石川県能登半島地震を始め、南海トラフ地震臨時情報

及び巨大地震注意の発表や台風の上陸、桜島の噴火など、日本列島が異常な災害に見舞われた年で

ありました。被災された皆様には、心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興と心の

痛みが癒されることを願うものであります。 

 国内経済につきましては、本年11月に内閣府が発表した月例経済報告によりますと、景気は一部

に足踏みは残るものの緩やかに回復しているとした上で、７月から９月期の国内総生産、いわゆる

ＧＤＰの実質成長率が前期比で0.2％増、年率換算しますと0.9％の増になったと言われております。 

 一方、県内の状況につきましては、足踏みの状態にあるとし、今後は個人消費に影響を与える実

質賃金の伸びがプラスに転じ推移していくかどうかに注視する必要があるとしており、一日も早い

景気回復を願うものであります。 

 このような状況の中で、本年度、策定いたします令和７年度から11年度までの第六次高山村総合

計画後期５か年計画につきましては、本年３月に高山村未来ビジョン会議から今後の高山村に対す

る思いがあふれた御提言をいただき、これらを基に現在、素案の作成作業を進めているところでご

ざいます。 

 この計画の策定に当たりましては、村民の皆様の御意見を十分に反映できますよう、これまでに

ブロック行政懇談会の開催や、今後はパブリックコメントを予定しておりますほか、村職員による

庁内プロジェクトチームを編成し、村民の皆様と一体となって幸せと充足を感じていただける村づ

くりのための計画づくりに取り組んでまいります。 

 私は、住民と行政の協働による村づくりのために、行財政の見直しによる健全な財政運営に努め

てまいりますとともに、活力ある農業、観光、商工業の振興を図り、安定的な自主財源の確保に努

めてまいります。 

 また、全ての世代の皆さんが安心して暮らせる福祉施策や、自然に恵まれた風土に根差す伝統文

化を生かした地域づくりのほか、心豊かな子どもを育む学校教育や学び触れ合う生涯学習の環境整

備、人権を重んじ男女が共同して参画できる明るい村づくりなどを積極的に進めてまいります。 
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 村政運営に当たりましては、いつまでも光り輝く持続可能な高山村の実現に向けて、チームワー

ク、スピード感、そして何よりも村民の皆様との対話を大切に、開かれた明るい村づくりのために

できることから着実に進めてまいりますので、議員各位を始め村民の皆様のなお一層の御支援、御

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今定例会に提案いたします議案は、同意案件１件を始め条例改正案など、全部で８件でございま

す。 

 十分御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上げ、議会招集の御挨拶といたします。

よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、５番 沖島祥介議員、６番 髙井央葉議

員及び７番 柴田弘男議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から12月13日までの11日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から12月13日までの11日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配りました請願・陳情付託表のとおり、所管の常任

委員会に付託しましたので報告します。 

 また、本日までに郵送された陳情は、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査についての報告

があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 監査委員から、10月分の例月出納検査結果報告及び11月に執行した定期監査についての報告があ

り、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 前臨時会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

請 願 ・ 陳 情 付 託 表 

請     願 ・ 陳     情 付 託 委 員 会 

陳情第８号 「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求め 

      る陳情書 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 同意第４号 

～  

日程第11 議案第55号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 同意第４号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

から日程第11 議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）までの８件を一

括議題とします。 

 本案についての提案の理由説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高山村議会12月定例会に提案をいたしました同意第４号から議案第55号までの８件につきまして、

一括して御説明を申し上げます。 

 同意第４号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて申し上げま

す。 

 本案は、固定資産評価審査委員会の委員であります山崎五十夫さんの任期が来る12月19日に満了
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となりますが、引き続き固定資産評価審査委員会の委員に選任したいので、地方税法の規定に基づ

き、議会の同意をお願いするものであります。 

 議案第49号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について申

し上げます。 

 本案は、罪を犯した者の改善更生及び再犯防止を目的とする刑法等の一部を改正する法律の施行

に伴い、懲役及び禁錮を廃止し、これに代えて拘禁刑が創設されたことにより、関係条例の一部を

改正するものであります。 

 議案第50号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、須高地区における、し尿の収集運搬及び処分を安定的に維持するため、令和７年４月１

日から、し尿の収集運搬及び処分手数料を18ℓ当たり170円から185円に引き上げることに伴い、条

例の一部を改正するものであります。 

 議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ4,919万7,000円を追加し、当初予算からの累計額を53億

7,385万3,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費では、総務管理費で、庁舎会議室の暖房器具修繕費や、指定避難

所となる北部トレーニングセンター階段等外構工事請負費の追加など282万5,000円追加、民生費で

は、社会福祉費で、令和５年度の事業費の確定に伴い、後期高齢者医療費広域連合医療給付費負担

金を減額する一方、令和６年度住民税所得割非課税世帯に対する臨時特別給付金や、寝たきり高齢

者等家庭介護手当及び令和５年度の事業費の確定に伴う障害福祉サービス国庫負担金等返還金のほ

か、老朽化に伴いふれあい号を更新するための車両購入費を追加するなど921万9,000円追加、児童

福祉費で、受診実績に伴う乳幼児等医療費特別給付金や保育所運営費委託料などで683万2,000円追

加、衛生費では、保健衛生費で、令和６年度から新型コロナウイルスワクチンの接種を個人の重症

化予防により重症者を減らすことを目的に、定期接種として実施するための予防接種委託料及びＹ

ＯＵ游ランド施設修繕費や、上水道事業会計繰出金などで805万6,000円追加、農林水産業費では、

農業費で、新規就農者支援補助金等の減により102万9,000円減額、林業費で、事業量の増加に伴う

地籍調査業務委託料や森林景観整備委託料などで427万2,000円追加、消防費では、消防団員退職報

償費の減などにより120万9,000円減額、教育費では、小学校費で、遠距離通学に係る自動車借上料

の追加により102万9,000円追加、給食施設費で、食材料の値上がりなどによる給食材料費の追加に

より400万円追加、災害復旧費では、農林水産業施設災害復旧費で、８月の豪雨により被災した林

道中日影線の災害復旧事業による工事請負費などの追加により1,180万円を追加し、歳入では、地

方交付税で、普通交付税3,015万3,000円追加、国庫支出金の国庫補助金で、物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金や、子ども・子育て支援事業費補助金のほか、新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業費国庫補助金などで1,045万円追加、県支出金の県補助金で、農業費補助金の経営
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開始資金を減額する一方、福祉医療費給付事業補助金や林業施設災害復旧費補助金などの追加によ

り490万9,000円追加、村債の災害復旧費で、林業施設災害復旧事業債360万円を追加するものであ

ります。 

 議案第52号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ3,833万4,000円を追加し、当初予算からの累計額を９億

3,200万2,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、保険給付費の出産育児諸費で200万円追加、諸支出金で、令和５年度県

支出金の確定に伴い、保険給付費等交付金返還金で426万8,000円を追加し、歳入では、繰入金の出

産育児一時金繰入金133万4,000円追加、繰越金で、令和５年度決算の確定に伴い、3,647万9,000円

を追加し、歳入超過となる3,044万5,000円を予備費に追加して、収支均衡予算としたものでありま

す。 

 議案第53号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ11万8,000円を減額し、当初予算からの累計額を6,142万

6,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、温泉給湯事業費の給湯事業費で、山田温泉及び奥山田温泉給湯事業の工

事請負費を追加する一方、奥山田温泉給湯事業施設整備基金積立金の減などにより11万8,000円を

減額し、歳入では、使用料の奥山田温泉分260万4,000円減額、繰入金の基金繰入金148万6,000円及

び他会計繰入金100万円を追加するものであります。 

 議案第54号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、資本的支出の建設改良費で、本管接続部の不具合により蕨平地区消火栓更新工

事及び久保地区配水管等布設替工事請負費で594万円を追加し、資本的収入では、一般会計からの

繰入金104万5,000円を追加するものであります。 

 議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、下水道事業収益の営業収益で、下水道受益者分担金84万5,000円追加、下水道

事業費用の営業費用で、受益者分担金に係る前納報償金７万6,000円追加、資本的支出の建設改良

費で、公共ますの設置やマンホール周りの修繕工事請負費600万円を追加するものであります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時23分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時24分  再 開 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから同意第４号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案については、討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第４号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについては、討論を

省略し、採決することに決定しました。 

 これから同意第４号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてを

採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 起立全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 これから議案第49号から議案第55号までの７件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第49号から議案第55号までの７件については、お手元に配り

ました議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第49号から議案第55号までの７件については、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託

することに決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第49号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に 

      関する条例 

議案第50号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

議案第52号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第53号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第54号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号） 

議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号） 

予 算 決 算 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第49号から議案第55号までの７件については、会

議規則第45条第１項の規定によって、12月10日までに審査終了するよう期限をつけることにしたい

と思います。 

 御異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第49号から議案第55号までの７件については、12月10日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 明日４日は休会とします。 

 来る５日は、午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前10時26分  散 会 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、６番、髙井央葉議員が家族療養のため、欠席する旨、届出がありましたので報告

します。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 通告に従いまして質問を２件させていただきます。 

 まず、最初の質問ですが、第六次総合計画の問題点と対応、そして、新たな開発行為について伺

いたいと思います。 

 高山村の村長選挙が無投票で決定されたため、今後の政策が具体的に見えていません。第六次総

合計画（前期基本計画）での未達成課題や多くの問題点に対し、スピードある改善策、改革を期待

したいと思います。過去の一般質問においても、「検討してみたい」との回答が非常に多かったと

思われます。 
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 第六次総合計画（後期基本計画）では、５年後の結果を見て対策を講じるのではなく、今ある問

題を後回しにせず、未来会議の課題など初年度から、どんどん村民のために解決していってもらい

たいと思います。確認を含め、以下の質問に回答を求めます。 

 開発行為の関係ですが、１番目、道の駅、物産館等のにぎわいの場構想について、新村長はどう

考えておられるのでしょうか。 

 以前、既存施設を利用したい旨の回答をいただいていますが、具体化できているのでしょうか。 

 それと、県営中山間総合整備事業、生産・販売・交流等の施設との関係をどう捉えているのか、

新村長に具体的な未来像をお聞かせいただきたいと思います。 

 それと、２番目、主要地方道須坂中野線（間山峠）の通行不能区間、これの開通整備の陳情書の

提出とその後の進展はどうなっているのでしょうか。回答をお願いいたします。 

 それと、村全体での開発行為の取組についてですが、他市町村と比べ少し遅れていると思います。

企業誘致や団地、共同住宅の建設の構想はあるのでしょうか。お答え願います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。 

 通告に従って、第六次高山村総合計画等への対応について、お答えをいたします。 

 私は、議会初日の招集挨拶で申し上げましたとおり、「いつまでも光輝く持続可能な高山村」の

実現に向けて、チームワーク、スピード感、そして、対話を大切に心新たに様々な施策や課題に取

り組んでまいる所存でありますので、よろしくお願い申し上げます。 

 そこで、まず初めに、道の駅、物産館等のにぎわいの場構想についてのお尋ねでありますが、村

固有の産業を始め、自然や歴史、文化等の資源を最大限に活用し、村内外からの集客向上につなが

る拠点を村内６か所に整備することとした、にぎわいの場構想につきましては、前村長の公約とし

て、その実現に向けて事業が進められてまいりました。 

 この事業の一つとして、本年11月には山田牧場エリアに休憩施設とトレッキングコースが整備さ

れ、令和７年春から本格的に運用する予定としており、集客や村内での消費拡大のほか、地域活性

化につながることを期待するものであります。 

 しかしながら、この構想は村民の皆様にとって、全体像が見えにくく村民を巻き込んだ議論が深

まらなかったことなどから、今後、誘客や地域振興のための施策を検討する際は、にぎわいの場構

想にとらわれることなく、より多くの村民の皆様の御意見等をお聞きした上で、具体策をもって村

にとって、真に必要な施策かどうかを判断してまいりたいと考えております。 

 なお、道の駅など新たな施設整備につきましては、地域の盛り上がりや必要性、規模やコンセプ

ト、既存施設の利活用や財源確保など、多くの課題がありますことから、村民の皆様を始め、関係
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機関や関係団体の御意見等をお聞きし、必要に応じて他の自治体の事例等を研究する中で、その方

向性を決定してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、主要地方道須坂中野線（間山峠）通行不能区間の開通整備に伴う陳情とその進捗状況につ

いて、でございますが、議員お尋ねの長野県が管理する主要地方道須坂中野線は、高山村と中野市

を結ぶ、歴史ある重要な路線でありますが、間山峠を越える総延長17.6㎞のうち、約2.8㎞の区間

は整備がされておらず、通行不能区間となっております。 

 この峠を結ぶことは、両市村や地域住民にとって、長年の悲願でありますことから、主要地方道

須坂中野線改良期成同盟会では、毎年、総会を開催し長野県や県議会に対し、通行不能区間の解消

に向けて、強く要望しているところでございます。 

 このため、県では本年度、同じ稜線にある県道宮村湯田中停車場線と須坂中野線の通行不能区間

の調査費を予算化し、現在、調査を行っていただいております。 

 そのようなことから、村といたしましては、今後、調査結果など県の動向を注視するとともに、

引き続き、県や県議会へ粘り強く要望してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し

上げます。 

 次に、企業誘致や団地、共同住宅の建設構想についてのお尋ねでありますが、本年度は第六次高

山村総合計画（後期基本計画）の策定年次でありますことから、令和５年度に実施した、むらづく

りアンケート調査結果などを踏まえ、作業を進めておりますが、中でも企業誘致・雇用・就労対策

については、満足度が低い結果となっておりますことから、人口減少に歯止めをかけるためにも住

宅の確保と併せ、それ相応の対応が必要であると認識をしております。 

 このため、人口減少は待ったなしの最重要課題でありますことから、働く場や住む場所を確保し

ていくために、企業誘致や団地、共同住宅の建設は有効と思われますが、現時点において、お示し

できる具体策はございません。 

 しかしながら、移住定住対策を進める上で、住宅の確保は大変重要でありますことから、空き家

住宅の活用を基本としつつ、各種助成制度の充実を図るとともに、今後は移住を希望される皆さん

のニーズや民間事業者のお力をお借りするなどして、共同住宅の整備なども選択肢の一つとして前

向きに検討してまいりたいと考えております。 

 したがいまして、私は、今、住んでいる村民の皆様や未来の皆様の幸せと充足を感じていただけ

る、そんな村づくりを進めるためにも、様々な方と対話を通して何ができるのかを考え、できるこ

とから着実に進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再質問ですが、開発行為というのは非常にパワーが要ることで、計画から含めて長期間やってい
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かないとなかなか急にできるというものではないと思われます、財政的な面も含めて。様々な支援

事業ということで、子育てとかそういったところ、医療費の関係、こういったものはやるかやらな

いかというのと、原資の確認だけ行えば、ある程度はできていくような気がしますが、開発行為と

いうのは本当に予算も含めて、計画から何から何年計画という形でやらないと、恐らく達成できな

いと思います。 

 私の今、再質問の中で、村長に伺いたいのは村長として、これだけはいつまでに開発行為として、

やっておきたいというものがあれば、教えていただきたいのですが、お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 再質問にお答えいたします。 

 私の開発行為に対する考え方でございますが、今、議員おっしゃるとおり、この開発行為という

のはいろんな開発行為があるかと思いますけれども、一番は予算等が伴う行為でありますことから、

当然、何かをするにつけても時期を決めて進めるというのは、これは基本だと思います。ただ、そ

の開発行為の内容によって、簡単に決められないというものもあるかと思います。例えば、先ほど

私も申し上げましたけれども、今、人口減少問題というのは、非常に最重要課題であると、村にと

ってはですね。 

 そんな中で、仮に共同住宅を整備するといったときには、当然公共用地があればよろしいわけで

すけれども、仮になければ用地の取得から始まっていくわけです。そうすると、相手方もあるとい

うようなことで、なかなか交渉ということ一つとってもすんなりいく場合もあれば、交渉が難儀す

るというような場合もありますので、そういった計画を立てても、なかなか計画どおりにいかない

という面もあるかと思います。 

 そんなことで、そうはいっても時間をかければいいというものでもないと思っております。私の

基本理念といいますか、考え方は、やはりスピード感を持ってしっかりできることから進めていく

というのが、まず前提にありますので、なかなか具体的に何をいつまでにというのは、ここでいろ

いろ申し上げることはできませんけれども、とにかく、そういった基本理念に基づいてしっかりと

進めてまいりたいというふうに思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再々質問ですけれども、主要地方道須坂中野線（間山峠）の県道の関係につきましてですが、村

長は期成同盟会の長として中野市と交互に陳情を行っていただいていると思います。 

 ただ、これについての回答がどうなのか。まだ当分駄目なのか。それとも先ほどは今年度、予算
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化ということで費用を出していただいたということですが、今まで、四十何年間やってきた中で、

やっと調査費という線が出てきたのですが、今まで陳情した結果をフィードバックして、どうなっ

たのか、上げておいた意見がどうなったのかという回答書というものを、つけてもらうということ

は、今までやってこられていないような気がするのです。 

 出しっぱなしという言い方は、悪いかもしれませんけれども、どうなっているのかというのが、

よく分からないので、今後の中では、陳情に対しての回答、これをきちんともらって、それを村民

にフードバックしていただきたいと思うのですが、いかがでしょう。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今、フィードバックということでございます。そんな中で、議員も御承知のとおり、この間山峠

の問題、それから、宮村湯田中停車場線という小池峠の問題、高山村には大きな課題があるわけで

ございます。 

 そんな中で、実はこの頃、私、宮村湯田中停車場線の陳情に、県のほうに行ってまいりまして、

県の建設部長にも申し上げたのですが、やはり、今、高山村の県道というのは５路線あるんですけ

れども、そのうち山田温泉線というのは大前須坂線と豊野南志賀公園線を結ぶ道路でありますので、

年間通行できるわけですけれども、それ以外の４路線については、いわゆる今、申し上げた間山峠

と小池峠、これは通行不能区間であります。通れない。それで、大前須坂線、あるいは、豊野南志

賀公園線は冬期間閉鎖ということで、これでは村の発展性につながらない、何とかしてほしいとい

う話は、この頃、県の建設部長のほうにもお願いをしてきたところでございます。 

 そんな中で、今の小池峠につきましては、県の建設部長がおっしゃるには、ざっと100億円以上

はかかるだろうという、その場で話はされておられました。そんなことで、基本的にはトンネルを

開ける考え方のもとで、多分試算されたのではないかと思っておりますけれども、もちろん間山峠

も同じような考え方だろうと思います。 

 したがって、単純に考えますと、相当な莫大な事業費投入しなければ、開通はできないだろうな

というようなことの中で、このフィードバックと言われましても、本当に陳情は一生懸命にしてい

るんですけれども、その成果たるものが、なかなか見えてこないというのが実情でございます。そ

の辺のフィードバックの仕方というのは、また考えなければいけないかなというふうに思っており

ますし、峠が開いていなくても、その前段でこの同盟会等があることによって、その道路改良とい

うものが進められているというふうに、私は思っております。 

 本当にこれは息の長い話になるかと思いますけれども、村が発展するためには、そういった道路

は当然必要であると私も思っておりますので、粘り強く要望活動をしっかりしていきたいと思って

おります。地域の盛り上がりというのも大事でありますので、ぜひ、村民の皆さんにも趣旨を御理
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解いただく中で、共に活動していただければな、というふうに思っております。 

 現状、今、それぞれ地元の皆さんも交流をしていただくなどして、本当に頑張っていただいてお

りますので、そういったものも大事にしながら、しっかりと要望活動をしてまいりたい、そんなふ

うに思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 須坂市では、その期成同盟会に市長が、県会議員や国会議員を交えてプレッシャーをかけていた

というのが、非常に印象が強かったのですが、今後の中で高山村としても県会議員に、それぞれお

願いということもそうですけれども、少しプレッシャーをかけるぐらいに頑張ってやっていただけ

ればと思います。 

 では、質問２番目に移りたいと思います。 

 地区振興計画に基づく予定事業の状況報告について。 

 例年、各区長に振興整備計画の要望事項を確認し、９月には各区長が要求項目をまとめ、役場に

申請しています。申請の理由等、行政側では担当部署の長が各区長とヒヤリングを行っています。 

 村内の意見・要望を取り上げる、この仕組みは非常に有効と思われます。 

 以下の点について対応をお聞かせいただきたい。 

 地区の問題点や要望を把握するのはよい仕組みであるが、協議検討した結果を速やかにフィード

バックしていただきたいのですが、区長たちには翌年の３月に結果を報告すると連絡していますが

問題はないのでしょうか。 

 １つ目、内容の重要性、緊急性、予算面等の優先順位、以前却下した問題の再提起など棚卸しを

しておりますでしょうか。 

 ２番目、村内全体での周知の必要性はあると思われますが、どうなのでしょう。区長が代表して

意見を、要望を出しているのですが、その結果もこういう形でそれぞれの区から上がってきたよと、

これについてはどうなったよというのが、村民のほうにも周知してもらえると非常に分かりやすい

と思うのですが、どんなのでしょうか。 

 あと、行政側での人事異動、これはありますが、この事項が引き継がれて、きちんと申し送りは

されているのでしょうか。これを伺います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 地区振興計画に基づく予定事業の状況報告について、お答えいたします。 

 村では、毎年10月中旬に各地区から出される対応が困難な事業や要望等を、地区振興計画に基づ
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く予定事業調査表によって、村へ提出していただき、この調査表に基づき、所管課において直接区

長さんから状況等をお聞きしております。 

 この状況をお聞きした上で、村では必要に応じて現地調査を行うなどして、事業の必要性や重要

性及び緊急性を考慮した上で、実効性の高いものから順次、計画や予算に反映し、スピード感を持

って、その対応に当たっております。 

 そこで、まず初めに、要望事項の棚卸しをしているのかとのお尋ねですが、御要望の中には、道

路、河川、水路改修など生活に密着したものが多く、村ではできる限り御要望に沿えるよう対応し

ておりますが、道路改修については大変御要望が多いこと、また内容によっては多額の費用を要す

ることから、地区内の優先順位の高いものから、順次検討させていただいており、場合によっては、

次年度事業として、御要望にお応えできないものもございます。 

 そのようなことから、実施できないとした事業につきましては、地区において再度御検討をお願

いし、必要に応じて次年度以降の地区振興計画に基づく予定事業調査表の中で、継続して提出いた

だき、検討させていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、村全体での周知の必要性についてのお尋ねですが、住みよい地域づくりを推進するため、

各地区の懸案事項につきましては、区長さんを始め区の役員さんが何度も会議を重ね、現地調査を

した上で、御要望いただいているものと考えておりますことから、村といたしましては、これまで

と同様に予算議決後、速やかに３月の区長会において、それぞれの区長さんへ文書で回答させてい

ただくこととし、村民の皆さんに共通する案件の周知は必要と考えますが、基本的には各区での個

別案件と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、人事異動で要望事項に関する引継ぎについてのお尋ねですが、職員の人事異動の際は、高

山村職員服務規程に基づき、職員間の事務の引継ぎをいたしますので、その際、地区振興計画に基

づく要望事項や予定事業についても、他の事務と同様に後任の職員に申し送りしております。 

 したがいまして、村といたしましては、高度経済成長期を中心に集中的に整備された道路や橋梁

などを、早急に修繕する必要があるなど、喫緊の課題も多くございますが、地区からの要望事業の

実施に当たっては、財源も含め必要性や緊急性などを総合的に判断するとともに、極力、御要望に

お応えできるよう、今後とも対応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再質問ですが、当然、重要性、緊急性、予算という中で決定はされるかと思うのですが、前、建

設課長にも私、何度か連絡はして道路の交差点、これの表示板が損傷されていて事故が２回、３回

と複数回出ているということで、新しい表示板をお願いしていた次第ですが、これは区のほうから
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も関連して、そういったものが出て、道路の関係、ただそれが一向にまだ改善されていないと。こ

れはやはり、緊急性というところで村はどう考えているのか、ちょっと疑問です。表示板一つで、

そんなに費用が相当かかるものではなく、予算化、予算化というところでは必要なく、現に、事故

が起きている現場の標識がもう駄目な場合は、すぐ新しいものに取り換えればいいのですが、表示

板だけは取ってポールだけが今、残っていると、こんなような状態です。 

 だから、本当に緊急性というところを考えると、できるところからやるということで、すぐにや

ってもらわないとまずいと思うのですが、そこら辺どう考えているか、ちょっとお聞かせいただけ

ますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ただいまの再質問にお答えいたします。 

 地区振興計画に基づく地区からの要望に対する事業の実行に当たっての緊急性、重要性という部

分について、どう考えているのかということでございます。 

 今、議員おっしゃるとおり、地区から要望を出されるものにつきましては、大変、会議等も重ね

ていただいて、地区とすれば早く対応をしてほしいという内容であるのは、十分承知はさせていた

だいております。ですので、その次年度に向けての動きとすれば、現場等も調査しながら次年度の

予算化というところで、３月でまたお答えしていく対応でございます。 

 今、個別の案件についての内容の御質問もございましたけれども、その実行に当たっての個別的

な対応につきましては、その中で緊急性を十分承知をし、スピード感を持って対応していく、そこ

は十分意識はしているところでございますので、個々にそのスピード感が遅いのではないかという

ふうについては、また個別にしっかりと対応していきたいというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再々質問ですけれども質問というか、お願いも含めてですけれども、この地区振興計画について

は、今、言われたように緊急性のあるもの、費用的に少ないものについては、次年度に予算化まで

待たずしても、すぐ対応してもらいたい。場合によっては、予算を３月までにある程度組み込んで、

新しい年にすぐ対応していくと、そういったスピード感というのは、やっていいんじゃないですか。

どうですか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 
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○総務課長（山﨑久志） 

 再々質問にお答えいたします。 

 地区からの要望事項の中で翌年度の実施ということではなくて、当該年度においての実施可能な

案件もあれば対応できるのではないか、そういうスピード感を持ったらどうかということの御質問

でございます。 

 各地区から御要望いただいた内容につきまして、現地を調査し、また、その重要性等も確認した

上で、必要に応じて早急に対応しなければいけないもの、そういう部分については、また予算化等

も含めて御相談させていただきながら、村としても進めていくべきだというふうには考えておりま

す。 

 また、個々の対応にはなりますけれども、そういう意識を持って業務に取り組んでいきたい、そ

んなふうに考えておりますので、またよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 考え方とすれば、今、課長が申し上げたとおりだと思います。そんな中で議員、御指摘のような

安全性、例えば防犯灯とか、安全ということを考えますと、そういったものはもう積極的に修繕と

いうか、設置なりをしていかなければいけないだろうなと思っておりまして、内容に応じて安全と

いうことを、まず第一に考えれば、そういったものを優先してやっていくべきじゃないかなという

ふうに思っています。 

 そんなことで、やはり予算の問題もあるのですが、必要性とかそういったものも十分総合的に考

慮する中で、進めていければなというふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、勝山正弘議員の質問を終わります。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、４項目質問します。 

 初めに、藤沢新村長に新村長として村政運営に臨む決意・政策について伺います。 

 10月27日、投開票で行われました村長選、無投票により藤沢新村長が当選をされました。無投票

であったため、選挙公報など公式な文書の公表がなく、私どもには新村長の決意や政策が、あまり

伝わってきていない、そうした現状があります。 

 そこでまず、新村長として村政運営に臨む決意をお聞かせください。 

 藤沢村長が考えておられる政策・公約についての中身ですが、政策・公約には直ちに取り組むも

の、４年間の中で実現を目指すもの、さらには４年間の中で目出しをするもの等があろうかと思い
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ます。主な政策・公約についてお示しください。私としては直ちに実現を求めたいものについて伺

います。 

 まず、子どもたちなどの医療費無料化における１レセプト500円の手数料負担についてです。こ

れについては、既に何回となく質問をしておりますので、細かなことは省かせていただきます。完

全無料化に踏み切る自治体は増えています。近隣では、飯山市、中野市が完全無料化です。松本市

や長野市の例もお伝えをさせていただきましたが、さらに塩尻市、安曇野市でも実現するというこ

とです。 

 もちろん、こうした制度は本来、国が行うべきことではありますが、地方自治体での動きが大き

く広がれば、やがて国の制度としても実現可能だと思います。また求めていかなければならないと

思います。県内の自治体で完全無料化が広がっている中で、本村においても医療費の心配をするこ

となく、安心して医療機関を受診できるよう、１レセプト500円の負担廃止を改めて求めるもので

すが、いかがでしょうか。 

 次に、国民健康保険税の均等割、子どもに関わる部分です。そうでなくても高い国民健康保険税、

収入のない所得のない子どもにまで均等割を課し、世帯主に負担を負わせるこの制度は、子育てに

逆行すると強い批判があります。子どもに対する均等割への補助制度を創設し、実質全額免除する

ことを求めますが、いかがでしょうか。 

 次に、にぎわいの場構想について伺います。 

 先ほど、勝山議員の質問の中にもありましたが、にぎわいの場構想は2021年広報たかやま２月号

でも、拠点整備に当たっては、できる限り既存の施設を活用し、行政主導ではなく民間活力を最大

限生かす形で、村は各種支援策や必要に応じて用地の確保など、側面から支援すると記されており

ます。 

 これまで、にぎわいの場構想に対して私は疑問を投げかけてきましたが、この構想自体に無理が

あるのではないでしょうか。先ほど、若干の見直しを示唆されましたが、このにぎわいの場構想に

ついて見直し等は考えておられますか。 

 以上、伺います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 村政運営に臨む決意・政策について、お答えをいたします。 

 我が国における出生数は、令和４年に初めて80万人を割り込み、想定よりも早く少子化が進み、

少子高齢化や人口減少が急速に進展をしております。 

 一方、本村におきましては、全国平均よりも人口減少が進んでおり、今後、生産年齢人口が減少

することによって、村税収入が減少し、一方で高齢化に伴い社会保障関係経費が増大するとともに、
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公共施設の老朽化対策など、多額の財政負担を背負うことは、必至の状況であり、大変大きな課題

であります。 

 高山村は、令和８年度に村政施行70周年を迎えますが、100年単位で捉えますと、既に４分の３

近くが経過していることとなり、この先の30年を見据えたとき、30年前とは全く異なる社会情勢や

価値観になっていると思っております。 

 そこで、私は、今後直面する大きな課題に対しましては、村政施行100年を見据えながら、今あ

る資源や仕組みを生かしつつ、これに工夫や知恵を最大限活用し、「村民の皆様の幸せにつながる

村政」を目指してまいりたいと考えております。 

 地方分権が進む今日、行財政の運営は、経営の一環とも言われておりますことから、経営の４大

資源、いわゆる「ヒト・モノ・カネ・情報」を十分に活用することの重要性が増してくるものと思

われます。中でも「村民の皆様の幸せにつながる村政」を目指す上で一番重要なものは組織運営、

そして、人材であると思っております。 

 将来に向けた村づくりに対する私の思いを職員に伝え、対話により意見を聞きながら同じ方向を

向くことにより、組織力を高め、職員とのチームワークにより、今、置かれている難局に全力で取

り組み、乗り越えてまいりたいと考えておりますので、議員各位並びに村民の皆様の、なお一層の

御支援、御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 そこで、私の主な政策についてでありますが、私は３つの「人」、いわゆる「若い世代」、「働

く世代」、「高齢者世代」に対する魅力増進施策を中心に村政運営を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 その１つ目は、子育て教育環境のさらなる充実であります。 

 少子高齢化や人口減少が進展し、自治体間競争が進む中、子育てに関しては、来年秋に隣の須坂

市にイオンモールが開業いたしますが、勤労人口の増加が見込まれ、高山村にも住居を求めてこら

れる方もおられるかと思います。 

 これまでも、高山村への新規移住の動機の大きな要因は住宅用地の求めやすさ、これは都市部に

比べて、かなり安価な予算で、より広い土地が取得できることや、住環境が静寂で須坂市や長野市

への勤務も近いといったメリットがございます。加えて、村民性といいますか、高山村の村民の皆

さんは非常に心優しい親切な対応をしていただいていると、そういった強みも生かしてまいりたい

と思っております。 

 こうしたことを前面に押し出してまいりますほか、移住者への助成制度や村内で子育てする世代

への経済的な負担軽減施策などを、さらに拡充してまいりたいと考えております。 

 ２つ目は、農産物のさらなるハイブランド化と産地訪問観光、豊富な温泉資源の積極ＰＲや、紅

葉、桜、山景色など景色観覧観光の再考による、訪問者数の増を図ってまいりたいと考えておりま

す。 
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 産業振興につきましては、よく言われるような大きな工場誘致といったことは、現時点では大変

難しいものがあるかと思いますので、既存の商工業事業者を中心とした安定した経営支援や、農業

と観光が連携した独創が必要かと思っております。 

 高山村の産業は、これまでも農業を中心に発展してきた村であり、その農業が今や後継者不足な

どによって、荒廃農地が増加しつつあります。 

 例えば、今後、10年先を見たとき、どれだけの人が農業に携わっていただいているのか、大変に

難しい課題ではありますが、いろいろな方のお知恵をお借りしながら、前向きに取り組んでまいり

たいと考えております。 

 そして、高山村の農業は地の利を生かした果樹栽培に加え、ワインぶどうも含めた農業振興やワ

イン振興を図って、品質や価格、歴史なども含めたハイブランド化による農業の高収益化と新規就

農者の増を目指してまいりたいと考えております。 

 一方、疲弊しつつある温泉資源。高山村には、８つの異なった温泉があります。他の自治体から

見ますと、うらやましくなるような話かもしれませんが、やはり温泉は癒やしや休養の場でもあり

ます。この高山村でしか味わえない四季折々の自然風景の観覧観光を看板に、しっかりとＰＲする

ことによって、来訪者の増につなげてまいりたいと考えております。 

 そして、３つ目は健康長寿による生涯現役の健康な村づくりを推進し、元気な高齢者の増加を図

りたいと考えております。生涯現役の長寿村構築をより一層進めるべく、課題となっている公共交

通網のさらなる柔軟性を持たせ、再考を速やかに図り、生活の利便性を高めることで、交通手段を

お持ちでない皆さんを出かけやすくする環境を整えることが急務であると考えております。 

 さらに、世代間交流機会を増やし、高齢者は若い人から活力をもらい、若い人は伝統文化を含め

た高齢者の知恵を受け継ぐ、そんな相互の高め合いを大切にする村にしてまいりたいと考えており

ます。 

 そのような中で、一番大切なことは、今、高山村で暮らす村民の皆様、そしてこれから移り住む

未来の村民の皆様が、幸せと充足感を日々感じてもらえる村にしていかなければならない。そのた

めには、スピード感、チームワーク、そして対話を大切に、できることから着実に、全身全霊で村

政運営に当たる所存でありますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、500円の手数料を廃止した医療費の無料化についてでありますが、この件につきましては、

これまでも時間をかけて慎重に検討してきており、この福祉医療制度を持続可能とするために、県、

市町村、受益者の三者が共に支え合うという制度の趣旨の下で、現在も継続しているところでござ

います。 

 しかしながら、現在、物価高騰などにより、子育て世帯の家計を直撃しておりますことや、子育

て世帯への支援は私の公約でありますことから、財源も含め新年度当初予算編成の中で、検討して

まいりたいと考えております。 



－25－ 

 また、国保へ加入している子どもの均等割を全額補助することについてでありますが、国民健康

保険に加入する子どもの均等割の軽減につきましては、現在、国において少子化の進行は危機的な

状況で、対策は待ったなしの瀬戸際であるとした上で、令和４年４月から未就学児の均等割を半額

軽減する措置が講じられております。 

 さらに、国では少子化の危機的状況を打開するために、令和５年４月に「こども家庭庁」を創設

し、「子ども・子育て支援法」などの法整備を進めるとともに、同年12月には「子ども未来戦略」

を閣議決定し、あらゆる面から子育て支援の充実を総合的に進める、としております。 

 これにより、国では令和８年度を目途に18歳以下の子どもを対象に、国民健康保険税の均等割を

軽減する方向で検討されておりますことから、今後の国の動向に注視してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、にぎわいの場創出事業の見直しについてでありますが、先ほど、勝山議員にお答えした答

弁と重複いたしますが、にぎわいの場構想につきましては、前村長の公約として、その実現に向け

て事業が進められてまいりました。 

 しかしながら、この構想は村民の皆様にとって、全体像が見えにくく村民を巻き込んだ議論が深

まらなかったことなどから、今後、誘客や地域振興のための施策を検討する際は、にぎわいの場構

想にとらわれることなく、より多くの村民の皆様の御意見等をお聞きした上で、具体策をもって村

にとって真に必要な施策かどうか、判断をしてまいりたいと考えております。 

 なお、道の駅など新たな施設整備につきましては、地域の盛り上がり、そして必要性、規模やコ

ンセプト、既存施設の利活用や財源確保など、多くの課題がありますことから、村民の皆様を始め、

関係機関や関係団体の皆様の御意見等をお聞きしながら、他の自治体の事例等を研究する中で、そ

の方向性を決定してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 政策と公約の中で、それぞれ３点にわたって述べられました。なかなか具体性という点ではもう

一歩かなという感じはしておりますが、早急に具体化され実現を目指していただきたいということ

を申し上げておきたいと思います。 

 それで、500円の手数料の問題ですが、新年度の予算の中で検討するということで、これは、な

くす方向で検討するということでよろしいでしょうか。その点お願いします。 

 国保については国の動向注視ということで残念ですが、私としてはあくまでも早めにこの負担を

撤廃していただきたいということを改めて求めておきたいと思います。 

 そして、再質問で、にぎわいの場構想についてですが、この構想にとらわれることなく村民の皆
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さんと十分話し合い、理解を得て進めていきたいということで、にぎわいの場構想そのものについ

て、撤廃といいますか、見直しといいますか、廃止すると、そういう考えはありますか。にぎわい

の場構想そのものは、そのまま生かした中で進めていくというお考えですか。その点お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 まず、第１点目の500円の負担の問題であります。 

 私の考え方は、新年度予算で検討するということは、検討するということで、いわゆる前向きに

考えていくというふうに捉えていただいて結構かと思っています。 

 それから、国保の関係です。この関係につきましては、実は均等割だけの話ではなくて、私は奥

が深いのではないかなと思っています。ということは、国保の制度そのものは、応能割と応益割と

いう、そういう仕組みになっておりまして、約50、50という50％、50％ということで試算をされて

おりますけれども、実質高山村の場合には、いわゆる応能の資産割、所得割というのが他の自治体

に比べて高いというような実情もございます。 

 そんな中で、今後、この応能・応益という割合の見直しを、これは県からも言われておりますけ

れども、していかなければならないということもありますので、その辺も含めた中で、いろいろと

検討していく必要があるのではないかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、にぎわいの場構想の見直しといいますか、撤廃といいますか、そういった考えについ

てでありますが、既に現在、６個のにぎわいの場構想が設定をされております。そんな中で、取り

入れていくものは取り入れていけばよいですし、また検討する必要、見直しをする必要があるもの

は見直しをしていけばいいだろうし、ただ、先ほど申し上げましたように、これは村だけで進める

問題ではありませんので、いかに住民の皆さんの盛り上がりといいますか、そういったこともなけ

れば、これはいいものはできないだろうと思っていますので、やり方については既存の施設を使え

れば使っていく。そして、また逆に新たな施設を造らなければこれは必要とあれば造っていかなけ

ればいけないというふうに思っていますので、一概に撤廃するとかということは今の時点では考え

ておりませんので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 山嵜秀治議員に申し上げます。 

 これより本休憩としたいと思います。 

 15分間休憩します。 

 会議は午前11時10分から再開します。 

午前10時55分  休 憩 

──────────────────────────────────── 
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午前11時10分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 医療費の500円の手数料負担については、新年度予算に盛り込まれることを強く期待して、１項

目目の質問は終わりたいと思います。 

 ２点目、農業振興について伺います。 

 村の資料では村内の耕作放棄地は令和５年度で63haとなっています。これまで、ワインぶどう栽

培農家の皆さんが遊休・荒廃農地の解消に大きく貢献されてきたものと承知をしております。ワイ

ンぶどうの収益性は生食ぶどうには劣りますが、そうした中でも新たにワインぶどう栽培に携わり

たいとの希望があるという話もお聞きをしております。 

 ワインぶどうの栽培面積は徐々に増え、令和５年度では64haになっています。そうした中、果樹

産業を支援する事業としては、園芸振興事業があります。この事業では苗木補助として、りんごは

補助率10分の5以内、生食用ぶどう10分の3以内、ワイン用ぶどう10分の2以内となっています。 

 生食用ぶどうは収益力が高いので、そのままでもよいと思われますが、ワイン用ぶどう苗木補助

をりんご苗木補助並みに引き上げることを望むものですが、いかがでしょうか。 

 ワインぶどうは、10a当たり約250本の苗木が必要といいます。１本1,500円から1,700円前後とい

いますから、10a、40万円前後の苗木代が必要になりますから、相当の負担となります。先ほど述

べましたが、生食用ぶどうと比較すると10a当たりの収益力に大きな差があり、りんごの苗木購入

補助率が高い理由は承知しているところですが、ワインぶどうについてもりんご並みに引き上げ、

栽培を応援することを求めるものですが、いかがでしょうか。 

 次に、棚資材補助について伺います。 

 りんごは10分の２以内、生食用ぶどう、ワイン用ぶどう10分の１以内となっています。須坂市は

樹園地拡大事業として、ぶどうなどの果樹棚やりんごのトレリスにかかる経費の２分の１以内、１

a当たり４万円までで、申請者１人当たり120万円までとなっていますが、こうした補助制度を設け

ております。本村の補助率をさらに引き上げ、振興を図るべきと考えますが、いかがでしょうか。 

 次に、耕作放棄地再生対策事業交付金についてであります。今、10a当たり７万5,000円の補助と

しております。ワイン栽培農家はかなりの面積、耕作放棄地を使えるようにして進めてきています。

10a当たり７万5,000円では賄えない規模の作業となりますので、この基準を引き上げる必要がある

と、このように思いますが、いかがでしょうか。 

 以上、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 農業振興についてお答えをいたします。 

 本村は、年間降水量が1,000mm程度と他の地域と比べて少なく、昼夜の寒暖差が大きいことや日

照時間が長く、水はけのよい土壌を有していることなどから、りんごや生食用ぶどうなどの果樹栽

培が盛んに行われております。 

 しかしながら、農業後継者の減少や農業従事者の高齢化等により、りんごなどの栽培面積が減少

し、農地の遊休化と耕作放棄地の発生が見受けられるようになってまいりました。 

 このため、村ではこの課題解決のために、りんごやぶどうなどの果樹栽培に比べ、比較的労働時

間が短く、収益確保のために大きな面積を必要とするワイン用ぶどうに着目し、苗木の購入補助な

どの各種振興策を講じてきたところ、平成17年に３haであった栽培面積は、令和５年度末時点で、

20倍となる64haまで拡大するとともに、村内６か所に建設されたワイナリーに多くの観光客が訪れ

るなど、高山村らしいワイン産地が形成されてきたところであります。 

 そこで、ワイン用ぶどうの栽培に対する補助についてでありますが、苗木の購入に対する過去３

年間の補助実績を見ますと、令和３年度は４件で39万5,000円、令和４年度も同じ４件で26万円、

令和５年度も同じく４件で33万6,000円の実績となっており、事業費総額112万円のうち90万円程度

を自己負担していただいております。 

 一方、棚資材に対する補助実績を見ますと、令和３年度は１件で5,000円、令和４年度は申請が

なく、令和５年度は２件で14万4,000円の実績となっており、事業費総額105万円のうち95万円程度

を自己負担していただいている状況でございます。 

 さらに、耕作放棄地再生対策事業補助金の実績を見ますと、令和３年度及び４年度は申請がなく、

令和５年度は１件で４万4,000円、再生面積は598㎡でございます。 

 この実績を基に補助基準額となる10a当たりに換算しますと、事業費では35万6,000円、補助金額

は７万5,000円で残りの28万1,000円は、自己負担となり実質補助率が20％程度と、決して高い補助

率とは言えないものがあるかと思っております。 

 このように、現行の補助制度では多額の自己資金を準備する必要があることや、令和４年11月に

県が作成した農業経営指標によりますと、ワイン用ぶどうの収益は粗収入で10a当たり28万円程度

と、収益性が低いと思われますことから、新たに栽培するためには資金面でかなりハードルが高い

作物となっております。 

 そのようなことから、先ほど申し上げましたとおり、ワイン用ぶどうの振興は耕作放棄地の解消

等に向けて大変有効な施策であることや、私の公約でも農業振興は大変重要な位置づけをしており

ますことから、令和７年度当初予算編成の中で、財源確保に向けた調整も含め、補助率の改定に向

けて検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 先ほども申し上げましたが、新たにワインぶどう栽培に携わりたいということで、来年度から研

修に入る方もいらっしゃるようですから、ぜひ、そうした皆さんも含めて応援していただくように

強くお願いをしたいと思います。 

 ３点目の小中学生のバス通学について質問します。 

 奥山田地区の住民有志の皆さんが、去る11月６日、村にバス通学改善についての要望をされてお

ります。今年の８月から９月にかけて229人の署名を集め行われました。地元のローカル新聞の報

道によりますと、当時の内山村長と澁谷教育長が対応されたとあります。要望内容は、奥山田地区

の小中学生のバス利用の通年化とバス乗車時間の短縮というものと理解をしております。 

 奥山田地区の１年生は、駒場経由で小学校下のバス停まで40分近くバスに乗ることになること。

また、小学２年生から６年生、そして中学生は４月から10月までの期間、チャオルでバスを降り学

校まで歩くこととなっているというふうに新聞でも報道をされております。 

 そうした中で、住民の皆さんは、地球温暖化が進み熱中症を警戒する時期も以前より長くなって

いることなど、１年中安全・安心な通学を求められているわけであります。 

 こうした奥山田地区の住民有志の方の切実な要望をどのように受け止められましたか、伺います。

そして、どのようにこの住民の皆さんの要望実現を図っていかれるお考えでしょうか。 

 バス通学ではない地区との整合性、あるいは、児童生徒の安全面や通学時間などを考えると、路

線バスでの通学だけで村内の学校通学の問題を解決することは非常に難しく、スクールバス導入を

検討することが求められるのではないかと考えます。 

 近隣の自治体でのバス通学について伺いますと、ほとんどがスクールバスにより、通学を確保し

ております。路線バスだけで小中学生の通学を保障していくことには限界があるのではありません

か。奥山田地区のみならず、学校から遠距離にある児童生徒のためにも、スクールバス導入が求め

られるものと考えますがいかがでしょうか、答弁を求めるものです。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 小中学生のバス通学についてお答えいたします。 

 本村における児童生徒の通学手段は、徒歩による登下校を基本としておりますが、自宅から学校

までの距離が４㎞を超える児童及び６㎞を超える生徒に対しては、バス通学を可能とし、その経費

を全額公費負担しております。 

 この制度は、バス路線のない地区や学校近隣の地区に居住する児童生徒との整合性を図るため、
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およそ２㎞の徒歩を基本としておりますことから、奥山田地区の児童生徒の場合は、保健福祉総合

センターまで乗車し、その後、徒歩で通学をしております。 

 一方、冬期間における奥山田地区の児童生徒の場合は、降雪や路面の凍結などにより危険性が高

いことなどから、保健福祉総合センターを経由して、学校付近のバス停で乗降しております。 

 そこで、まず初めに、奥山田地区の住民有志の皆さんからの要望をどのように受け止めているか

とのお尋ねでありますが、このたびの要望は奥山田地区の小中学校の支部長さんや区長さんが発起

人となって、去る11月６日に前内山村長と私に対して229名の署名を添えて、バス通学についての

改善を求める請願書が提出されました。 

 この請願書の中には、要望が２つございまして、１つは、通年、役場前または、学校下でもバス

の乗り降りを可能にすること。 

 ２つ目は、バスに乗っている時間が短くなるよう、路線や時間を改善することとされております。 

 このため、村としましては、このたびの請願書に対し、奥山田地区の皆さんの思いを重く受け止

めるとともに、村内全域に関わる大変重要な問題であると思っております。 

 次に、要望に対する実現策と関連がございますので、３点目のバス通学でない地区との整合性や

スクールバスの導入についてでありますが、先ほども申しましたとおり、小学生につきましては、

自宅から学校までの片道４㎞を超える児童、一方、中学生につきましては、６㎞を超える生徒がバ

ス通学の対象となっており、自宅付近にバス路線のない地区の児童生徒との整合性を図るために、

学校からおよそ２㎞においては徒歩通学を基本としております。 

 そのようなことから、今回の請願につきましては、奥山田地区だけの問題ではなく、例えば、多

くの児童生徒が徒歩で登下校しておりますことや、また、バス路線のない、例えば、水中・黒部地

区などの児童生徒の対応など、村全体で考えていかなければならない大変大きな問題として捉えて

おります。 

 したがいまして、教育委員会としましては、小学校の校外指導部やＰＴＡ本会なども含めて、協

議していくことが大切であると考えております。 

 また、２点目のバスに乗っている時間の短縮や、路線等の改善につきましては、現在、高山村地

域公共交通協議会において、来年10月からの運行ダイヤの見直しが検討されておりますので、この

結果を踏まえて検討してまいりたいと考えております。 

 なお、スクールバスの導入につきましては、これまでも４㎞を超えて交通手段のない地域から登

下校する児童生徒がいないことから、現在のところ考えておりませんので、御理解賜りますようよ

ろしくお願いをいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 
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○10番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 小学校でおおむね４㎞、中学校、中学生でおおむね６㎞という、この数字については文部科学省

が示した公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き、ここで定められている基準

だと思います。 

 ただ、地域の実情に応じて、基準を設定することも可能ということで、柔軟な対応が私は求めら

れていると思います。４㎞、６㎞という考えも平坦地と私ども本村のような坂道があるところと、

一緒に考えないほうがいい、柔軟に考えていくべきだと。近隣の市町村でもこの４㎞、６㎞にとら

われずに、もう少し短い距離でスクールバスを運営しているところもあるわけです。 

 また、子どもの体力の状況に応じて柔軟に対応することも必要ではないかと思います。小学校低

学年２年生、３年生でも体力には相当な違いがありますから、そこを柔軟に考える。そのことが私

は必要ではないかと思います。 

 そして、２㎞歩いたほうがいいかどうかという問題も、やっぱり保護者の皆さんと十分協議する

必要があるのではないか。私が聞いた範囲ではスクールバスで運営している自治体において、途中

で子どもを降ろして歩かせるというようなことを取っている自治体は、私が調査した段階ではあり

ませんでした。 

 したがって、そういうことも含めて、保護者の皆さんと、先ほども協議していくという話があり

ましたが、教育委員会の責任において保護者の皆さんと意見交換をしっかり行って、例えば、４㎞、

６㎞という数字についても見直しをして、本村独自の柔軟な考え方をしていく必要があるのではな

いかと思いますが、その点いかがでしょうか。 

 さらには、奥山田地区の小学生１年生が40分近くバスに乗るというこの問題の解決について、来

年の10月、新たな交通体系がそこからスタートするわけですが、そこまで待つことなく、改善を図

っていくことが必要ではないかと思います。 

 路線バスに頼る、しがみつく、ちょっと表現が悪いですが、そういうことではなくて、もっと別

の方策も考えてこの40分問題というのは解決しないと、来年の10月まで子どもさんも保護者も待て

ないと私は思うんですよ。それぐらい強い奥山田地区の住民の皆さんの要望だということを受け止

めていただいて、来年の10月を待たずに解決していただくことを求めますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 お答えしたいと思います。 

 全国的に見ますと、少子化が進んでおりまして、学校規模を一定に確保するために、学校統合と

いうものが進んでおるかというふうに思います。通学距離が、時間的にも距離的にも課題にならざ



－32－ 

るを得ない場合が出てきており、スクールバスを運用している自治体が近年増えているということ

は認識しております。 

 一方で、本村においては現在までおよそ２㎞の徒歩通学は適正であるという判断をしておりまし

て、一部２㎞を若干超しているところもございますけれども、バス路線のない、例えば、水中地区

や黒部地区でも、この範囲内であることから村内の地区間の整合性は、およそ保たれてきたのでは

ないかなというふうに考えております。 

 また、他市町村の現状から考えましても、およそ２㎞の徒歩は現実を大きく超えたものではない

のではないかなという認識でおりますが、しかしながら、先ほど議員からもお話がありましたよう

に、非常にこの夏の暑さというものは、最近非常に大変厳しいものがあるかなというふうに考えて

おりますし、また一方では、少子化に伴う登下校の子どもの数が減少してきておりますので、この

ことを心配される保護者の皆さんも増えてきている。まずそういった現実も重く受け止めていると

いうところでございます。 

 加えて、公共交通の見直し、また運用が10月というようなことも微妙になってきておるところで

あります。いろんな課題はあるところから、一つずつ解決をしていきたいというふうに思っており

ますが、議員おっしゃられるように10月以降に話合いを始めるということではなくて、少しずつ改

善に向かってどんな方向に行ったらいいか、というようなことを考えていきたいというふうにも考

えております。 

 通学の問題というのは村全体の課題というふうに捉えております。これは、バス路線がなくて、

ほかに通学の手だてがない地区は、今のところないという認識でおりますので、この点も含めて考

えていかなければいけませんし、また、保護者の皆さんの意見も聞いていかなければいけませんし、

少しずつ考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再々お願いします。 

 奥山田地区から学校まで乗る時間帯が40分かかってしまうという、その問題について来年の10月

を待たずに解決することはできないのでしょうか。その点をお願いします。 

 これは、やっぱり直ちに、この問題だけでも解決すべきではないかと思うのですよ。例えば、ほ

かの自治体においてはタクシーなどを活用したりしている例も実際あるわけですから、そういうこ

とも含めて、この問題というのは直ちに解決すべきではないかと。今の路線バス、10月まで路線バ

スを活用している限りは、この40分問題というのは解決できないわけです。その点、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 この40分の問題ですが、現在、チャオルが起点となっておりますので、バス路線のですね、奥山

田地区からゆうゆう橋を渡って、ＹＯＵ游ランドを通り、そして、チャオルに上がって、また下っ

てゆうゆう橋を通って、そして、その駒場まで下がって、また上がって大橋を渡ってという、この

距離感が40分ということになってきております。 

 今、バス路線のところが議題に上がっておりますが、この路線が解消されないと、運行ダイヤが

解消されないと、先へ行かないという問題もございますので、今、直ちにこの路線を変えていくと

いうことが、なかなか難しいかなというふうにも考えております。非常に根っこが大きい問題かな

というふうに考えております。今すぐできるというようなことではないかな。バス路線の問題にな

ってきているかなというふうに認識しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今、教育長の答弁、基本的な形だろうと思っております。そんな中で、今のスクールバスの問題

もそうですし公共交通もそうですし、非常に今、ある意味、過渡期に来ているのではないかなと私

は感じているのですね。といいますのも、今の幹線バスを見たときに、その昔は山田温泉が発着だ

ったと。それが、ＹＯＵ游ランドまで下がってきた。さらに今、計画しているのは役場ということ

で、この幹線の在り方そのものも、果たして、今のままでいいのかどうかという、これは大きな問

題になってきているのですね。 

 その中で、そのスクールバスという問題も出てきたということで、そして、なおかつ今の40分問

題です。確かに子どもたちが40分車に乗って通学するというのは、非常にある意味、余計なストレ

スかもしれません。そんな中で、本当にどんな形が望ましいのかというのは、早急に検討すべきだ

ろうと。実施する、しないは別として、どんな方策が考えられるのか、その辺は早急に検討してい

かなければいけないだろうというふうに思っていますので、教育委員会、それから、学校、ＰＴＡ、

保護者等も含めて、その辺は早急に検討していきたいというふうに考えますので、よろしくお願い

したいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 いずれにしても、来年の10月まで路線バスの今の変更はないわけですよね。そうすると、そのま

まこの40分間問題というものを放置することに私はつながると思うのです。私はタクシー等の利用
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も含めて検討すべきだということを申し上げました。いずれにしても、早急にこの40分問題は解決

してあげるという立場に立って解決方法を探っていただきたい。来年の10月までとても待てないで

すよ。保護者の皆さん、子どもさんたち。 

 以上、お願いします。 

 ４点目、核廃絶について伺います。 

 日本原水爆被害者団体協議会、日本被団協がノーベル平和賞を受賞し、今月10日に授賞式が行わ

れます。受賞理由としてノーベル委員会は次のように述べております。 

 「被爆者としても知られる広島・長崎の原爆生存者による草の根の運動であり、核兵器のない世

界を実現するための努力と、核兵器が二度と使われてはならないことを、目撃証言を通じて示して

きたことが受賞理由だ。約80年間、戦争で核兵器が使われていないという励みとなる一つの事実を

認めたい。日本被団協と被爆者の代表らによる並外れた努力は、核のタブーの確立に大きく貢献し

てきた。それゆえ、今日、核兵器使用に対するこのタブーが圧力にさらされていることは、憂慮す

べきことだ。」このように述べているわけです。 

 日本被団協がノーベル平和賞を受賞したことをどのように受け止めておられますか、お願いしま

す。 

 「核兵器のない世界」を実現するための、最大の障害となっているのは、核抑止という理屈です。

核抑止はいざというときには、核兵器を使うと言って相手国を脅し恐怖を与えれば、攻撃を思いと

どまらせることができるという理論です。核兵器の使用を前提にして広島・長崎のような非人道的

な惨禍を引き起こすことも、ためらわないというものにほかならないわけです。 

 核抑止論は、際限のない核軍拡競争を招き、核戦争の危険を大きくするものと言えます。アメリ

カの国務長官を務めたジョージ・シュルツ氏は、退任した後、「核抑止というのは、いざというと

きに核兵器を使えなければ、抑止にはならない。それでは何十万人、何百万人の市民がいるところ

に、核兵器を落とせるか、文明国の指導者だったら、そんなことはできない。落とせないのだった

ら抑止にならない」と述べております。 

 核兵器の非人道性を批判するのであれば、核抑止から抜け出す必要があるのです。被爆者の皆さ

んの命がけの訴えによって誕生したのが、「核兵器禁止条約」です。この条約に署名したのは94か

国、批准は73か国となっております。日本も唯一の戦争被爆国として、この「核兵器禁止条約」に

参加すべきと考えますが、お考えを伺いたいと思います。 

 本村でも以前は、被爆の実相を伝えるために、８月６日、９日、広島・長崎への原爆投下の前に

写真展を役場ロビーで行っておりましたが、最近行われなくなっております。原爆の非人道性を伝

え核兵器使用を許さないためにも、再開することを求めますが、答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 
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○村 長（藤沢敏和） 

 核兵器の廃絶について、お答えをいたします。 

 本年10月、日本原水爆被害者団体協議会、いわゆる日本被団協が、「核兵器のない世界の実現に

向けた努力と、核兵器が二度と使用されてはならないことを目撃証言によって示してきたこと」が

評価されて2024年のノーベル平和賞を受賞されました。 

 このノーベル平和賞の受賞は、1974年に非核三原則を表明した佐藤栄作元総理大臣が受賞して以

来、実に50年ぶりの受賞となり石破総理大臣を始め、広島、長崎両県知事のほか、多くの国民が祝

福するとともに、これまでの取組に対して、敬意を表されております。 

 そこで、日本被団協がノーベル平和賞を受賞したことの受け止めについてでありますが、過去、

二度の世界大戦を経て、核兵器のない平和で安全な世界の実現は、人類共通の願いであり、特に、

日本は核兵器の被害を受けた唯一戦争被爆国として、核兵器使用の惨禍を繰り返してはならないと

の信念を有し、核兵器を持たず、つくらず、持ち込ませずという非核三原則を、これまで歴代内閣

により国是として維持されてきた経過がございます。 

 こうしたことから、私は戦争による悲劇を二度と繰り返さないためにも、非核三原則はしっかり

保持していただきたいと考えており、これまでの日本被団協の核兵器のない世界を実現するための

努力と取組に、心から敬意を表するものでございます。 

 次に、核兵器禁止条約への日本の参加についてのお尋ねでありますが、核兵器禁止条約は平成29

年７月７日、国連において加盟国193か国の約３分の２に当たる122か国の賛成で採択され、９月24

日時点で94の国と地域が条約に署名し、73の国と地域が批准しております。 

 しかし、これに対し、日本政府はアメリカを含む核兵器を保有する国が、核兵器禁止条約を支持

していないことなどから、署名する考えはないとしております一方で、「地道に現実的に核軍縮を

前進される道筋を追求していくことが適切であると考えている」としており、核軍縮の進展に向け

た国際的な議論に積極的に貢献していく考えを示しております。 

 このため、先ほども申し上げましたが、日本は唯一の戦争被爆国であることから、核兵器の恐ろ

しさや悲惨さ、非人道性については、国民誰もが認めているところであり、多くの国民は核兵器の

使用に関して、大変危惧しているものと思っております。 

 このため、本村におきましては、昭和60年に「非核平和宣言」を行い、戦争の悲惨さ、平和の尊

さを村民の皆さんが共通の認識として、後世に伝えていくこととしており、引き続き、村民の皆様

とともに、平和な社会の実現に向けて力を注いでまいりたいと思っております。 

 しかしながら、核兵器禁止条約への加盟につきましては、国民の意見にしっかりと耳を傾けてい

ただく中で、国会において十分議論を果たしていただくべきと考えておりますので、核兵器禁止条

約への署名に関して、私の考えを申し上げることは、差し控えたいと思っておりますので、よろし

くお願い申し上げます。 



－36－ 

 次に、被爆の実相を伝えるための写真展の再開についてでありますが、本村では、非核・平和に

関する取組として、毎年８月の平和記念式典を前に行われている「反核平和の火リレー」や「核兵

器廃絶網の目行進」を行う団体に対して、世界平和を願い激励するとともに、８月15日の全国戦没

者追悼式に合わせて、役場職員により黙禱を捧げておりますほか、議員お話のように以前８月には

役場村民ホールにおいて広島・長崎被爆者写真パネルを展示しておりました。 

 しかしながら、令和２年に世界を震撼させた新型コロナウイルス感染症が大流行したため、いわ

ゆる三密を避ける観点などから役場村民ホールでの展示を休止しておりましたが、新型コロナウイ

ルス感染症の取扱いが、５類に移行されましたことから、議員お話しのとおり戦争の悲惨さ、平和

の尊さを村民の皆様との共通認識として後世に伝えていくためにも、改めて広島・長崎被爆者写真

パネルの展示を再開し、啓発してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、山嵜秀治議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後１時から再開します。 

午前11時46分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 通告に従い質問をします。 

 私からは２つの質問をします。 

 １つ目は、風通しの良い役場の環境について伺います。 

 新しく藤沢村政が動き出しました。今までの答弁やいろいろな中で、チームワーク、スピード感、

対話というフレーズが出てきていますが、これからも新しい風が流れ、村民の暮らしをよくする斬

新な政策や改革などを望むものであります。しかし、副村長が村長になったことや無投票であった

こと、そういうことを考えますと良い面と心配な面があると感じます。 

 そこで、何点か質問をいたします。 

 １つ目は、藤沢村長は９月まで副村長でしたので、行政の流れなどは心配ないと考えますが、無

投票でしたので、職員または、多くの人から人事異動の感じがあるということも言われます。新し

い提言に対して、消極的になったり斬新な政策が生まれない、または、出しづらいなどの心配な面
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を感じますが、どのように村政を進めていく考えでいるのか、お聞きします。 

 ２つ目、役場の雰囲気は以前３年前に一般質問したときよりは、よくなっていると感じますが、

トップが行政出身者、または、村職員であった方がなるということは、民間の声や村民の声が届か

なくなる心配があると感じます。組織のマンネリ化や新しい仕事が増えるよりは、現状維持をよし

とする、そんな考え、または、若い職員の声や職員の頑張りが見えなくなる、そんなことが心配に

なります。風通しの良い役場の環境づくりをどう考えていくのか、お聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 風通しの良い役場の環境について、お答えをいたします。 

 このたび、村政のかじ取り役を担わせていただくことになり、その重責に身の引き締まる思いと

同時に「いつまでも光輝く持続可能な高山村」にしていくことが、私に課せられた新たな使命であ

ると考えております。 

 そして、私の基本理念であります「村民の幸せに結びつくか」また、「高山村の輝く未来につな

がるか」の２点を評価軸として、チームワーク、スピード感、そして、対話を大切に様々な施策や

課題に取り組んでまいる所存であります。 

 そこで、まず初めに、どのような村政を進めるか、とのお尋ねでありますが、議員お話しのとお

り、私は高山村役場職員や副村長時代を含め、約50年間にわたり村政の仕事に携わらせていただき、

多くの村民の皆様と出会い、これまで格別なるお力添えを賜ってまいりました。 

 そこで、私が考える村政につきましては、これまで様々な施策や課題に取り組んできた行政経験

を最大限に生かし、事務事業の効率化や財源の確保など、必要に応じて事業の見直しを進めながら、

職員目線ではなく長として、高山村のすばらしさをもう一度見つめ直し、その中で、変えてはいけ

ないもの、また、変えなくてはいけないものを明確にするとともに、村民の皆様からの声に耳を傾

け、村民の皆様に寄り添い、できることから着実に進めていく、そんな村政運営に努めてまいりた

いと考えております。 

 そのためには、特定の職員に業務負担が偏ることなく、職員が心身ともに健康な生活を送ること

のできる、明るく風通しの良い、職場環境をつくるため、課内の業務管理や横断的な協力体制の構

築、情報共有などを徹底するとともに、計画的な職員採用の実施や必要に応じて、組織再編及び事

業の統廃合なども検討しながら、職員との対話に心がけ、様々な意見やアイデアを出しやすい環境

づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 次に、行政出身者が首長になると、民間や村民の声が届きにくくなることについてでありますが、

先ほど申し上げましたとおり、私の基本理念の一つであります対話は、大変重要であると考えてお

りますことから、まずは、職員と共に課題整理や情報分析、成果検討などを進め、その結果をタイ
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ムリーに村民の皆様にお伝えするために、ホームページの更新や、広報たかやまの紙面編集、情報

無線やたかやまチャンネルの活用など、情報伝達の仕組みを整え広報・広聴に努めてまいりたいと

考えております。 

 さらに、村民の皆様の幸せと充足を感じていただける村政運営を目指し、若い世代から働く世代、

高齢者世代へと人に対する３つの「たかやま魅力増進施策」をしっかりとお示しし、これまで実施

してまいりました、「気軽に村長室」や「きらめきポスト」なども継続しながら、様々な機会をと

らえて、村民の皆様との対話を通して、現状把握や取組に対する御意見、御要望等をお聞きする中

で、村民の皆様とともに事業の実施に向けて、できることを考え、共に行動する「協働の村づくり」

を着実に進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問というよりは、要望で終わらせたいと思いますが、本当にこの役場職員の生き生きとした

姿が村民の生活を明るくすると、また活気ある村づくりになるということが、進められることが一

番望ましいです。 

 それに対しても、一番は村長の背中を皆さんが見ているわけですので、その姿をまた見せて、村

政に励んでいただきたいと、そんなことで次の質問に移りたいと思います。 

 ２つ目の質問は、今年も６月にも質問をしましたが、公共交通の再考について伺います。これ、

再考と書きましたが、実際には「高山村地域公共交通利便増進実施計画」など、また見直し案など

でありますが、それについて、でございます。 

 公共交通の課題や利便性は、子育て世代の暮らしや運転できない高齢者、子どもの暮らしやすさ

などに直結する大きな問題でございます。また、村内を移動するにも、「乗換えは不便」などのア

ンケートの回答があったと思います。あわせて、今まで議員研修などで、タクシー会社とタイアッ

プした富山県朝日町の事例や南信交通と広域の自治体との連携を図って協議会を開いている南信の

豊丘村、また、アルピコ交通などと広域の自治体との協議会をして、運行している中信の朝日村な

どを視察して、実際には質問または、提言をしてきたわけでありますが、先日、改善策というもの

が３案提出されましたので、そこで何点かお聞きします。 

 １つ目は、乗換え拠点のチャオル・ＹＯＵ游ランドから役場に変更する案が出ていました。これ

は非常によいと思いますが、県内外の自治体では運転手不足の問題を考慮して、幹線の本数を必要

最小限にして、運行経費を抑えるなど行っていますが、新しい計画の案としては、その辺はどのよ

うな形になっているのでしょうか。今まで、15往復ぐらいあったと思いますが、これがどうなるの

か、ちょっとお聞かせください。 

 ２つ目が、アンケートの中で村内の移動に乗換えは不便という意見があります。移動の足が必要
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な高齢者の村内の移動目的、これは特に医者がいる千本松辺り、または、チャオルなどだと思って

います。そのふれあい号を１台から２台にして乗換えなしで、千本松まで延長することを検討でき

ないのでしょうか。 

 ３つ目、県内外の公共交通の協議会では、国の補助金を幹線とデマンドタクシーに併せて、循環

バスも国の補助金をいただいております。高山村のふれあい号は受けていませんので、この辺はど

うしてなのか、お聞かせください。 

 ４つ目、今年６月に買い物支援バスを村として、協議会としてではなくて村として運行を試すこ

とはできないのかという質問に対して、先進事例等を参考に試験運行の可否を含めて検討すると回

答ありましたが、そのようなことをどのように今後考えているのか、お聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 公共交通の再考についてお答えいたします。 

 本年度、村では、日々の生活に必要となる効率的かつ持続可能な移動手段の確保を図るため、詳

細な運行計画をまとめた「高山村地域公共交通利便増進実施計画」の策定業務を進めているところ

でございます。 

 そこで、まず初めに、幹線の本数を最小限とし、運行経費を削減してはどうかとのお尋ねであり

ますが、現在、策定を進めております「高山村地域公共交通利便増進実施計画」では、運行してい

る路線バスの利用状況や運行形態の見直しを行い、効率的な運行とする中で、事業費の削減も含め

て検討しているところであります。 

 しかしながら、毎日の路線バスの運行にあっては、必要なバスの台数や運転手を確保した上で行

っていることから、運行本数を減らすことで燃料費等の経費の削減は見込めますが、バスの管理経

費や人件費に係る経費の削減は、あまり見込めないのではないかと思われます。 

 したがいまして、幹線の本数につきましては、今後、村民の皆様やバス事業者、地域公共交通協

議会の皆様から、御意見等を伺いながら慎重に検討してまいりたいと考えておりますので、御理解

賜りますようお願いします。 

 次に、ふれあい号を増便して、千本松まで延長してはどうかとのお尋ねでありますが、現在、村

が運行しております、ふれあい号は須坂駅からＹＯＵ游ランドまでの間を運行する山田温泉線と接

続し、ＹＯＵ游ランドから山田温泉までの、奥山田・牧地域を運行しています。 

 このため、奥山田・牧地域にお住まいの方が、千本松方面へ行く際は、最寄りのバス停からふれ

あい号に乗車し、ＹＯＵ游ランドで乗り換えて、路線バスに乗車していただく必要がございます。 

 そこで、ふれあい号を増便し、千本松まで運行路線を延長することでありますが、現在、千本松

を含む高井地域は、幹線の山田温泉線とそれを補完する高井・中山デマンドタクシーが運行してお
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り、この区域にふれあい号を増便して、延長運行することは異なる運行形態である高井・中山デマ

ンドタクシーとふれあい号がさらに重複してしまうことから、難しいものと考えております。 

 このため、現在、進めております「高山村地域公共交通利便増進実施計画」におきまして、新た

な運行形態を検討中でありますので、御理解賜りますようお願いします。 

 次に、ふれあい号の運行に係る補助金についてのお尋ねでありますが、公共交通に関する補助制

度としては、「地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金」があり、この補助要件として、当該

補助対象期間に新たな運行を開始するものとされております。 

 そのようなことから、本村の場合は、平成29年度に公共交通を再編した、ふれあい号の運行区間

が従来の運行区間と変わらず、新たに運行を開始する区間の要件に該当しないため、補助金の対象

外となっておりますので、よろしくお願いします。 

 次に、買物支援のバスの試験運行についてのお尋ねでありますが、日々の買物が困難になってい

る高齢者等への支援は、喫緊の課題であり、村民の皆さんの足となる公共交通は、今後ますます重

要になってくるものと思われます。 

 そうした中で、買い物支援バスの運行は、有効な手段の一つと捉えておりますが、交通事業従事

者の不足や村財政支出の増大が予想されることのほか、利用希望者がどの程度あるか、検証する必

要があるものと考えております。 

 したがいまして、できるだけ早い段階で、買い物支援バスの利用対象者や運行要件を取りまとめ、

村地域公共交通協議会等において、御意見を伺いながら、試験運行の可否について検討してまいり

たいと考えております。 

 今後とも、村民の皆様を始め、誰もが利用しやすい公共交通システムの構築に向け、策定業務を

進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問します。 

 全てにおいて再質問したいと思いますが、１番目の必要最小限にというのは、ほかの公共交通を

協議会で県内外のところで行っているのは、やはり朝の通勤・通学、または、昼間、医者へ行く、

また帰りの学生の帰宅などを考えると、６往復ぐらいが大体平均ではないかなと思います。実際に

は、その倍以上が走っているということになると、運行経費は相当かかると思います。その辺を今

後、新たに考えていただくことが必要かなと。 

 これも連携して２番と同じですが、２台増やすということは、ふれあい号のほうは経費的には安

いです。そういうことを考えると、ここで運転手不足とかそういうことを言われますが、実際に、

幹線のバス、今現在、多分、長電さんで高山の分だけで、５人を雇わないと、１日５人を使わない
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とできないということを聞いたことがあります。 

 要するに、本数を減らすと２人とか３人になるわけです。そういうことも一緒に検討していくと

いうことが大切で、正直ほかの地域、豊丘村も実際には１年ぐらいで検討し直しています。そうい

うことが朝日村でも、高校に行くバスを別路線つくるということも、途中で検討してやっているわ

けです。 

 やはり、そういう形で検討していくことも、お互いに検討し合うことが、村のためになるのでは

ないかなと。実際に、同じ路線を走って、ふれあい号を千本松ということを私は言っていないので

すが、昔の「ぐるりん号」みたいな形で、城山から水中のほうに行く路線で千本松へ行くというの

は、全然違う路線のはずです。そういうことも考えると同じ路線を走るということではないと。 

 逆に、３番目のそういうことで、補助金がもらえないのなら、新しい路線をつくれば補助金をい

ただけると。朝日村の公共交通に関して、幹線路は大体2,000万円から3,000万円かかるところの補

助金が600万円、500万円です。でも、ふれあい号みたいに循環バスになると、実際、半分ぐらいが

補助金になるわけです。そういうことも考えたら、どれが一番得なのか、村のためになるのか、そ

れは人の生活にもありますし、村政に関しても、非常に大きなメリットになるのではないかなと思

っております。 

 そして、もう一つ、４番目ですが、買物バス、これは逆に公共交通の協議会を外れても構わない

かなと思っています。予算的に非常に大変というところを考えますと、６月に視察に行った朝日村

では、買物バスが週２回出ているのですが、村で全面補助を出していますけれども、大体年間で

170万円ぐらいです。そういうぐらいでやれれば、できないことはないのではないかなと。 

 近隣の情勢を見てということもありますが、私、ちょっとまだ調べきれていないのですが、小布

施のスーパー、大きなところがありますけれども、県道、国道を走っていたときに、そこに普通の

マイクロバス、玄関先に２台止まっていたんです。どこそこの観光バスではなくて、普通のマイク

ロバス、教育委員会のバスみたいなのが２台止まっていました、玄関先に、です。これはどう考え

ても、買物バスではないのかなと。私は都合上見られなかったのですが、そういうことも地元でや

っていることは事実なので、そういうことも検討していただくことはできないでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 黒岩議員の再質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の必要最小限の路線の本数でございますが、現在の路線バスについては、往復で15

往復をやっております。その本数を６往復程度でよいのかということでございますが、この関係に

つきましては、朝夕の通勤時、また昼間の医療機関に通う高齢者、このような方の利用者がどの程

度いるかというところも含めまして、地域公共交通協議会のほうで検討してまいりたいと考えてお
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ります。 

 ２番目のふれあい号の運行を２台とすることで、柔軟な運行体制が取れるのではないかというこ

とでの質問でございます。現在、ふれあい号の運行につきましては、民間のタクシー業者に委託を

行っております。そこのふれあい号の運行につきましても、１台当たり４名から５名の運転手を確

保して運行しております。なかなかの幹線の路線バスについては、民間のバス業者ということで、

そことの運転手の確保ですが、うまく柔軟な対応ができればよいのですが、ふれあい号が２台にな

ると、その分の民間のタクシー業者の雇用人数も増えることから、なかなか難しいのではないかと

いうことで考えておりますが、ふれあい号を柔軟に運行するということで、村内での移動の利便性

が向上するということは検討する必要があると思いますので、こちらについても、よろしくお願い

したいと思います。 

 また、３の新しい路線を考えて、その路線を補助対象にできるのではないかということでござい

ます。以前、公共交通が再編する前は、村内全域に循環バスというものが走っておりました。それ

ですと、高齢者がバス停までの行く利便性が悪いと、なかなか乗車効率も悪いということでデマン

ドタクシー、それぞれ自宅付近まで迎えに行けるような運行体系を取らせてもらっております。 

 次の地域公共交通の利便増進計画の中で、そういったような運行が取れるのかどうかというとこ

ろは、また地域公共交通協議会のほうで検討してまいりたいと思いますが、よろしくお願いしたい

と思います。 

 続きまして、４の買い物支援バスの関係につきましては、公共交通の運行とは、また別の運行形

態の形になろうかと思います。その利用対象者をどういった方にするか、どういったような形の運

行にするかというところは、地域公共交通協議会の中で検討課題とさせていただきまして、この買

い物支援バスを運行することで、タクシー業者さんの営業のほうに影響を与えてはいけないという

ところもありますので、地域公共交通協議会のほうで検討させていただきまして、その運行形態で

すとか、どのような利用対象者にするか、また利用者の負担をどうするかというところも、協議会

のほうで検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再々質問をいたします。 

 正直なところ、バスの運転手不足というのは、もう分かり切っていることでどこの地域でもそう

ですが、やはりそれをいかにタイアップしていくかと、先ほどもデマンドタクシーとかそういうと

ころと、また買物バスということをやるにも、そちらの利用が減ってしまうのではなくて、タクシ

ー会社は逆に言うとそういうところとタイアップしていくことが、非常に大切ではないかなと。朝

日村でも買物バスは村のバス及び多い場合には、そういうアルピコさんのバスを使うということで、
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やっておるということを聞いております。 

 そういう形で、村にもバスはあるわけですので、そういうことも利用の中に入れていくというこ

とも可能じゃないのかなと、そういうことをやってみるということで、どういう形でやってみたら

いいかなというと、社会福祉協議会でよく教育委員会でもそうですが、高齢者学級とやるのと同じ

で、募集をかけて、いついつこういう形で山田地区の人が買物に行きますよという形で、お知らせ

をして予約を取るということも可能じゃないかなと思うのですが、その辺も含めて、もう少しタク

シー会社とか長電さんとか、そういうところと村のバスも利用するということで、もっと深い形で

検討できないでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 黒岩議員の再々質問にお答えいたします。 

 買い物支援バスの運行についての、タクシー会社との連携、また村が所有しているバスを利用し

ての運行を検討してはどうかという質問でございます。将来的にどのような形態で買い物支援バス

を運行していくかということは、非常に大切な検討課題ではあろうかと思います。 

 ただ、まず初めに、買い物支援バスの利用希望者というものが、どの程度いるのかというところ

ですとか、どのような運行体制にしていけばよいかというところの掘り起こしの実施、試験運行が

必要なのではないかということで考えております。試験運行に当たっては、村の職員のほうで運行

するとか、いきなりタクシー会社さんのほうに委託をするというところで、実際に利用希望者があ

まりいなかったということではいけないので、まず、利用希望者の掘り起こし、お知らせも含めて、

どの程度いるかというところの対象者の見極めをさせていただきながら、利用希望者を広報等で募

りまして、社協ですとか、高齢者学級でやっているような運行体系で、マイクロバスという形では

ないのですが、10人乗りのワゴン車等で、運行できるような体系の試験運行ができないかというこ

とで、検討してまいりたいと思います。 

 いずれにしても、地域公共交通協議会の中で一旦は議論をさせていただいて、どのような形がで

きるかというところを、お諮りをしながら、検討してまいりたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 私のほうで、ちょっと補足をさせていただきたいと思います。 

 この公共交通につきましては、本当に担当課のほうでも試行錯誤しながら、いろいろ検討をして

いるわけでございます。そんな中で、これだけ議員の皆様からこの公共交通に対して、いろいろと
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御質問をいただくということは、やはりまだまだ使い勝手が悪いんだというふうに、私も実は少な

からず承知をしているところでございます。 

 そんな中で、やはりまず乗換えというのが高齢者、あるいは、利用される皆さんにとって、非常

に不都合だというところもあるでしょうし、また、先ほど先進事例をいただきました。そんな中で、

今、高山村の公共交通の幹線というのは長電バスさんが、中心になってやっていただいていると。 

 したがって、この公共交通を動かすために、まずは幹線を軸として考えてやっているんですけれ

ども、なかなかそこが一番難しい部分なのかなと、先ほども私、申し上げたのですが、この幹線そ

のものが本当に今の状態でいいかどうかという大きな問題になってくるんですけれども、その辺も

今後は含めて考えていかないと、なかなかこの利用者目線にはなっていないんじゃないかというふ

うに思っているところであります。 

 そんなことで、この公共交通というのは、先ほども申し上げましたけれども、柔軟性を持たせた

考え方をしなければいけないだろうし、交通手段を持たない皆さんが出かけやすくする。ますます

家に引っ込んでしまうということではなくて、出かけやすい公共交通にしていかなければいけない

と思っております。多額な費用もかけているわけでありますので、まさに費用対効果という部分で、

効果の上がるような公共交通にしていかなければいけないだろうなと思っておりますので、その辺、

いろんな形で検討させていただく中で、議員の皆さんもそうですけれども、いろいろと御意見等を

いただく中で、やはり、よりよい公共交通体系の整備に、私も努めてまいりたいというふうに思っ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 新しい村長からの答弁をいただきました。地域公共交通協議会の長は村長ですので、新しく変わ

った藤沢村長の中で、また新しいスピード感のある斬新な改革をしていただくことを望んで、私か

らの質問は終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、黒岩清道議員の質問を終わります。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、通告に従いまして質問いたします。 

 ２件、質問します。 

 初めに、子育て支援についてお聞きします。 

 本村では様々な子育て支援制度として、出産祝金、入学祝金、家庭育児給付金などのほか、昨年

から給食費を無料化するなど、将来、村を担っていただく若い人たちの子育て世帯に配慮した経済
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的な支援に、取り組みつつあるというふうに理解しております。私は、さらに今後も充実した施策

に取り組んでいただくように望んでおります。 

 さて、そこで毎年、小中学校への新入生に対し、１人１万円を助成する入学祝金事業があります。

今年の小学校の入学者は44人、中学は60人ということで、今年度の当初予算では104万円が計上さ

れております。 

 昨今は、小学校の入学に伴う、出費が多額になり親御さんは、いろいろ苦労されております。ま

た、中学生になると夏・冬の制服も必須となりますので、さらに費用はかさんでおります。そこに、

昨今の物価高騰、この事業が始まった頃と比較すると物価上昇は大きく、金額の見直しの時期を迎

えているのではないかと考えています。 

 藤沢村長のこのたびの選挙戦公約は、広報がありませんのでよく分かりませんけれども、新聞報

道などによれば、子育て支援にも重点施策と考えておられるようです。現在のこの入学祝金事業、

なかなかこれはインパクトに欠けるのではないかというふうにも思っております。 

 そこで、質問いたします。 

 御家族の費用負担軽減のために来年度の小学生や中学校への入学祝金は、10万円まで増額を求め

たいというふうに思います。来年度の入学予定者数は、小学校は30人、中学は44人と聞いておりま

す。そうしますと、総額700万円程度というふうになるかと思います。基金を取り崩すとか本村の

現在の財政状況から見れば、予算編成の工夫によって実現できるのではないかというように考えま

すが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 子育て支援についてお答えをいたします。 

 村では、これまでに子育て支援に関する事業、一端申し上げますと、定住促進結婚祝金や結婚新

生活支援補助金、さらには、出産祝金やおむつ手当、入学祝金など、結婚・出産から子育て、教育

に至るまで、それぞれのライフステージに応じて支援を行っておりますほか、本年度からは児童生

徒の学校給食費を無償化するなど、子育て世帯の経済的な支援を行っております。 

 そこで、小中学校の入学祝金を10万円に増額することについてでありますが、現在、村が実施し

ております小中学校の入学祝金は、平成28年度の制度創設以来、これまでに988名の児童生徒の皆

さんに祝金を申し上げ、お祝してきたところでございます。 

 この入学祝金につきましては、村の将来を担う子どもたちが、人生の節目に当たる小中学校へ入

学するに当たり、そのお祝いと健やかな成長を願い、児童生徒１人当たり１万円を申し上げてきた

ところでございます。 

 しかしながら、小中学校の入学の際は、学用品や制服などを購入する必要があり、一度に多額の
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費用を要することや、現在、物価高騰などにより、子育て世帯の家計を直撃しておりますことから、

私の公約であります子育て世帯への支援は必要と考えておりますので、入学に係る標準的な必要経

費を算定した上で、その財源も含め新年度予算編成の中で、検討してまいりたいと考えております

ので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 村長、お願いします。 

 近在の自治体でも入学祝金制度を設けているのは、例えば、小布施町とか木島平村がこの近辺に

あります。小布施では第３子からの子どもに、町内で利用できる入学祝券というもの、商品券を３

万円分送っているというふうに聞いています。また、中学は５万円分あるというふうに聞いていま

す。 

 また、木島平村では入学した５月１日現在の小中の新入生全員に１人10万円送っておられます。

特に、木島平村では本村同様、小さい自治体でありますし、厳しい財政の中でも大切な子どもたち

に、本当に立派に育ってほしい、大きくなってほしいという願いが、本当に見てとれるのではない

かというふうに思っております。 

 最初に私も聞いた時には本当にびっくりしました。という衝撃があったということですが、本村

の最近の出生数、大体20人程度というふうになっていますので、人口減少ということと出生数を何

とか多くということも含めて、また親御さんへの負担もだんだん物価上昇との関係で、上がってい

ますので、そろそろ制度が出発してから、数年たっていますので、見直しの時期ではないかという

ふうに思いますが、再度、答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 まさに、先ほど申し上げましたように、子育て支援というのは私の公約の一つでもございます。

そんな中で、これまで、村では１万円という入学祝金を申し上げてきておりますけれども、先ほど

申し上げましたように、やはり入学の際に、一気に経費がかかってくるというようなことから、祝

金という言葉がよろしいか、私はどちらかといいますと、支度金なるものを考えていくべきであろ

うということで、今、担当課のほうにそういう指示をして、新年度に向けて検討していると。ただ、

その根拠たるものを、それは10万円をいただければ、それはそれでいいのかもしれませんけれども、

やはり支出をする側とすれば、説明ができるような金額も考慮していかなければいけないだろうと

いうことで、今、そういった標準的な必要経費というものを算定している段階でございますので、
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その辺も含めて新年度予算の中で検討していきたいというふうに思っていますので、よろしくお願

い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 質問はいたしませんが、今の答弁の中で支度金という言葉が出ておりました。私も支度金という

名前は、祝金、どちらでもいいのですが、できれば３月中に支給していただくようなこともぜひ考

えていただきたいというふうにも思います。 

 それで、今回このいろいろネットなどで調べた中で、宮城県に大衡村というところがあるんです。

ここでは、高校生まで、小中高校まで入学されている場合に、１人３万円出しているというふうに

書いてありました。ここは、人口は5,000人ぐらいの村ですが、子育て世代に大変頑張っていらっ

しゃって、毎年、出生数が50人ぐらいになるんだそうです。 

 そういうことで、消滅自治体からも離脱したというふうにも書いてありましたので、ぜひ本村も、

そういうことを目指していただきたいということを要望したいと思います。 

 次に進みます。 

 村道の改良について質問いたします。 

 役場から山田温泉方面へ向かって行きますと、樋沢バス停があります。そこからやや南東方向に

向けて行きますと、紫子萩山の麓に広がる裏原の地籍、この場所は十数年前までは水田や畑が耕作

放棄地となっておりました。 

 しかし、中山間地域農業農村総合整備事業ということによって、広大なワインぶどうやりんご園

に、今、生まれ変わっております。現在、そこにはワイナリーが２棟建設され、最盛期にはワイン

ぶどう園で働く方、また、りんご園で働く皆さんも働いていらっしゃいます。また買物などの観光

等のお客さんも訪れております。 

 ところで、この地域に向かうアクセス道路、今現在、カーナビなどで２本表示されております。

一つは村道二ツ石17号線、もう１本は村道裏原１号線であります。さて、二ツ石防災無線放送塔が

ありますが、その東側から県道大前須坂線から分かれて、村道二ツ石17号線ができております。で

もこの道路はもともとの田畑に沿って建設されているため、道路幅が狭く小さなカーブも多く、擦

れ違いが大変困難なところが多くあります。この道路は、先ほど言いました東部の裏原地籍にあり

ますぶどう園やりんご園につながる、およそ１㎞超の道路であります。そこのワイナリーをつくっ

ていらっしゃる業者の方は、ワイン購入のお客さんには、この道路を使ってほしいというふうに伝

えております。大方、基本は４ｍ道路ということになるわけですが、このようにこの道路はぶどう

畑で働く皆さんとか観光客やワイン購入のお客さん、または、宅急便のトラック、また観光バスも

通っております。 
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 ところで、ここ付近が狭いということで車同士の擦れ違いの場合、どちらかが広い場所で待機す

るか、それとも、両脇のりんご園などに入って、擦れ違わなければならないようになっております。

そうすると、道路脇の畑の所有者にとっては迷惑を被るということにもなります。現在、多くの宅

急便や大型車両は二ツ石のバス、樋沢バス停といったところから、黒部地域のほうへ向かって、黒

部の薬調の施設がありますが、そこから左折して東方面に行くという形になっております。このと

ころも左折する場合の道路の幅が狭いもので、大型車の肥料だとか観光バスなどもそうですが、苦

労されておられます。 

 そこで、質問いたします。 

 県道大前須坂線から東方面に、先ほど言いました、村道二ツ石17号線は車同士の擦れ違いには、

どちらかの車は両脇の畑にどちらかが入らざるを得ない。これでは、道路脇の畑の所有者にとって

も大変迷惑ですので、だんだんとこの道路、ぶどう畑がだんだん宣伝され、地域に存在感が増して

きているわけですので、通行量も増えております。ぜひ道路のカーブをなくしたり道路の拡幅を求

めていきたいと思いますが、答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長)（山嵜賢一） 

 村道改良についてお答えいたします。 

 道路は安全・快適に移動するために必要な社会基盤であり、その整備や維持管理により、長寿命

化を進めていく必要があります。しかしながら、道路の拡幅などの改良には多額な費用が必要とな

るため、村では、その財源となる国・県補助金などを確保しながら、地区振興計画などによる地元

からの要望を基に、緊急性や必要性などを総合的に勘案する中で計画的に進めているところであり

ます。 

 そこで、村道二ツ石17号線の道路拡幅についてのお尋ねでありますが、この路線は、議員お話の

とおり県道大前須坂線沿いにある二ツ石防災行政無線屋外子局東側を起点とし、黒部配水池付近を

終点とする総延長約1.3㎞の道路で、主に道路沿線の田畑で作業されている方などが利用している

ため、幅員は約４ｍとなっております。 

 しかしながら、平成28年に裏原地籍の圃場整備や信州たかやまワイナリーなどが建設されました

ことにより、この道路を利用して、裏原地籍を目指す車両の運行が増えてきております。 

 このため、信州たかやまワイナリーでは、村道二ツ石17号線の幅員が狭いことから、案内ルート

とせず、ホームページ上や道路脇に設置してある案内看板では、樋沢バス停南側を走る県道大前須

坂線とのＴ字路から黒部方面へ向かう村道二ツ石黒部線２を利用するよう誘導しております。 

 また、現在、村道二ツ石17号線につきましては、地元地区から地区振興計画などによる道路改良

の要望がないことや、村としても本路線の改良予定はないことなどから、地元の皆さんとも相談し
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ながら、当面、本路線に大型車両が進入しないための案内看板を設置することについて、検討して

まいりたいと考えております。 

 なお、裏原地籍へ行く大型車両に対するルート案内につきましては、適切に目的地へ行くことが

できるよう、関係者との調整も含め、対処方法を検討してまいりたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 現在、黒部裏原地域では３軒のワイナリーが創業されております。先ほど言いましたが車のカー

ナビでは、この地域のための道路が２本、表示しております。もう一つ、先ほど言いました村道二

ツ石17号線ではなくて、村道裏原１号線というのもあります。ここは、樋沢バス停を右に一旦黒部

のほうに向かって、すぐに左折して行く細い道路であります。こちらのほうが、県道からは近いん

です、ワイナリーのほうまで。ですから、今は現在、通常も畑で働いている方々とか、宅急便だと

か、ある意味では普段日常的に往復されている皆さん、多くはこちらの道路を使っていらっしゃる

のではないかというふうに考えております。こちらのほうは、村道二ツ石17号線よりもっと道路が

狭く、それこそすれ違いもなかなか困難というのが現実であります。ですので、例えば擦れ違いの

場合、当然両脇の畑に入ったりということで、擦れ違ったりしているわけであります。 

 もう一つは、例えば役場へ視察で来られた皆さんも、バスなどで案内されているのを見かけます。

その場合、村道二ツ石17号線を通りますと、今度は回遊しますと、その中学のグラウンドの南側を

そのまま上って行くとワイナリーのほうへ行けるというのが、道路の状況からして言えます。 

 ということで、例えば今後のいろんな産業育成というようなことも考えた場合、大変有効な道路

になるのではないかというふうにも思いますので、ぜひ御検討いただくように改めてお願いしたい

と思うのですが、どうでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長)（山嵜賢一） 

 ただいまの再質問について、お答えいたします。 

 議員の再質問のとおり、こちらの信州たかやまワイナリー、あるいは、その周辺集落に通行する

道路が何本かあろうかと思います。その中でも、先ほど申し上げていただいたカーナビの関係で、

どうしてもそのような細い道のほうに誘導してしまうということも考えられるかと思います。 

 そのことにつきまして、またこれから先ほどの答弁でもお話ししましたように、地元の方、関係

者の方、あるいは、そのワイナリーの方といろいろお話合いをさせていただいて、いいルートを見
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出していきたいなというふうに考えております。 

 また、そのよいルートになった場合、また、どのように道路改良していくか、あるいは、どのよ

うに対応していくか、というのも含めて検討していきたいと考えておりますので、お願いいたしま

す。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、湯本辰雄議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。 

 ただいまから、議場内の換気のため15分間休憩します。 

 会議は、午後２時15分に再開します。 

午後１時57分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時15分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 本日最後の質問になりますが、よろしくお願いします。 

 それでは、通告に従い３問質問いたします。 

 最初に、村外への人口流出抑制策として奨学金返還支援の導入について質問します。 

 藤沢新村長の公約は正式には発表されていませんが、10月23日付の信濃毎日新聞記事によります

と、「人口流出抑制をまず着手」と大きくうたわれていました。そこで、奨学金を利用した方が、

返済期間中に本村で居住し、生活するようになったら、その後の返済金額を支援する政策の導入の

実現に向けて、再度質問いたします。 

 要旨１、現在、本村の奨学金制度は、自宅外通学で私立の大学へ通う場合の貸与額は最大で月額

５万円、４年間合計で240万円になります。返済は奨学を受けた期間の３倍の期間内での返済で、

よいことになっておりますので、最大12年間になります。 

 大学などを卒業し、首都圏で就職されても、都心の住居費が高いとよく言われております。最近

のニュースでも首都圏の新築マンションの値段は、１億円とも言われております。本村に戻って万

一、新規に土地を購入し新築を建てても、高くても３分の１か４分の１ぐらいで済むのかなと思い

ます。 

 そこで、一度は首都圏などで就職しても、高い住居費のほか、様々な問題で住み慣れた地元に戻

ってこようかと思われる方にとって、一つのよいきっかけになるのではないでしょうか。いかがで

しょうか。 
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 要旨２、国では若者の地方への定着を推進する施策として、地方公共団体が奨学金の返還支援に

要した経費を特別交付税措置の対象としています。前回の質問において「仮に本村が奨学金返還支

援制度を導入した場合、若年層の人口流出超過村にあたるので、0.3の措置率が0.5の措置率に適用

されると認識している」と教育長が答弁されております。本村にとって非常に有利な措置率と思い

ますが、いかがでしょうか。 

 要旨３、令和５年６月１日現在、全国で奨学金返還支援を行っている地方公共団体は42都道府県、

717市区町村あります。長野県では半数以上の58.4％にあたる45市町村で行っております。また、

導入している自治体が年々増えている状況です。いかに各自治体が奨学金貸与の学生の方々を地元

に戻ってほしい状況かと思われます。いかがでしょうか。 

 要旨４、少子化と言われている背景には、将来、子どもの教育費にお金がかかることが大きな問

題であると言われております。この奨学金返還支援制度が導入されることにより、将来に向け少し

でも明るい光が見えて、少子化対策にもつながるのではないでしょうか。いかがでしょうか。また、

本村として、人口増加による普通交付税の増額のほか、その方が本村で生活することで、様々な経

済効果が生まれ、本村にとっても様々なメリットがあります。 

 消滅する可能性のある自治体からの脱却を含め、一つの人口流出抑制策につながるのではないで

しょうか。 

 以上、奨学金返還支援の導入の実現を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 村外への人口流出抑制策として奨学金返済支援制度の導入についてお答えをいたします。 

 全国では、奨学金返済支援制度を導入している自治体が、年々増加傾向にあり、その運用は様々

で定住促進策を始め、産業振興策や自治体の活性化を担う人材確保策のほか、本村のような農業振

興策など、それぞれ自治体の実情に応じて奨学金の返済に対する支援を行っております。 

 そこで、まず初めに、奨学金返済支援制度が本村に戻ってくるためのきっかけづくりになるので

はないか、とのお尋ねでありますが、議員お話しのとおり、年々人口減少が進む中で、いかに人口

減少に歯止めをかけるかが、私に課せられた課題でございます。 

 そのようなことから、私の公約であります、若い世代への支援は、ある意味、将来を見据えた先

行投資でもあると考えております。 

 このため、村が返済金を支援することで、村外で生活されている皆さんが、本村に戻ってきてい

ただくきっかけづくりになるか否かは、あくまでも個人の考えでありますことから、不透明であり

ますが、既に返済金支援制度を導入されている自治体では、その目的や願いに沿って、制度が構築

されているものと思っておりますので、議員お話しのとおり、返済金を支援することによって、地
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元に戻ってくるきっかけになるかと思っております。 

 次に、奨学金返済支援制度を導入した場合の特別交付税措置の適用は、本村にとって有利な措置

ではないかとのことでありますが、国では若者の地方への定着を促すため、地方公共団体が奨学金

の返済支援に要した経費を、特別交付税措置の対象としており、この措置率は本村のように20歳か

ら24歳までの若年層の人口流出が超過している場合は、0.5の措置率となり、村にとりましても有

利な措置であるものと思っております。 

 次に、奨学金返済支援制度を導入している自治体が増えていることについてでありますが、先ほ

ど申し上げましたように、本制度を導入している自治体は、人口減少対策の一環として支援してい

るものと思っております。 

 したがいまして、この制度を導入している自治体が増えていることにつきましては、各自治体の

政策であり、財政力なども含め、それぞれ自治体の実情によるものと思っております。 

 次に、奨学金返済支援制度の導入についてのお尋ねでありますが、村ではこれまで、様々な定住

支援策を行って、少しでも少子化対策につながり、人口減少が抑制され、村の産業経済が潤うよう

様々な施策に取り組んでまいりました。 

 このため、私は、村民の皆様の幸せと充足を感じていただける村づくりを進めるため、人に対す

る「たかやま魅力増進施策」の一つとして、若い世代への支援は必要と考えております。 

 したがいまして、奨学金返済支援制度の導入につきましては、財政面も含め、新年度当初予算編

成の中で、検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再質問いたします。 

 ほぼ私の質問に対して、前向きな御答弁かと思っております。いま一度ちょっと確認したいので

すが、新年度予算で検討ということは、もちろん財源等ありますが、方向性は前向きに考えている

のか、もう一度お答えしていただけたらありがたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 先ほど申し上げましたように、若い皆さんへの支援というのは、私の公約の中でもうたっており

ます。そんな中で、先ほど沖島議員のほうで、奨学金の返済額４年で最大で240万円というお話も

ございました。そんな中で、先ほど言ったように財政的にどの程度、村が見られるかという部分に

ついて、その辺も含めて前向きに検討していくべき問題であると、私は捉えておりますので、そん

なふうに御理解いただきたいというふうに思っております。 
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 ただ、特別交付税で措置されておりますけれども、ちょっと心配するところは、いわゆる普通交

付税の算定の基礎というのは、一番は国勢調査人口です。したがって、住民票だけ移されて高山村

の住民になっても、５年に一度の国勢調査人口でカウントされなければ、全く村とすればプラスに

はならないということなので、どういうその内容で要綱といいますか、もちろん、やるからには要

綱等もつくらなければいけないと思うんですけれども、その辺をしっかり詰めた中で予算も含めて、

検討していきたいということでよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再々質問といいますか、要望も含めてでございますが、以前もちょっとお話をしたことがあるの

ですが、白馬村は奨学金返還、村に戻って来て、奨学金返還支援制度をするに当たって、また、地

元の消防団に入った場合は、その返還支援をプラスにするとか、そういう村独自のいろいろな施策

をしているところもありますので、また本村に合った、どういった形がいいのか、その辺をしっか

り検証していただいて、ぜひ前向きに財源捻出していただいて、一人でも多くの方が本村に戻って

くるような政策にしてほしいなというのがあります。 

 また、先日、11月17日に議会モニター会議というのがありまして、そのときに、議員にインタビ

ューというのがありました。それぞれの議会モニターの方が「何で議員になったんですか」とか、

いろいろな議員になった質問等されてグループで話したわけですが、その中で私が、一番最後のグ

ループで、たまたま高校３年生のグループでした。 

 そのときに、一般質問のことについて質問をなされたわけですが、「私は今度、この今、話題に

なっている題になっています奨学金を受けた方が、本村に戻ってきたら奨学金返還支援制度、また

再度質問しますよ」と私、話しましたところ、その方々は「大学へ行っても、また村へ戻ってこよ

うと思っていますけれども、そういう制度ができれば本当にありがたいことなので、沖島議員、頑

張ってください」と私、逆に言われましたので、そういう声がありますので、ぜひ前向きに検討し

ていただきたい。 

 それと、先ほどから山嵜議員の１レセプト500円の無償化、あるいは、地元議員の入学祝金、支

度金の件も前向きに検討されるということなので、本当に私は高山村がやはり子育て、教育に優し

い村だという、いいきっかけになるのかなと思っておりますので、そういったことを、マスコミな

どを呼んで、大々的に前向きにやっていただければ、明るい高山村になるのかなと私は思っており

ます。そんなことで何か御意見あればお聞かせ願います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 
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 ありがとうございます。 

 本当に若い皆さんに戻ってきていただくというのは、私だけではなくて、ある意味村民の皆さん

の願いでもあるのではないかなというふうに思っています。やはり村のキャッチフレーズの一つで

はないですけれども、元気な声があふれる村という、そういう村にしていかなければいけないとい

うふうに思っております。 

 また、先ほど、また戻ってきたときの独自の支援ということも、お話がありましたけれども、そ

の辺も今後、含めた中でどういう支援がよろしいかということは、しっかり検討はしていかなけれ

ばいけないだろうなというふうに思っていますので、参考にさせていただきたいというふうに思い

ます。ありがとうございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 それでは、２番目の質問に入ります。 

 地域おこし協力隊の活用について質問します。 

 行政ではできなかった柔軟な発想で、その目的に特化した仕事をこなす地域おこし協力隊を有効

に活用することは、本村にとって必要な施策かと思います。経費については、特別交付税措置があ

るので、村が特別に財源を支出することがなく、また、任期後に定住することが条件なので、移住

策にもつながるよい制度だと思います。以前も質問しましたが、積極的な地域おこし協力隊の活用

を望みます。 

 要旨１、制度の概要は都市地域から過疎地域などの条件不利地域に住民票を移動し、生活の拠点

を移した者を、地方公共団体が地域おこし協力隊として委嘱。隊員は、一定期間、地域に居住して

地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲなどの地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住

民の生活支援などの地域協力活動を行いながら、その地域への定住、定着を図る取組とあります。

本村にとってうってつけの施策ではないでしょうか。 

 要旨２、現在、地域おこし協力隊は7,000名を超えて、そのうちの約７割の方々がその地域に住

んで活躍しています。総務省は令和８年に１万人を目標にしています。それを踏まえて、令和５年

度から「地域おこし協力隊受入サポートプラン」を新たに創設しています。募集に当たっての経費

も200万円から300万円に拡充されています。また、「おためし地域おこし協力隊」、「地域おこし

協力隊インターン」など、様々な受入れ体制を整えています。 

 さらに、任期終了後に定住するための空き家改修に要する経費も地方財政措置をしております。

空き家対策にも活用でき、本村にとって様々な点においても、まさにうってつけな施策ではないで

しょうか。 

 以上、地域おこし協力隊の積極的な活用を望みます。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 地域おこし協力隊についてお答えいたします。 

 地域おこし協力隊制度は平成21年度に創設され、過疎地域等の条件不利地域に所在する自治体に、

都市地域から活力ある隊員を募集し、採用された場合には、最長３年間、地域の諸課題の解決に向

けて、そこに居住しながら、地域の活性化や地域振興、担い手不足などの活動に積極的に関わって

いただく制度です。 

 こうした中で、本村におきましては、平成26年４月には、初となる地域おこし協力隊員１名を採

用し、その後、令和２年に２名、令和５年は１名の隊員を採用しておりますことから、任期満了者

を含め、これまでに４名の隊員を受け入れております。 

 この４名の隊員のうち３名の皆さんには、観光協会の事務局として、観光情報の発信や総合観光

パンフレット及び持ち歩きマップの制作などの業務に携わっていただいております。 

 一方、定住支援室に所属する１名の隊員には、空き家バンクの活用促進のほか、移住された皆さ

んの集いの場の運営など、業務に携わっていただいております。 

 そこで、地域おこし協力隊制度は本村にとって、うってつけの施策ではないかとのお尋ねですが、

既に少子高齢化の影響により人口減少となっている本村においては、地域づくりなどの活動を行っ

ていただく地域おこし協力隊制度は、大変有効であると考えております。 

 次に、「地域おこし協力隊受入サポートプラン」や、「おためし地域おこし協力隊」などについ

てのお尋ねですが、先ほども申し上げましたとおり、人口減少により様々な影響を受けている本村

にとっては、いずれの制度も持続可能な村づくりのために有利な制度であると考えております。 

 しかしながら、地域おこし協力隊員を受入れすることが目的化することで、受入れ後の地域住民

と隊員との考え方に差が生じ、トラブルが生じてしまうケースが全国で発生していると、お聞きし

ております。 

 このため、国では着任した協力隊員に対して、具体的な使命や役割などが与えられない事例や、

受入側が願う地域おこしの具体的なイメージを持たないまま、隊員の活動に過度な期待を持ってし

まうことのないように、隊員の受入れに当たっては、明確な使命や役割を設定することを、自治体

に求めています。 

 このようなことから、本村といたしましては、隊員の募集に当たっては、隊員の思いや願いをし

っかりと受け止めるとともに、地域住民の皆様が、これまでの生活様式を守り、隊員は、自分の経

験などを生かし、それぞれが地域の発展や維持につながる活動を行うことができるよう、丁寧な対

話を大切に、地域の課題解決、そして、一人ひとりが幸せを実感できるよう、いま一度、課題を整

理し、制度の活用に努めてまいりたいと考えております。 
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 したがいまして、村といたしましては、持続可能な村づくりを推進するために、有効な制度であ

ると考えておりますことから、先進地事例等も参考にしながら、積極的に地域おこし協力隊員の受

入れを推進してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再質問いたします。 

 今の御答弁で前向きに考えるということでございますが、具体的にどの分野といいますか、そん

なことが今現在、分かるならば、大体こういう分野が、ちょっと人手が足らないとか、あるいは、

こういったところで、ちょっと試してみようというものが今現在、あるならば、ちょっとお教え願

いたいと思います。 

 また一つ、先ほどちょっとお話ししましたが、今、新しい制度があって「おためし地域おこし協

力隊」は、主に２泊３日で体験して、地域とのマッチングができるかどうかみたいなことができま

すし、また、「地域おこし協力隊インターン」というのは、２週間から３か月実際の活動や生活を

して、より具体的にイメージできるというような制度で、相性が合わないとかそういったことが、

できる限りないような制度かと私は思っております。 

 また、そういう制度を採用する予定があるのか、その辺もちょっとお伺いできればと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 再質問にお答えいたします。 

 まず、具体的に何かその課題というものを示し、どんな取組をしていくのかということでござい

ますが、村におきましては、「地域おこし協力隊設置要綱」を定めておりまして、その中で主な活

動を明記しております。移住定住及び交流促進に関する活動、また、農林業の振興に関する活動、

集落の維持活性化に関する活動、村民の生活支援に関する活動など、項目を定めさせていただいて

おりまして、この項目に沿って、より具体的にその課題を明確化していくことが、大変必要だなと

いうふうに考えております。 

 先ほど答弁でも申し上げましたとおり、その諸課題をより明確にして募集、さらには地域にお示

しをして地域の方と対話をしながら、どのような形で受入れ体制を整えていくのかを考えていけれ

ばなというふうに考えております。 

 また、情報を発信する中で、より意欲のある、また、柔軟な発想をお持ちの方など、高山村を

我々と一緒に活性化に努めていただける、そんな方を受け入れられるように、情報発信をしていき

たいというふうに考えております。 
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 また、御提案いただいております、おためし、またインターンの関係でございますけれども、先

ほど申し上げましたように、諸課題をしっかりと整理し明確にした上で、それで受け入れる話合い

の中の一つの対応策として、必要であれば対応してまいりたい、そんなふうに考えておりますが、

よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再々質問させていただきます。 

 私なりにこの村にとって、こういったことの協力態勢のできる協力隊員がいいのかなと私なりに

考えておりますので、私、今、これから述べますので分かる範囲でどうかなということでお答えし

ていただければと思います。 

 私は、今、ふるさと納税の拡大に関して、ちょっとそういった方をいろいろと村のそういうふる

さと納税できるようなものを探ったりそんなことを、広報なりそういうことを援助したりしてくれ

るような方とか、あるいは農産物のブランド化、りんごのブランド化とか、そういったものに特化

したような人とか、あるいはワインの振興、販路拡大、その辺の協力をもらう。あるいは持続性の

あるイベントの開催、それが今後、観光客につながるようなイベントの開催とか、そんなようなこ

とを私、募集したらどうかと思っております。そんなことに関しての御意見をお聞かせ願えればと

思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 再々質問にお答えいたします。 

 議員、ただいま御提案いただきました、ふるさと納税のよりよい活用の仕方、その部分で具体的

にどんなふうにするのか、企画運営から広報、そんなところを協力隊員にお願いしたらどうかとい

うこと。また、農産物のブランド化、ワイン振興、イベントの継続開催ということでございます。

どちらも村にとりまして、それぞれ課題がある分野かと認識しております。 

 こういうものを、より今の受入側として、具体的にどのような業務を日々行っていただくのか、

そういうものの整理をさらに考えていく必要があるのかなというふうに思いますけれども、すごく

この観点というものを私も大変重要かなというふうに思っておりますので、今後の参考にさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

 なお、やはり受入側だけではなくて、この募集して手を挙げていただく協力隊員が、いかにこの

高山村を愛していただき、その意欲を持って参加、協力いただける、そういう方に来ていただける

ような、情報の発信も加えて考えていきたいかなというふうに思っておりますので、また引き続き
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よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 やはり、いい方に巡り会うというのは、私も今までの中でよく思うことですが、自分が欲してい

れば、欲して何かやっていれば、自ずとそういう方が現れてくるような気がしております。ですか

ら、高山村にとって、こういう方が必要だというそういう思いといいますか、そんなことを込めな

がら、広告なり募集なりしていただければ、きっと高山村を愛するいい方が現れてくるのかなと、

私は思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、３番目の質問に入ります。 

 本村で話題になった出来事をもう一度見直して、その歴史を残すことが、観光資源になるのでは

について。 

 本村において、過去に話題になった出来事は多々あると思いますが、現状、それらを歴史として

しっかりと残していないのが現状かと思います。「その出来事は遠い昔の話だ」と村内にずっとお

住みの方は思うかもしれませんが、初めて本村を訪れる方の中には「なるほど、そんな話題の出来

事がこの高山村にあったのだ」と改めて本村の魅力を再発見し、そのことにより観光客が少しでも

増えるのかと思います。肖像権云々ではなく、本村で起こった歴史として残せば問題はないのかと

思います。 

 私が思う過去の話題として１番目、昭和57年に天皇陛下が学生の頃、タコチコースをスキーで滑

られました。 

 ２番目、平成16年４月に吉永小百合主演で第29回日本アカデミー賞、作品賞、監督賞を取ったと

思いますが、「北の零年」の映画撮影を水中のしだれ桜で行った。 

 ３番目、山田温泉で令和５年６月１日、藤井聡太６冠が最年少で初の名人位を獲得し、７冠を達

成しました。 

 例えば、以上のような出来事が本村において観光客集客においても、大きな出来事ではないかと

思います。しかし、はっきりと明示したところがありません。それぞれ適した場所にしっかりと明

示することが必要かと思います。地方創生には地域の魅力や資源を活用することが重要です。本村

の恵まれた自然とともに過去の出来事を後世にしっかり残すことが本村の観光資源と言えるのでは

ないでしょうか。しっかりと担当部署を決めての実現を望みます。いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 過去の出来事を後世に残し、観光資源にすることについてお答えをいたします。 
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 村内には、春の桜、緑あふれる夏の牧場、雷滝・八滝を含む松川渓谷の紅葉、白銀に染まる雪景

色など、四季折々の魅力あふれる観光資源が数多く存在しています。 

 本村の観光資源は、豊かな自然と景観が中心で、これらの資源は、村や観光協会などにより、広

く内外に情報発信されるとともに、土地所有者や地元区の皆様などにより適切に管理され、多くの

観光客の皆様にお楽しみいただいているところであります。 

 そこで、過去の事実をしっかり後世に残すことについての御提言でありますが、議員お話のとお

り、タコチコースにつきましては、天皇陛下が昭和57年２月28日に、山田牧場から山田温泉まで滑

走されております。 

 また、平成16年４月21日には水中のしだれ桜周辺において、吉永小百合さん主演の映画「北の零

年」の撮影が行われ、当時新聞等により全国に報道されました。 

 さらに、令和５年５月31日から６月１日にかけて、山田温泉において開催された第81期名人戦７

番勝負第５局において、当時の藤井聡太竜王が史上最年少で名人位を獲得し、史上２人目の七冠を

達成され、大変大きな話題となりましたことは記憶に新しいところでございます。 

 これらの出来事につきましては、当時そのイベントに携わった関係者などの記憶の中にとどまっ

ておりますものの、村の有効な観光ツールにはなっていないのが実情でございます。 

 しかしながら、議員御提言のとおり、本村を初めて訪れる方などにとって、村を知っていただく

きっかけづくりとして、非常に有効な手段であると考えられますことから、関係団体と調整し、各

種権利関係に配慮した上で、事実を伝えるパネルを制作するなどして、しっかりと情報発信に努め

てまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再質問します。 

 前向きにやっていただけるということで、私は解釈しました。 

 今、村民ホールに、また藤井聡太の扇子を並べておりますけれども、前もそういう時期があった

のですが、ただ並べるのはなくて、基本的にしっかりと５Ｗ１Ｈでいいと思うのですが、いつ、ど

こで、誰が、何を、なぜ、パッと分かるような表示というんですか、今の展示みたいな仕方だと、

よく見ないと分からないような感じなので、それはしっかりと作っておけば後々何年も使える物な

ので、しっかりといつ、どこで、誰が、どういうことをやったのか、パッと見てパッと分かるよう

な、表示の仕方といいますか、そういうことを考えてやれればどうかな、と思っております。 

 できれば、天皇陛下が滑られたタコチコースは、もし写真があれば一番いいのかなと思っており

ますが、いろいろな問題があるかと思います。２番目の桜にしても「北の零年」ということで、ウ

ィキペディアで調べますと、撮影記録の欄にトップシーンの淡路の盛大に咲き誇る１本の桜の木の
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下で演じられる人形浄瑠璃を撮りたいという、この監督の行定 勲のオーダーで、制作部が日本中

の１本の桜の木を探し歩き、長野県の水中の桜に決まったとあります。 

 そんなことでも、何か書いておけば、「なるほどな」と日本中の桜をその方が制作時、どれくら

いの日本中の桜を探したか分かりませんが、一応そういうことがちゃんと載っていますので、それ

が了解を得られれば、そういうことを書いておけば、日本中の桜を探した中で、水中の桜に決まっ

たんだということで、桜がより一層きれいになるんじゃないのかなと、そんなような気もしており

ます。 

 ですから、そんなことを考えながら、行っていただければいいのと、最近、高山村で専属の顧問

弁護士をお雇いになった方もいます。やはり素人で分からないことは顧問の先生なり、そういう弁

護士の先生に、よく聞いてこの場合はどうでしょう、こういうのはどうでしょうということで、よ

く聞いて素人考えじゃなくて、専門の意見を聞いてしっかりしたものを作っていただきたいと思う

のですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 私、先ほど答弁でも申し上げましたが、関係団体、関係者の皆様おいでになります。まず、その

方たちと調整をし、また、権利関係にも十分配慮した上で、例えば事実を伝えるパネル等を作って

いきたいと思っております。それに際しましても、今、議員さんから御質問をいただいたとおり、

やはり訪れた方が見たときに、何が起きたのか、ここの村で何が昔あったのか、すぐ分かるような

形で、見やすく分かりやすいものに配慮して、しっかり作っていきたいというふうに思っておりま

す。先ほど、過去の出来事の写真等を入手してはどうかというお話もありましたが、その辺に関し

ましても、現在、少し調整をさせていただいて、有効に使えるものかどうかも検討に入らせていた

だいておりますので、お願いをいたします。 

 また、当時の方等にもお話を聞いたり、村にも一部残っておる資料もありますので、そういった

ものも現在、使えるかどうかをしっかりと精査したりした上で、分かりやすいもの、分かりやすい

宣伝に努めていきたいというふうに思っておりますので、お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ありがとうございます。 

 今日、私、質問して皆さん前向きに答えていただいて、本当に明るい藤沢新村政になるのかなと

思っております。本当に最後のお答えじゃないですが、やはりスピード感を持って、新村長のモッ
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トーですので、スピード感を持ってできることからしっかりとやっていただきたいと思います。 

 これで、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、沖島祥介議員の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後２時55分  散 会 
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                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 
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午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に６番髙井央葉議員が家族療養のため、早退する旨の届出がありましたので報告しま

す。 

 本日午後、議長公務により議事の進行を副議長と交代します。 

 テレビ中継のほかに質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 おはようございます。通告に従いまして質問いたします。 

 １問目に、移住しやすい住宅施策をということでお尋ねします。 

 藤沢新村長は、昨日の一般質問や当選の際のメディア取材でもお答えになっていました今後の村

政、取り組むべき課題の一つとして、人口減少対策、人口維持と増を図りたいとされております。 

 私も高山村が、今住んでいる皆さん、子どもたちにとっても、子育て世代にとっても、そして年

を重ねてもさらに住みやすい村になってほしいと思っておりますし、ここに住みたいと思った方が

移住しやすい環境になったらいいなと思っております。 

 これまでも移住相談会を行ったり、空き家バンク事業、空き家活用事業などさまざまな移住施策
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を行ってきているところでありますが、つながっていく仕組みになっているだろうかという点、ま

た私も移住者ですので移住を思いたったときのことを思い出し、移住という大きな決断をする際に

移住候補とした場所に何があったら決断できるのかという点、これまでの移住施策の状況と今後の

対策について伺いたいと思います。 

 １つ目に、これまで移住定住施策、移住相談や実際に移住につながったという部分で、移住した

い年齢層や家族構成などの把握はされているかについてお聞かせください。 

 ２つ目に、村営住宅について。以前は入居期間は何年間という縛りがある建物もあったかと思い

ますが、現在その縛りはないと伺っております。この縛りがなくなった経緯、理由をお聞かせくだ

さい。 

 ３つ目に、現在行っている空き家バンク事業や空き家活用事業などは、どうしても空き家所有者

の意向、思い入れのある家を貸す、または手放すということに対する葛藤だとか、日々の生活をし

ながら貸す、または手放すに当たっての必要となる片づけなどのこともあって、自治体として事業

に向けて積極的にできるという部分が、お話を伺ってお願いするということに重きを置くことが多

くなってくるかと思います。 

 積極的な移住対策としては難しい部分もあるかと思いますけれども、この空き家バンク事業、空

き家活用事業など、施策、今後続けていくことについてどうお考えかお聞かせください。 

 ４つ目に、今後、須坂市にイオンモールができるなどによる人口増が予想されます。高山村の住

宅用地の求めやすさは魅力だと、藤沢村長も村長選でのリーフレットにも書かれていらっしゃいま

した。だた、自分も移住する際、長野市に住んでおりまして、長野市に住んでいろんな土地をリサ

ーチしたこともありました。県外から来て、すぐに土地を求めるということにはなかなか考えづら

いのかなというふうに思います。 

 そこで、近隣市町村に今住んでいる、アパートなどに住んでいらっしゃる方に対して、住宅用地

のアピールしていくことも重要ではないかなと考えますが、いかがでしょうか。 

 ５つ目に、昨日の勝山議員の一般質問の中で、開発行為に関してなかなか時間もお金もかかると

いうお話されておりました。それは承知の上ではありますけれども、それでもやはり移住に対して

フットワークが軽い単身の方、また御夫婦の方が移住したいと思ってすぐ入居できるコンパクトめ

なサイズのアパートは必要と考えますが、いかがでしょうか。答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜定住支援室長。 

○定住支援室長（建設水道課長）（山嵜賢一） 

 移住しやすい住宅施策についてお答えいたします。 

 村では移住定住を促進するために、若者や子育て世帯、新規就農者などの方を対象として、これ

までに40戸の村営住宅を整備したほか、空き家バンク事業を通して空き家の利活用に係る費用等を
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助成する空き家活用推進事業により38世帯が居住されるなど、移住定住の促進に努めてまいりまし

た。 

 そこで、これまで移住定住施策の中で移住したい年齢層や家族構成などの把握についてのお尋ね

でございますが、本村に移住されたい方のほとんどが役場の窓口や電話によるお問合せのほか、オ

ンライン相談会などで年齢や家族構成などお聞きし、移住相談カードに記録するなどして、その把

握に努めております。 

 次に、村営住宅の入居期間についてのお尋ねでございますが、村営住宅の若者定住促進住宅は満

40歳未満で既に同居し、または同居しようとする配偶者のいる方が入居でき、その貸付期間を５年

以内と定めておりました。しかしながら、入居されている方の中には村内で住宅建設の予定がつか

ないために転出される事案があったことなどから、村では平成29年４月に貸付期間を廃止するよう

見直しを行い、一般の村営住宅と同様に期間を定めないこととしたものでありますので、よろしく

お願いいたします。 

 次に、空き家を活用した移住施策では積極的な移住対策として難しいのではないかとお尋ねでご

ざいますが、空き家バンク事業や空き家活用事業などは空き家が特定されるとともに、所有者の意

向により移住者への売買や賃貸が制限されてしまうため、移住を希望される方にとりましては選択

肢としても制限されてしまいます。 

 このようなことから、空き家以外の物件などを希望される方の意向に添うような新たな受け皿を

整備する必要があると考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、イオンモールに絡めた住宅用地のアピールについてでございますが、議員御指摘のとおり

須坂市において、イオンモールなどの大規模な商業関連施設が開発しており、そこに就業し、生活

を据える方が見込まれますことから、村では都市部より安価に求めやすい住宅用地をＰＲすること

により、移住対策につなげてまいりたいと思っております。 

 なお、村では現在、住宅用地を保有しておりませんが、村内には民間事業者が保有している住宅

用地が点在しておりますことから、民間事業者のお力をお借りしながら、都市部より安価に住宅が

取得できることのＰＲを積極的に行ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、単身の方や御夫婦で入居できるアパートの必要性についてでございますが、議員お話しの

とおり、アパートの必要性は大いに感じているところでございます。移住される方が転居の機会に

本村に居住していただくためには、受け皿となるアパートなどの建物や住宅用地の確保が大変重要

でありますことから、これに関わる開発や整備などのノウハウを持っている民間事業者のお力をお

借りしながら、アパートや住宅用地などの整備につきましては前向きに検討してまいりたいと考え

ております。 

 いずれにいたしましても、より多くの皆さんが本村に住んでいただくことが村として大変有益に
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なりますことから、引き続き、民間事業者や関係機関などの御協力をいただきながら移住定住対策

に取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問いたします。 

 １つ目ですけれども、移住したい年齢層、家族構成など、把握をされていると伺いました。どの

ような傾向だったか、お話しできる部分教えていただけたらと思います。 

 また、把握された上で、それはどのように活用していくお考えで把握をされているのか、お答え

をいただきたいと思います。 

 ２つ目ですが、縛りに関して答弁を伺っていて、縛りに対する条件がちょっと厳しかったのでは

ないかなというふうに思います。条件を緩和するということも考えられたのではないかなと思いま

すけれども、この縛りに関して、住んでいる方にとってはなくなって、ずっと住めていいことなの

かなというふうに思いますけれども、村内に少ない賃貸物件でもありますので、一定期間住んでい

ただいている間に生活基盤をつくっていただいた上で、村内の土地を購入していただいて、家を建

てていただくというような方向性にもっていっていただけると、移住定住というところの施策のき

っかけになっていくのではないかなと思いますが、その部分についてはどうお考えでしょうか。 

 ３つ目ですが、空き家以外の物件というのは、どのようなものをお考えなのかということをお伺

いしたいのと、また受け皿の整備、具体的にどのように考えていらっしゃいますでしょうか。 

 それから４つ目ですが、都市部よりも安価というポイントはいいかと思うんですけれども、今、

生活している基盤から少しずらして高山村に住めばいいということを近隣市町村に住んでいる方に

アピールするのもいいのではないかなと思うのですが、その点はどうお考えでしょうか。ご答弁お

願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜定住支援室長。 

○定住支援室長（建設水道課長）（山嵜賢一） 

 ただいま再質問いただきましたことにつきまして、回答したいと思います。 

 まず最初の、こちらで把握した年齢層、家族構成の関係でございますが、一応、大ざっぱにはま

とめてございます。 令和３年度から累計で45件の相談をいただいた経過をまとめさせていただく

中で、単身の方が14名、夫婦の方が５名、夫婦、子ども、家族という構成の方が10組、不明が14件

ということでまとめさせていただいております。 

 また、その中で、こちらで空き家バンクで事業を実施しております賃貸、売買の希望があるメニ

ューがございますが、その中で賃貸を希望された方が５名、購入を希望された方が９名です。あと
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不明が31名ということで、一応まとめさせていただいております。 

 それと、所在された方ですね。所在地の方が、県外の方が32名、県内の方が13名ということで、

まとめさせていただいております。 

 こちらで記録しました家族構成とか年齢層につきましては、ちょっと今後の活用につきましては

一応、まだ今のところ構想はないんですが、これから民間事業者の方に御協力いただく場合、御意

見等をお伺いしましてＰＲの際に活用可能であれば、これらのデータを提出できる範囲で提出して

いきたいなというふうに考えております。 

 続きまして、入居期間を設けた根拠でございますが、この貸付期間の根拠につきましては入居し

てから５年以内に村内に住宅建設を計画し、住宅建設後にそこに定住してもらうというもので縛り

を設けた制度でございます。今までの経過の中で、その５年間で村内に住宅建設を計画できなかっ

た方がいらっしゃったもので、こちらの空き家バンクとか村営住宅の目的、趣旨がございまして、

こちら住んで、賃貸物件で住んでいただく中で定住していただくというものを目的にございますの

で、ちょっとこの５年間というものがちょっと縛りに、その方にとっては縛っていたのかなという

ことがありましたもので、ここで廃止をさせていただいております。 

 続いて、空き家の代わりになるものについてでございますが、こちらは今のところ構想はござい

ませんが、先ほどの答弁のとおり、民間の事業者などの御協力をいただきながら、いろんな角度か

ら御意見等をお聞きし、より具体的な取組方法などアドバイスをいただき、方向性を見いだしてい

きたいというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今、課長答弁申し上げたとおりで、まあいいかと思います。ちょっと私のほうで補足をさせてい

ただきます。 

 やはり、今人口減少というのは、自治体間競争になってきていると、いわゆるパイはもう変わら

ないんでね。そんな中でどんな取組をして、人口に歯止めをかけていくかということでありまして、

そんな中で先ほどの縛りの条件については、やはり若い皆さんに当然来ていただきたいという中で、

いわゆる若者住宅という名前の下に、賃貸料も一般の村営住宅に比べて若干安く設定してあるんで

すね。そんな意味もあって５年という期間、何とか５年の間に物件といいますか、土地を見つけて

建物を建てていただきたいと、そういう思いもあって５年という設定をしたんですが、あるところ

まではやはりそういう実績というか、また５年以内に家を建てたという実績が相応にあったもので

すからいいのかなというふうに思っていたんですけれども、やはり中にはそういった、やっぱりち

ょっと５年は厳しいなという方もおられたので、急遽その制度の見直しをして一般と同じような形

にしたという経緯がございます。 
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 それから、やはりこれ、人口減少を何とかしたいという思いで私もおるんですけれども、やはり

受け皿という部分で、今空き家を中心に考えているんですけれども、やはりいろんな形で受け皿と

いうのは考えていかなければいけないだろうなと。ただ、それが全て行政がやるかといったら、な

かなかこれ行政も限界がありますので、やはり民間事業者のお力もお借りしながら、先ほどあった

アパートとかそういう話も、当然視野に入れていかなければいけないだろうなというふうに思って

いますので、とにかくできることをしっかりとスピード感を持って私はやっていきたいというふう

に思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 村長からのどんな取組をしてというところ、やっぱり大切かと思います。その上で、再々質問お

願いします。 

 先ほどの年齢層、家族構成聞いていただいて教えていただいたところですけれども、これ今後ど

うするかまだ決まっていないというようなお話でしたが、この質問自体はもうこれでいいんですけ

れども、これを聞くときに不明の方も多いのがちょっと気になったんですけれども、「どういうふ

うにしたらこういう移住しやすいですか」みたいな質問ということはできないでしょうかね。 

 実際、移住したいと考えている人がどういうことを考えているのかということを、実際で把握し

ていくということは大事かなというふうに思うので、質問項目増やせないかなということで、先ほ

ど５年間の縛りを取ったというお話でした。縛りを取ったことによって、村内の定住に結びついた

ということはありますでしょうか。 

 ２点、あとすみません、近隣市町村へのＰＲについてちょっとお答えいただいていないので、そ

の辺もお答えいただけたらと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜定住支援室長。 

○定住支援室長（建設水道課長）（山嵜賢一） 

 ただいまの再々質問につきましてお答えしたいと思います。 

 質問事項の質問項目、増やすということでございますが、こちらの要綱がございまして、そこで

当初要綱においてもうひな形が決まっておるところで、今までいろいろお話を伺ったところの項目

について、お答えいただいた部分については記録していたというような過程がございます。 

 議員の申しいただいたことにつきまして、大変、これから定住移住者の方にどのような定住移住

の気持ちがあるかというものを、ちょっと不足していたかなということを思いますもので、ちょっ

とその記録カードの様式を変えさせていただくような方向でちょっと検討したいかとは思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 
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 えっとすみません、２点目の質問は……縛りなくしたことについて定住につながったかどうかと

いうことでございますね…………ちょっとすみません、こちらのほう資料が手元にないもので、ち

ょっとお答えはできないんですが、また後ほどお答えさせていただくということでよろしいですか

ね。はい、すみません。 

 ３番目のＰＲの関係でございますね。こちらで記録カードで残して、いろいろまとめさせていた

だいたものにつきまして、ちょっとまだ今のところどのようにＰＲしていくかというところを構想

はまだ持っていないところなんですが、民間事業者の方、空き家バンク事業でいろいろ仲介事業や

っているところでいろいろお付き合いございますので、その場で、機会におきましてこのＰＲのや

り方とか、いろんな可能性があるかと思うんですが、その辺についていろいろアドバイスをいただ

いて、どのようにＰＲしていくかというものをちょっと見いだしていきたいかなというように考え

ております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 私も移住して思いましたけれども、やはり単身より結婚したり子どもが増えたり生まれたり、ど

んどん移住のハードルが上がりますよね。そこに何をアピールしていくか、動きやすさをつくって

いくことが大事かなと思います。 

 実際の意見、来ていただく方、先ほど項目増やして、検討していただけるようなお答えもいただ

きましたけれども、実際の意見を反映しながら、村長からもアパートに関して民間事業者の力を借

りながら前向きに検討していただけるという部分には感謝を申し上げますけれども、高山村として

移住してほしいというのは当然ですけれども、移住する人が移住しやすいというのはどういうこと

なのか、また、今現在村に住んでいる人が移住してきた方と新しい関係をうまくつくっていくため

に何をする必要があるのか、今の現状と先を見据えて移住定住促進を進めていただけるよう要望し

て、この質問を終わります。 

 ２つ目の質問に移ります。 

 有機農業の推進をということでお尋ねします。 

 本村は、人と自然のやさしい環境保全農業にいち早く取り組んできた全国有数の先進地であり、

現在ももちろん有機肥料を使った生産者もおられるところでありますが、消費者ニーズの多様化と

ともに国でもみどりの食料システム戦略による有機農業の推進がうたわれており、今後さらに有機

農業の重要性が高まっていくことが想定されます。 

 令和６年８月30日までにみどりの食料システム戦略を踏まえ、有機農業の生産から消費まで一貫

し、農業者のみならず事業者や地域内外の住民を巻き込んだ地域ぐるみの取組を進める市町村、オ

ーガニックビレッジとして取り組んでおり、北信の飯綱町を始め、長野県内は６つの市や町が取組
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を始めています。 

 農業者のみならず地域の住民を巻き込んだ地域ぐるみの取組として、有機農業産地づくりを推進

する必要があると考え、村の農業施策について伺います。 

 １つ目に、本村における有機農業の現状についてお聞かせください。 

 ２つ目に、先ほども申し上げましたように、ここ数年有機農業を盛んに推進し、オーガニックビ

レッジ宣言を行う市町村が増えてきております。この状況についてどう捉えていらっしゃいますで

しょうか。 

 ３つ目に、重複になりますけれども、消費者ニーズの多様化により、今後さらに有機農業の重要

性が高まっていくことが想定されておりますし、国でもみどりの食料戦略としての有機農業を推進

しているところです。本村においても、ぜひ推進するべきと考えますがいかがでしょうか。 

 答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 有機農業の推進についてお答えいたします。 

 平成18年に制定された有機農業の推進に関する法律において、有機農業は「化学的に合成された

肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組換え技術を利用しないことを基本として、農業生産

に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用いて行われる農業」と定義をさ

れております。 

 このため、有機農業を実践することで水田における生物多様性の保全や、温室効果ガスの削減に

よる地球温暖化防止などに寄与するとの研究・調査結果が公表されており、国内では主に牧草地や

普通畑、水田での取組が多く、面積の推移を見ますと令和４年は約３万haで、10年前の平成24年と

比較して約１万ha増え、48％も増加をしております。 

 そこで、まず初めに、本村での現状についてのお尋ねでありますが、現時点において村内で有機

農業をされている方がいるらしいということはお聞きしておりますが、実態調査などを行っていな

いことから取組状況は把握できておりませんので、よろしくお願いいたします。 

 次に、オーガニックビレッジ宣言を行う市町村をどう捉えているかとのお尋ねでありますが、農

林水産省によりますと令和６年８月30日時点において、有機農業の面積拡大に向けて、地域ぐるみ

で生産から消費まで一貫した取組を進めるオーガニックビレッジを実施している自治体は、全国で

129市町村、長野県内では６市町が取り組んでおります。 

 これらの取組事例を見ますと、水稲や野菜、飼料作物での取組が多く見受けられますことから、

自治体ごとの営農形態によって制度の活用や効果には大きな差が生じているものと認識をしており

ますので、よろしくお願いいたします。 
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 次に、有機農業を村でも推進するべきとのご提言でありますが、本村の基幹産業である農業はり

んごやぶどう、ワインぶどうなどの果樹栽培が中心であり、その生育・栽培過程において化学的に

合成された肥料や病害虫防除のための農薬の使用は大変効果が高く、消費者の皆様が求める品質の

高い農産物の生産に欠かせない技術となっております。このため、現段階においてりんごやぶどう

などの果樹栽培の分野では、有機農業による技術、生産体系が確立されていない状況でもございま

す。 

 こういったことから、有機農業が地球や地域にもたらす有益な効果等は十分認識しておりますも

のの、果樹栽培を中心とした本村の営農状況下において、地域ぐるみで有機農業を推進することは

実質困難であると考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問いたします。 

 ２つ目の質問についてですけれども、それぞれの市町村においてその土地に合わせて様々な取組

があるということ、もちろん活用について効果の差ももちろんあるかと思います。それらの事例を

参考にして、３つ目の質問にもかかってきますけれども、高山村で何ができるかということを考え

たり、１つ目の質問の中で有機農業されている方、いるらしいというお話もありました。そういう

方たちとどのようなことができるかということを、今後、高山村もオーガニックビレッジ宣言をで

きるように取り組んでいくということ、消費者ニーズの点でも、向かっていくということが必要か

なと思いますが、それについていかがでしょうか。 

 また、３つ目の質問ですけれども、困難だというお答えいただきました。ただ、りんご栽培を主

にされている飯綱町、オーガニックビレッジ宣言されました。取組について伺ったところ、堆肥の

作り方から圃場整備、管理等、また出来た作物の学校給食へ入れていく仕組みづくりなど、ぐるっ

と循環する仕組みづくりといろんな人が関わるような仕組みづくりをされていて、それを取組の指

標としてオーガニックビレッジ宣言をされております。 

 もちろん難しい部分あるかなと思いますし、一足飛びにオーガニックビレッジ宣言をしようとい

うことではありませんが、向かっていく中に、その子どもの学校給食のところも含めながら、有機

野菜を子どもたちに食べさせたいというような思いをもって取り組んでいってはどうかなと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 再質問にお答えをいたします。 
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 有機農業の関係、私、先ほどの答弁でも申し上げましたとおり、その効果については十分認識を

しておりますし、令和６年９月に農林水産省がまとめました有機農業をめぐる事情という、ホーム

ページに載っております資料を見ますと、やはり消費者からは非常に高いニーズがあります。そし

てまた、生産者もそのニーズに応えるために、しっかり取り組んでいるというような傾向も見て取

れますので、大変有効な施策であろうかとは思っております。 

 ただ、その調査の結果の中、幾つか見てまいりますと、令和３年度の調査の結果ですけれども、

有機農業なかなか、取り組んだんだけれども拡大ができない理由は何ですかという回答の中で、や

はり人手が足りない、栽培管理に手間がかかるというような事情があります。また、周囲の農業者

の理解が得られないというようなところもありまして、やはり有機農業を取り組むことによって、

例えば病害虫の発生ですとか、なかなか近隣に理解を得られない事情も出るのかなということもあ

りますし、また逆を考えますと、りんごやぶどうなどの栽培をされている方の農地の周りで有機農

業を取り組む方がいらっしゃったときに、農薬の飛散等が正直、防止できない部分もあろうかと思

います。 

 やはり、地域としてなかなかやっていくことは、正直現状では難しいのかなというところは変わ

りませんけれども、取組自体に関しては非常に有効だと思っておりますので、例えば有機農業を取

り組みたいという方がいれば、村として何かできることはないかはしっかりと考えていきたいなと

いうふうに思っておりますし、あと飯綱町も私、宣言をしておることは承知をしております。本村

よりもりんごの生産地ですので、どういう考えなのかなというのは、私もちょっとお聞きをした部

分はありますけれども、やはり取組、宣言をすることよりもその実際に何ができるかというところ

のほうが重要かと思っておりますので、やはり現状ではなかなか有機農業、村が宣言をして地域ぐ

るみで取り組むというところは難しい面があろうかなと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再々質問お願いします。 

 有効な施策であるというふうに認識していただいていることはよかったかなと思います。飯綱町

さんの施策、最初、取組のところを聞きに行ったんですけれども、堆肥の部分からしっかり作って

いくことで、病害虫の発生を抑える仕組みづくりを、そこを考えて進めていくというようなところ

をやっていらっしゃいました。 

 人手に関しても、町内で農業をやっている方、興味ある方を集めて、いろんな勉強会を行いなが

ら何ができるかというところと、その堆肥を分配していく仕組みづくりもされていました。 

 先ほど、何ができるのかが重要とおっしゃられましたけれども、確かに宣言することではなくて、



－75－ 

何をするのかということが大事かと思います。そのオーガニックビレッジ宣言をするために計画書

を作って、その自治体で何をするかということを決めるということがやっぱり大事なんだと思いま

す。 

 松川町ですとか飯綱町もそうですけれども、有機給食を入れていきたい、子どもたちに安心・安

全な野菜を食べさせたいというところから発生して、そこに行き着いているという事例があります

けれども、そこの部分も含めて仕組みをつくっていくというところに、できないではなくて少しど

んなことができるかという、まあ勉強会ではないですけれども、そんな取組をしていくというよう

なお考えはいかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 再々質問にお答えをいたします。 

 できない、できないということではなくてというお話だと思います。それで、りんご１つを取っ

て申し上げますと、本村は大分以前からＪＡのりんご部会と協力する中で、コンフューザー等の使

用による減農薬栽培を進めております。そういった部分ではこの環境保全型農業、まあちょっと有

機農業とはもう少し広い範囲になりますけれども、先進的に取組を進めてきた経過があります。 

 現状、その取組はずっと継続をしておるわけでありますけれども、より一歩進んだ有機というの

が一般的になってきたというところもあります。現状、私先ほど申し上げましたとおり、なかなか

地域を挙げて取り組むというのは難しいんだろうなというのが実感でありますけれども、何か取り

組めることがないのかどうか、少し研究をさせていただければと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 繰り返しになりますけれども、みどりの食料システム戦略ということで、有機農業の生産から消

費まで一貫して取り組むという部分、学校給食まで入れるというところとか、ただ農業者だけじゃ

なくて地域の方も巻き込んだ地域ぐるみの取組という部分とか、高山村にとって今後のいい農業施

策になるんではないかなと思いますので、そこら辺も捉えながら研究していただけたらと思います。

これで２つ目の質問を終わります。 

 ３つ目の質問に移ります。 

 子育て教育環境の更なる改善とはということでお尋ねします。 

 こちらも昨日の一般質問でも、村長当選の際のメディア取材でもお答えになっておりました。今

後の村政に取り組むべき課題の一つとして、子育て教育環境の更なる改善による若い世代の人口維
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持と増を図りたいと話されていらっしゃいました。 

 昨日の答弁では、特に子育て世代の負担軽減策の充実を主にお考えなのかなと思いますけれども、

改めて具体的な方策について伺います。 

 １つ目に、現在の高山村の子育て教育環境について、いろんな施策もしていただいているかなと

感じているところではありますが、一番改善が必要と感じているのはどの部分だとお考えでしょう

か。 

 ２つ目に、子育て教育環境の改善については現在の当事者、また今後当事者となっていく若い世

代からの、いろんな世代からの声が重要かと思います。そういった声をどう集め、改善に反映させ

ていくお考えでしょうか。 

 ３つ目に、移住者に対する助成施策や子育て世代の負担軽減施策の拡充も一定必要とは思ってお

ります。ただ、今現在村に住んでいる乳幼児から高校生までもそうですし、また子どもが何歳で移

住してきても安全に子育てができて、子どもたちが自由に遊べて、安心して教育が受けられる環境

が維持されているということが最も必要かと考えます。 

 金銭的な支援以外に考えられている施策についてお聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 子育て教育環境の更なる改善についてお答えをいたします。 

 先に行われました村長選挙の立候補に当たり、私の公約の一つに議員お話のとおり「子育て教育

環境の更なる改善による、若い世代の人口維持と増」を掲げております。これまで村では、入学祝

い金制度や学校給食費の無償化など、独自色を生かした様々な施策等により、保護者の経済的な負

担軽減を図るとともに若い皆さんが本村で生活しやすい環境づくりに取り組んでまいりました。 

 しかしながら、結果として人口減少に歯止めがかからず、人口戦略会議による消滅可能性がある

自治体に本村も含まれたことに、より一層強く懸念を持ったところでございます。 

 そのようなことから、人口減少に歯止めをかけたい、そんな思いから更なる子育て教育環境の改

善が必要であると考えたところでございます。 

 そこでまず初めに、本村の子育て環境で一番改善が必要と感じていることについてでありますが、

近年社会変化は著しく、また価値観も多様化してきております。さらに、子どもたちが迎えるこれ

からの時代は予測困難とも言われており、私たちが早急に取り組んでいかなければならない課題が

山積をしております。 

 中でも不登校の問題は本村のみならず、全国的な共通課題でありますが、本村におきましては不

登校の課題に対して様々な対策を講じているものの、なかなか結果として表れないことから、さら

にどのような教育環境の改善が必要なのかを考える必要性を感じているところであります。 
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 一方、進化を続ける情報化社会の中で、ＩＣＴ教育環境は大きく変容し、本年度は保育園や小中

学校において職員の業務を支援するシステムを導入いたしましたが、この分野におきましても教育

環境の改善を進めていく必要があるものと考えております。 

 さらに、保育園や子育て支援センターの職員、保健師、栄養士などが連携し、育児に係る相談等

の支援体制を充実し、子どもを安心して産み育てることのできる環境を整備することによって、子

どもたちの健やかな成長を支援してまいりたいと考えております。 

 また、本年度から学校給食費を無償化いたしましたが、昨今の米価を始めとする食材の高騰が続

いており、給食の質を落とすことのないよう配慮しているところでございます。一方、教育施設に

おきましては老朽化が進んでおり、教育環境が損なわれないよう取り組んでいく必要性を感じてお

ります。 

 このように、教育環境の改善は多岐にわたっており、どれも重要な施策であると思っております

ことから、私の理念であります「できることから着実に」スピード感を持って、様々な課題に取り

組んでまいりたいと考えております。 

 次に、子育て当事者などの若い世代の声を大切にすることについてでありますが、このことにつ

きましても私の公約の中で、現在子育てをされている皆さんや子どもの支援に当たっている職員も

含め、より多くの皆さんの声をお聞きし、村政運営に反映していくことが大変重要であると考えて

おります。 

 現在、保育園や小中学校で行われているアンケートや各種アンケート調査結果などから見えてく

る課題を学校や教育委員会からもお聞きしたり、毎年５会場で行っている「ブロック行政懇談会」

を始め、「きらめきポスト」や「気軽に村長室」などを通して村民の皆さんの率直な御意見等をお

聞かせいただく中で、さらなる教育環境の改善に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、助成金などの支援以外に考えている施策についてでありますが、急速に進む少子化につき

ましては様々な課題が顕在化し、これらは喫緊の課題として国でもその対応や対策が議論されてお

り、本村におきましても様々な子育てに関する負担軽減策を講じてきているところであります。 

 そこで、負担軽減策以外に考えている施策といたしましては、例えば子どもの遊び場や子育ての

相談、保護者同士の交流の場として、子育て支援センターによる読み聞かせや育児イベントの継続、

また、本年10月からは、「だれでも保育制度」を創設し、さらなる子育て環境の改善や支援センタ

ーを利用される若い世代の皆さんの声をお聞きしながら、今後の村政運営に反映させていければと

考えるところであります。 

 また、子どもたちが安全・安心な生活が送れるよう、各種団体の皆さんの御協力をいただきなが

ら、交通安全等の見守り活動や危険箇所の点検などを継続するとともに、有事の際は速やかにその

対応に当たってまいりたいと考えております。 

 このように子育てや教育の課題は、保護者を始め全ての皆さんがそれぞれのお立場から子どもた
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ちに向き合っていただくことが大切であり、多くの皆さんが子どもたちについて考え、共に協力し

ながら支援をしていただくことが重要であると思っております。 

 そのようなことから、子育てをされている皆さんの声をしっかりとお聞きしながら、教育委員会

や関係団体などと連携を図り、さらなる子育てしやすい村、笑顔あふれる村づくりのために、なお

一層教育環境の充実に努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問お願いします。 

 様々な施策を行っていただいている中で、歯止めがかからないという部分の御指摘ありました。

何が必要なのかというところを把握する必要があるのかなというふうに思います。 

 ただ、１つ目の質問に関して、不登校の問題ですとかＩＣＴ教育の支援ですとか、育児相談など

について、何か１つではなく、様々な部分について目を向けていただいていることにはとても感謝

を申し上げます。 

 私は現在も子育て真っただ中ですけれども、子育ての問題ってとても難しくて、子どもが成長し

ていくことで課題が課題じゃなくなっていくということがあります。それは課題が解決したわけで

はなくて、ただ子どもの成長によって課題ではなくなったというだけのことで、課題としては残っ

ているんです。 

 また新たなその世代の人が出てきて、課題だというふうに思う方が出てきて、課題として残って

しまうということが繰り返されていくわけですね。議員になる前から、子どもたち同士も親同士も

お顔が分かる、分かり合えるような規模の自治体の中で、もっと子育て環境がよくなることがどん

どんできるのではないかなというふう考えておりました。ですが、議員になってみて、子育て世代

の声がダイレクトに伝わらなくて困っているという声も多く聞くようになっております。アンケー

トも大事ですけれども、どうしてもアンケートは一方通行ですので、なかなかそう思っている人が

いるということが結果としては出してはもらうものの、それぞれが一方通行でそれを話し合う機会

というか、子育て世代もそういう意見があるんだということを知る機会がなかなか取れません。 

 今、この学年、今自分の子どもの学年では課題と思っているけれども、その先でまた課題が残さ

れていくところを想像できないまま、どんどん先の課題と闘っていくような子育って、という形な

ので、何か、広く何が必要かということ、何が困っているかをみんなで話したりとか、いろんな世

代の問題をいろんな世代で知るという機会をつくっていただけないかなというふうに思います。 

 その辺、どのようにお考えいただけますでしょうか。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 
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○村 長（藤沢敏和） 

 この子育て教育というのは、まさに今、子育てをされている議員さんの生の声だろうというふう

に思っております。 

 そんな中で、やはりこの時代の変化とともに子育て環境も変わってきているというような中での

子育て、教育ということで、本当に切実とお話しされていること、理解したところでございます。 

 そんな中でやはり、何でもそうですけれども、問題というのは全て現場で起きているわけであり

ますので、やはりいかに現場の声を聞くかということだろうと思っております。そんな中で私もこ

の公約の中に掲げておりますように、やはり村民の皆さんの声をしっかりと聞く中で、様々な行政

運営をしていきたいというふうに考えております。 

 そのようなことから、やはり私が現場に行く、あるいはまた皆さんから来ていただく、どんな形

でもいいんですけれども、やはりその生の声を聞くということが今後の子育て支援につながってい

くのかなというふうに思っておりますし、やはり何といいますか、今の小さいお子さんから高校生

に至るまで、それぞれ成長過程が異なりますので、その対応というのもやはり難しい面も出てくる

んだろうなと思っておりますので、やはり将来ある子どもたちのために村が何ができるのかという

ことをしっかりと課題等も整理する中で、やはりしっかりと私もそういった生の声を聞いて、村政

運営に反映してまいりたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 生の声を聞く機会をつくっていただけるということ、とても心強く感じます。 

 昨日の沖島議員が話されていた奨学金に関しても前向きな答弁をいただきましたし、子育て環境

が改善して子どもを育てやすい村になることを強く期待をしたいと思います。 

 金銭面の支援だけじゃなくて、仕組みづくりが必要かなというふうにやっぱり思います。例えば

ですけれども、おむつの支援事業、今やっていただいているところですが、事業自体とてもよくて

好評で助かっているという声をたくさん聞いております。ただ、その運用についてやっぱり見直し

をしてもらえないかなという声も聞いておりますので、そういうところの事業、１回やってそれで

終わりではなくて、人が変わっていったりとか、どうしても難しい部分で、人がいっぱいいる以上

声がいっぱいある。これはできてこれはできないということももちろんあると思うんですけれども、

聞いていただける、聞く場所があるということが大事かと思います。それが残っていってしまって

いることが今の教育環境がよくならないんだよねというふうなことになってくると思うので、その

辺等、やっぱり高校生に関しても通学問題どうしても残ってきています。 

 部活の地域移行も今進めていただいていますけれども、国のガイドラインそのままということで

は、高山村では難しいのではないかなというふうに考えます。もちろん、施策を作るのは行政です
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ので、なかなか単純な話ではないかと思いますが、当事者の話をよく聞いていただいて、また金銭

面で単純に子育て世代に行う、言い方は悪いですけれども、ばらまきを行えば子育て施策よしとい

うことではないと思いますので、子どもに関わる全ての皆さんの環境の改善も含めてお願いしたい

と思います。 

 それが結果として、子どもたちが健やかに育つ高山村をつくると思いますので、保護者の、最初

にお答えもお話もいただきましたけれども、保護者の困り事の把握、改善はもとより、保育士さん

だとか支援員さんだとか、今たくさん支援員さんも保育士さんも入っていただいていますけれども、

こちらの職場の環境改善とか、また高山村の子どもたちにとって何が必要なのか、何があったら子

どもたちは、この村よかったなと思ってもらえるのか、いろんな立ち位置から考えていただきたい

ことを要望して、私の質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 本当に、繰り返しになるかもしれませんけれども、この子育てというのは重要な、私は政策だと

思っております。そんな中で、先ほど一例挙げておむつという話もございました。やはり、一度決

めたらそれでいいということでは全く、私もないと思っておりまして、今見直しをするように指示

を既にしております。やはり、私の申しておりましたやはり変えてはいけないもの、また変えなく

てはいけないもの、やはりそこの辺をしっかりと見極める中で、今後しっかりと子育て支援、若い

皆さんを支援してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、髙井央葉議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。ただいまから議場内の換気のため、15分間休憩します。会議は午前11

時10分に再開します。 

午前10時56分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時10分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────１番 久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 通告に従い、質問を行います。 

 地域間交流について。 

 太平洋に面した神奈川県の二宮町との交流は、山と海に住むそれぞれの住民にとってとてもよい
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組合せで、すばらしいことだと思います。長く続いてきましたが、そのことについてお聞きしたい

と思います。 

 質問１、二宮町との交流が始まった経緯はどうだったのでしょうか。そのきっかけとか、いつか

ら続いているのかということです。 

 ２番目、新型コロナウイルス感染症の流行によって二宮町との交流は中断を余儀なくされてしま

ったかと思いますが、今の現状はどうなっているのでしょうか。 

 ３番目、今年の８月に二宮町で大雨が降り、町の中心を流れる河川が氾濫して、近くの住宅や道

路が冠水する被害が出たというマスコミの報道がありました。人的な被害、けが人などはなかった

ようですけれども、複数の住宅が床上浸水して、復旧作業にボランティアもたくさん駆けつけたよ

うですが、この高山村は何か対応をされたのでしょうか。お尋ねします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 地域間交流についてお答えいたします。 

 本村では平成13年度から神奈川県二宮町との地域間交流事業を開始し、令和２年度に新型コロナ

ウイルス感染症の感染が拡大したことにより、やむを得ず事業を中止するまでの19年間、毎年交流

事業を実施してまいりました。 

 そこで、二宮町との交流が始まった経緯についてのお尋ねでありますが、本村では平成10年に

「姉妹都市研究委員会」を設置し、近隣県の自治体を中心に視察を行うなどして、姉妹都市の候補

となる自治体の選定を行いましたが、視察した全ての自治体が既にほかの自治体と交流を行ってい

たことから、改めて海に隣接する神奈川県や静岡県、愛知県の町村会を通じて本村と交流を希望す

る自治体を募集したところ、二宮町が希望されました。 

 このため、平成12年度に委員会の皆さんによって現地視察を経た後、平成13年６月に高山小学校

の児童や保護者を対象とした地引網体験を行い、地域間交流事業がスタートいたしました。これま

で村からは、地引網体験学習に二宮町へ訪れた方が約1,600人で、反対に二宮町から本村に訪れ、

笠岳登山等をされた方は約1,100人に上り、両町村の住民が相互に訪問して交流を深めてまいりま

した。 

 次に、二宮町との交流の現状についてのお尋ねでありますが、令和２年度に新型コロナウイルス

感染症の感染が拡大したことにより事業の中止を余儀なくされたため、地域間交流事業の再開を両

町村で検討してまいりましたが、社会情勢の変化や住民ニーズの変化などにより、交流事業参加者

が減少してきたことや受入体制の問題などもあり、事業継続が大変難しい状況となりましたことか

ら、二宮町と村及び協議会も含めて協議した結果、当分の間、地域間交流事業を休止することとい

たしました。 
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 次に、８月の二宮町での豪雨災害における本村の対応についてのお尋ねでありますが、本年８月

29日から30日にかけて台風第10号により発生した豪雨災害により、二宮町では町内を流れる葛川が

各所で氾濫し、床上浸水が41件、床下浸水は17件発生するなど大変大きな被害となり、この災害に

より被災されました皆様には心より御見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興を願うもので

あります。 

 そのような中で、二宮町の豪雨災害への本村の対応につきましては、特段、二宮町との災害応援

協定を締結していないことや、二宮町からの要請はございませんでしたので、職員を派遣する等の

対応は行っておりませんので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ありがとうございます。 

 本村の長年の努力によって二宮町との交流が続いてきたこと、よく理解できました。いろいろコ

ロナ等ありましたけれども、これからも誠実なお付き合いを行い、交流が末永く続いてもらうとい

いのではないかなというふうに私は考えます。よろしくお願いします。 

 続きまして２番目、質問事項、採石場の跡地利用についてです。 

 駒場区にある雁田山の採石場の将来の跡地の活用について。 

 11月８日にこの高山村の議員視察で、雁田山の視察を行いました。当日は天気もよく、広い善光

寺平が一望でき、高い山の村のはずの高山村を眼下に見下ろすことができて、我々は感動のひとと

きを過ごすことができました。 

 はげ山だった雁田山も緑化のために非常に努力され、植林事業を行って緑が大きく育っていたこ

とに感銘を受けました。温暖化による夏の高温、干ばつなどの水不足にも耐えて、立派に育ってき

たことは関係者の皆さんの努力の賜物だというふうに思いました。雁田山のすばらしいところは、

善光寺平にある長野市などを一望できる要の場所であって、しかも頂上まで車で簡単に行けてしま

うというアクセスが便利というところにあります。 

 そこで質問ですが、雁田山の採石場は眺望がすばらしく、長野市の恐竜公園を上回る景観上の価

値があるのではないかと思いますが、将来の跡地の活用について村として何か考えておられること

があるのでしょうか。もちろん村の所有地ではないことと思いますし、地主さんたちもたくさんお

られることと思いますので、簡単に村の考えで何とかなると、そういう状況ではないとは思います

が。 

 次、２番目。跡地の利用は展望公園とかスポーツ公園とか、あるいは今はやりのドローン撮影の

練習場とか、いろいろ夢は大きく広がると思います。アイデアを村内だけでなく、広く全国に募集

することだってできるかもしれませんし、そういうことを通じて高山村の宣伝にもつながり、面白
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いのではないでしょうか。答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 雁田山採石場の跡地利用についてお答えいたします。 

 雁田山における採石事業につきましては、昭和40年代から民間事業者２社により事業が開始され、

山頂から階段のように採掘する方法により作業が進められ、採掘が終了したところから順次、広葉

樹などの植樹により緑化が行われております。 

 そのような中で、本年11月８日に実施されました村議会雁田山採石調査特別委員会の現地調査に

おいて、採石事業者から植樹の状況は順調に生育していると報告があり、あわせて事業継続期間に

ついては、今後の採石需要の状況にもより50年ほど継続が見込まれるとのお話がございました。 

 そこで、雁田山採石場の跡地利用についてのお尋ねでありますが、議員御承知のとおり、事業地

の多くは民有地であることから、現時点において村が50年後の採石場の跡地の利用について検討す

ることは、大変難しいものと考えております。 

 次に、採石場跡地利用に関してアイデアを募集することについてでありますが、現在村では採石

場の跡地利用について考えていないことから、村民の皆様から採石場の跡地利用に関してアイデア

を募集することは、大変難しいものと考えております。 

 したがいまして、現時点において村が対応すべきことといたしましては、採石事業者が安全に事

業を進めていただく中で、村民の皆様の生活環境などに支障を及ぼさないよう注意を払っていただ

くとともに、引き続き定期的に打合せを行い、事業の進捗状況等の把握に努めてまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ただいま跡地利用については、現段階では考えていないという御答弁をいただきました。私も跡

地利用ということで質問項目を立てさせていただきましたが、跡地利用という考えでは、何ていう

んですか、後ろ向きといいますか、消極的ということがあると思うんです。でもこの間視察して現

地で見た感動から考えると、これは本当に高山村にもう一つ自慢の観光の場所といいますかね、目

玉が１つ増やすことができる、そういう絶好の場所ではないかと思うんですよね。だから、跡地利

用ということじゃなくて、もう一つ自慢の場所をつくってやるんだ、それにはどうすればいいかと

いうような、積極的な考えで跡地のことを考えていただきたいと思うんです。 

 採石場というのは日々削られて低くなって、普通の山に戻っていってしまいます。だから何十年

か後に考えたのではとても間に合わないというか、手遅れになってしまうと思うんです。やっぱり
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善光寺平が非常に一目で見渡せる、そして高山村も眼下に見下ろせてこの高山村は、善光寺平のす

ばらしい場所にあるということが一目で分かる、そういういい場所です。 

 具体的に何ができるかということは決まらなくても、取りあえずは将来の跡地を何とか確保する

という、そしてそこへ至るアクセス道路も確保すると、最低限、そういうことを考えていただけれ

ばと思います。そして、用地もただそのままにしておくわけにはいかないので、取りあえずは木で

も植えて公園にするとか、何か、そういう考え方もあると思うんですが、どんなもんでしょうか。

よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ありがとうございます。再質問についてお答えいたします。 

 高山村におきましては、この自然景観、また環境のいい土地柄でございまして、そういう観点で

本当に景観形成というものがすごく大事な視点かなというふうに思っております。 

 そこで、今、議員御提案の将来を見据えて何かできることがないのかということでございますが、

村におきましては総合計画を最重要の計画とさせていただいておりまして、その中で自然景観、景

観対策、生活環境、そういう分野の中での話合いを経て、また何かできるのかというところの計画

策定につながっていくのかなというふうに思っております。 

 しかしながら、先ほど申し上げましたように、当該場所が、事業地の多くが民有地でありますこ

とから、村が何かこう物事を決めるという、そういうことはなかなか、ちょっと違う話になってし

まうかなというふうに思います。やはりそこは村民の皆さん、また地域の皆さんの盛り上がりとか、

そういうものも大変必要なものだというふうに思っておりますので、また何か機会があれば、また

議員一緒にいろいろそんな話もしていただいて、また将来に向けての何かこう対話、または話がで

きれば大変ありがたいかなというふうに思っております。 

 現時点では大変申し訳ございませんが、具体的な取組につきましては大変難しいということで、

御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 再々質問お願いします。 

 駒場地区では雁田山に、何か区の所有地があって、年に１回、区の役員さんたちが視察といいま

すか、その確認に行かれるようで、そのために採石場の業者の方も道路を整備されたり、いろいろ

採石の機械を見ていただいたりするような、そういうことがあるそうなんです。 

 やっぱり私たちが視察に行ったときも、業者の方は受入れのために道路をきちんと、我々のため
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に採石を入れたりして、平らにならしたり、そういう努力をされて受入れをされているようなんで

す。ですから、せっかくそういう機会があるので、一般の村民も駒場地区が視察するその頃に合わ

せて一般の村民も何ていうんですかね、行って見ることができる、そういう機会を作っていただけ

ればありがたいかなと思うんですが、そういうことはどうでしょうか。御答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ありがとうございます。一般の皆さんにもその景色をということでの御質問かと思いますが。 

 私のほうから先ほども申し上げましたように、昭和40年代から民間事業者２社により事業が進め

られている場所であること、また事業地の多くが民有地であることなど、なかなか村で何か特別な

事業といいますか、そういうものを行っていく、そういうことの取組というのは村の一存で何かで

きるということは大変難しいのかなというふうに考えております。 

 議員御提案の一般の方へということでございますが、過去には平成28年ですかね、村政60周年の

イベントの際には民間のその採石事業者の皆様の御協力によって、植樹祭を開催するというような

ことも過去には行われておりました。そういうことも村のほうで、まあ積極的に何かを行うという

ことはなかなか難しいと思いますけれども、いろいろ話合いとか何か機会があれば、お話をさせて

いただきながらということになるのかなというふうに思いますが、ただ、いかんせん、現時点にお

きまして何か特別な事業を行うというのは大変難しいというふうに考えておりますので、御理解賜

りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今、課長申し上げたとおりかと思います。そんな中で、やはり駒場というのは採石場の地元地区

なんですね。しかも地権者がほとんど駒場の方ということで、私が知り得る限りは、たしか事業者

と地元で協定を結ばれて、それでそういう１年に１回どんな状況になっているかというような報告

会じゃないですけれどもね、そんなことをされているんだと思っています。 

 あと今回、議員さんが行かれているのは雁田山採石調査特別委員会ですか、そういうその公の立

場でその今の状況どうなっているかという調査ですね。したがって、なかなかこれ業者も仕事をし

ている関係上、やっぱり安易に視察を受けるということは、仕事がストップしてしまうということ

もありますので、なかなかその辺は簡単には一般車両、一般的な受入れといのは事業者もやってい

ないと私は認識しているんですけれどもね。 

 そんな中で、先ほど何ていいますか、いわゆる今後、まだ50年もかかるという中で、今どうする

こうするという議論をするのは、私は拙速かなというふうに思っておりまして、やはりまだまだこ
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れから、当然、10年、20年というのは本当に目まぐるしく世の中変わっていくわけでありますので、

そこで50年という先の話まで持っていくというのは、非常に難しいなと私は個人的に思っているん

ですけれどもね。 

 そんなことで、とにかく安全に作業をしていただきたいということはもちろんでありますけれど

も、そんなこともお願いしながら村もしっかりとその業者がどういう形で事業を進めておられるか

という部分も見ていきながら、しっかりと対応していきたいというふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ありがとうございました。私の質問はこれで終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、久保田雄吉議員の質問を終わります。 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 通告に従いまして、質問いたします。 

 私からは２問ありますけれども、まず、藤沢村政の重要課題への取組について質問いたします。 

 昨日からの一般質問で、同僚議員から様々な政策について質問され、多くの具体的な答弁をいた

だきました。昨日と重複することが多く誠に恐縮ですが、改めて藤沢村政の重要課題への取組につ

いてお尋ねします。 

 村長選立候補に際しての抱負として新聞社インタビューを引用させていただきますが、今後の村

づくりの基本的な考え方として、今暮らす村民、移住される新たな村民、そして生まれ来る子ども

たち、未来の村民、全ての村民が幸せと充足が実感できる高山村にしたい。持続発展可能な高山村

をチームワークとスピード感をもって築き上げたいと述べられています。 

 また、新聞社が行った有権者アンケートの村の優先的な重要課題は何かの質問では、人口減少対

策、観光振興、高齢者福祉、農業、産業振興、公共交通網の整備などの順で挙げられ、また新村長

に望むことは、強いリーダーシップと決断、国・県や企業との連携、積極的な対話、地域への思い

やりなどが挙げられていました。 

 そこで、村政の重要課題は多くあると思いますが、以下の具体的な施策について藤沢村長のお考

えをお聞きします。 

 まず、人口減少対策、少子化対策についてはどの自治体も優先的な重要課題となっています。即

効性のある施策はなかなか見つからず、総合的に手だてを考えていく方向になろうかと思います。 

 まず、子育て世代への支援の充実や子育て教育環境の整備として、新たな施策を何か考えておら
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れますか。また、若い世代の移住増加策として新たな宅地造成や住宅整備に関しては、どのような

お考えかお聞きします。 

 次に、観光振興として、豊富な温泉資源の積極ＰＲと景色観覧観光の再考とありますが、どのよ

うな取組になるのでしょうか。また、山田牧場については、温泉資源やスキー場資源の維持及び通

年観光に向けた放牧とグリーンシーズン事業などの大きな課題があります。今後の山田牧場の方向

性についての考えをお聞かせください。 

 次に、農業振興については、地の利を生かした高品質、高収益、もうかる農業を図るとしていま

すが、農家の高齢化が進む中で担い手の確保などの支援策や、今課題となっている高山村特産物の

販売拠点についてのお考えをお聞かせください。 

 次に、高齢者福祉については、生活支援の中で通院や買い物などの移動支援をどのようにするか

が課題です。また、これからは高齢者の居宅介護が中心になると思われますが、今後の高山村の訪

問介護サービスについてのお考えをお聞かせください。 

 最後でありますが、国内外の情勢や経済状況が急激で不安定に変化している中であり、不透明な

部分もあると思いますが、藤沢村政任期の中でこれはぜひとも成し遂げたいと、そのような政策が

あれば、今までの御答弁、重複しても結構ですので挙げていただければと思います。 

 大変多岐にわたった質問で申し訳ないんですが、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 村政の重要課題への取組についてお答えをいたします。 

 私はこのたびの村長選挙に当たり、多くの村民の皆様の温かい御支援により初当選させていただ

きましたが、改めてその重責を痛感しているところでございます。 

 そのような中で、私はいつまでも住み続けられる幸せと充足を感じていただける村、そして住ん

でよかったと思ってもらえる村を職員と共に築いていくため、若い世代から働く世代、高齢者世代

へと、人に対する３世代への「たかやま魅力増進施策」を公約に掲げ、村政の重要課題と位置づけ

ております。 

 そこで、まず初めに、子育て支援や移住増加策に対する新たな施策についてのお尋ねであります

が、村ではこれまで人口減少に歯止めをかけるために、企業誘致や村営住宅の整備、さらには結

婚・出産から子育て、教育に至るまで、それぞれのライフステージに応じた子育て支援等を行って

まいりました結果、ゆるやかな減少傾向が続いたものの、歯止めがかかる状態には至りませんでし

た。このため、昨日、湯本議員や山嵜議員にお答えしたとおり、小中学生の入学準備に対する支援

や福祉医療費の完全無償化に向けて、財源確保に向けた調整を含め、新年度予算編成の中で検討し

てまいることとしております。 
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 一方、移住増加策につきましては、高山村に関する観光情報や道路情報を始め、住むための住宅

に関する情報やこども子育てに関する支援策など、最新情報の提供に努めるとともに、議会や村民

の皆さんの御意見等をお聞きしたり、民間事業者のお力をお借りしながら共同住宅などの整備も選

択肢の１つとして、様々な観点から検討してまいりたいと考えております。 

 次に、観光産業の振興についてでありますが、村ではこれまで村固有の自然や文化などを楽しん

でいただき、村内での消費拡大や宿泊率向上などを図るため様々な施策を講じており、春の桜まつ

りや秋の紅葉トレッキングなど各種イベントの開催支援とともに、広域連携情報発信事業や創業支

援事業補助金などにより、村の魅力発信やその創出に努めており、これらにつきましては引き続き

支援を行って、観光振興と誘客の強化に取り組んでまいりたいと考えております。 

 一方、山田牧場の振興につきましては、放牧事業に対する支援や奥山田温泉の温泉管理を始め、

冬季シャトルバス運行への補助や、冬期間の誘客のために民間事業者が行うイベント開催への助成

など、雄大な牧場の景観とその営みを後世に引き継ぐため、地域や事業者の皆さんと一体となって

取り組んできたところでございます。 

 なお、現在山田牧場では、主に春から秋にかけて山田牧場組合が放牧事業を行い、冬期間は民間

事業者が索道事業を経営しております。 

 そこで、議員お尋ねの通年観光やグリーンシーズンの事業展開につきましては、村の一存で決定

するわけにはまいりませんので、関係の皆様方としっかりと協議をして、よりよい方向が見いだせ

るよう努力をしてまいりたいと考えております。 

 次に、農業振興についてのお尋ねでありますが、村では高齢化とともに減少傾向にある農業の担

い手を確保するため、国の新規就農者育成総合対策のほか、村単独により先進的経営体における研

修費の助成や、農業機械及び農地賃借料の助成のほか、住居費や住宅修繕費への補助も行っている

ところでございます。 

 このような取組によって、本村で新たに就農される方や里親研修を受けられる方が毎年数名おら

れますが、耕作放棄地の面積はほぼ横ばいの状況にありますことから、引き続き担い手の確保に努

め、優良農地を次世代へ引き継ぐための必要な施策を講じてまいりたいと考えております。 

 なお、販売拠点につきましては、道の駅等の新たな施設整備として、昨日、勝山議員にお答えし

たとおり、地域の盛り上がりや財源確保など多くの課題がありますことから、村民の皆様を始め関

係機関や関係団体の皆様の御意見などをお聞きするとともに、他の自治体の先進事例を研究する中

でその方向性を見いだしてまいりたいと考えております。 

 次に、高齢者の通院、買い物などの移動や生活支援策のお尋ねでありますが、車などの移動手段

をお持ちでない方が村外の病院やスーパー等へ買い物に行かれる際は、高井・中山地域のデマンド

タクシーや奥山田・牧地域のふれあい号で、幹線系統の山田温泉線に接続する最寄りのバス停まで

移動していただく必要がございます。 
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 そのような中で、70歳以上の方が山田温泉線を利用される際は、公共交通ＩＣカードＫＵＲＵＲ

Ｕふれあいパスポートを使用することで、通常運賃の約３割程度で乗車することができます。この

ため、買い物支援を行う買い物支援バスの運行につきましては、試験運行の実施の可否も含め、地

域公共交通協議会等の御意見をお聞きしながら、早急に検討してまいりたいと考えております。 

 一方、高齢者の生活支援策につきましては、事業ごとに要件は異なりますが、高齢者世帯に対す

る配食サービスやごみ収集支援のほか、緊急通報装置の設置事業を継続するなどして、誰もが住み

慣れた地域で安心して暮らすことのできる村づくりに努めてまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 次に、今後の訪問介護サービスについてでありますが、これまで村内で唯一訪問介護サービスを

提供されていた民間事業者が急遽休止されたことを受け、村民の皆様に御不便をおかけしないよう

社協の会長の立場から、現在、村社会福祉協議会において訪問介護サービスの再開が可能か否か、

検討するよう指示したところでございます。 

 一方、村におきましても高齢者施策は重要課題でありますことから、今後の訪問介護に携わる人

材確保に向けて、介護職員初任者研修の開催等について検討しているところでございます。 

 次に、成し遂げたい政策についてでありますが、私はこのたびの選挙の立候補に当たり、公約と

して、子育て環境のさらなる改善による若い世代への支援を始め、働く世代に対しましては村の農

産物のさらなるハイブランド化と産地への訪問観光や温泉資源の積極的なＰＲ、自然豊かな高山村

の景色観覧観光を進めてまいりますほか、高齢者世代へは世代間交流の機会を増やし、若い人との

相互交流から活力をもらい、伝統文化を含めた知恵を受け継ぐ３つの世代に向けた、「たかやま魅

力増進施策」を進めてまいりたいと考えております。 

 このため、若者は夢と希望を持ち、働く世代は生きがいを感じ、高齢者は、はつらつと暮らせる、

そんな明日の高山村を村民の皆様とともに創り上げてまいりたいと考えております。 

 そのためには、村民の皆様からの御意見や御要望等をよくお聞きし、そこに私自身の村に対する

愛情を加えて、職員と力を合わせて、いつまでも光輝く持続可能な高山村にしていくために、決め

たことを着実かつ速やかに実行してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問でお願いします。 

 多岐にわたり、御答弁いただきました。ありがとうございます。 

 昨日からこれまでの答弁では、人口減少対策や子育て支援については、子ども医療費窓口負担の

無料化や入学の支度金と、昨日おっしゃいましたけれども、そういったもの、また奨学金返還支援

などが来年度予算編成で検討をしていかれると、そのようなことをおっしゃっていただいていまし
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た。 

 また観光振興では、観光資源の積極的な情報発信や有効な観光ツールの活用など、また高齢者福

祉では、訪問介護事業の運営などについて多くの期待ができる御答弁をいただいています。また農

業振興でも、優良農業の継続などについて、また今後、もっと詰めた施策が提案されてくるのでは

と思います。 

 そんな中で、特産物の販売拠点など、にぎわいの場や公共交通事業については、様々いろんな角

度からまだまだ検討していくと、そのような必要があると、そのような御答弁だったと思います。 

 この12月の議会の一般質問は、来年度予算編成にも影響してくる大事な機会となっていると私は

思います。大変いい機会を与えられていただいているなと、そのように思います。 

 これまで経験してきたことのない大変なコロナ禍を経て、様々な面で次のステージに向かう、今

は過渡期にあると、そのように私は思っております。そんな中、消滅可能性自治体から自立持続可

能性自治体への脱却がキーワードとなっております。今までと同じようなことをしていてはじり貧、

そのようになってしまうのではないかと私は思います。 

 そこで、再質問として山田牧場の活性化についてお尋ねします。 

 私、昨年の12月議会の一般質問でも、この山田牧場の通年観光グリーンシーズンということで質

問をいたしました。放牧事業との調整について、前村長の放牧事業について、放牧組合との話合い

で一区切りと、そのようなお話をされたと私どもの全員協議会で報告がありました。そのことに縛

られるわけではありませんが、それのことですね、その後どうなのかと。 

 飲食業、宿泊業、温泉施設やレジャー事業など、民間の事業者が意欲を持って参入できる環境を

整えることが行政の役割ではないかと考えます。そのことについて、もう少しちょっと踏み込んで

いただいて、この調整、放牧組合との意見調整というところを、具体的にまだお分かりのことがあ

ればお話しいただければと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 この山田牧場というのは、本村にとりましてもすばらしい観光資源の一つであるというふうに承

知をしております。 

 そんな中で、先ほど申し上げましたように、春から秋にかけては放牧事業と、冬期間においては

スキー場ということで、それぞれ年間を通して事業をされているわけでございます。そんな中で、

今放牧事業等の今後というような話もございました。この辺につきましては、ちょっと私も立場が

変わって全く地元といいますか、牧場組合でありますとか、地元の関係者の皆さんとお話をしてお

りませんので、やはりここはしっかりと皆さんとお話をする中で、よりよい牧場運営といいますか、

やはりこれにぎわいの場という施設も、ここで休憩施設だとか整備をさせていただいておりますの



－91－ 

で、そういった施設も有効に活用しながら、やはりこの山田牧場のにぎわいというのは私は必要だ

と認識をしておりますので、その辺の利用の仕方といいますか、今後の在り方といいますか、そう

いった点についてはやはり地元の皆さんとしっかり協議をしながら、本当によりよい方向に進めて

まいりたいというふうに私は思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再々質問ではございません。 

 村長がおっしゃられております、今暮らす村民など全ての村民が幸せと充足を実感できる村にし

たいと、そのように述べられております。ある自治体の長の言葉で、「近き者喜びて遠き者来る」、

まちづくりはそこに住む人が喜び、幸せを感じる町であれば自然と人が移り住んでくると。これは

理想であります。 

 しかしながら、そんなのんびりとは今はしていられないと。スピード感ある施策を村長おっしゃ

られています。私どももそういうものに対して協力をしていきたいとぜひ思っておりますので、今

後ともまたお願いいたします。 

 以上で、１番目の質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ここでお昼休憩にしたいと思います。ここで黒岩副議長と交代します。 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。会議は午後１時から再開します。 

午前11時54分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○副議長（黒岩清道議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 それでは引き続き質問させていただきます。 

 質問事項の２でございますが、「こども家庭センター」の設置についてお伺いします。 

 さきに行われました高山村健康づくり推進協議会において、健康福祉課保健予防係より全ての妊

産婦また子育て世帯や子どもの成長から教育など、一体的な相談機関として「こども家庭センター」

の設置に向けた体制の整備をしていくとの提案が示されました。高山村の、妊娠・出産から子育て、

教育の、切れ目のない支援体制を目指すとしています。 

 妊娠の準備期から出産、乳幼児期、小中学、高校から思春期、成人期までと体系され、子どもと
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親、家庭、それに関わる保健師、保育士、教員、地域の指導者など、その対象は大変幅広いもので

あると想像しています。行政の保健予防係から生活環境係や福祉係、そして教育委員会と各課を横

断した組織になると思います。その組織の目的、理念が重要で、ソーシャルワーカーと呼ばれる生

活相談員など、それを担う人材の配置がまた大変重要になってくるのではと思います。 

 子どもや子育て中の家庭や子育てに関わる方の相談窓口として、早期の設置を要望し、その実現

を期待するものです。 

 そこで、次の質問をします。 

 １つ目。「こども家庭センター」の設置の経緯やその意義、目的などについてお聞かせください。 

 次に、設置に向けた体制の整備はどのように考えているか、また今後のスケジュールはどのよう

にお考えかお聞かせください。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 こども家庭センターの設置についてお答えいたします。 

 国では、令和４年６月に成立した児童福祉法等の一部を改正する法律において、市町村は母子保

健分野と児童福祉分野の組織を見直し、全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対し、一体的な組織

として相談支援を行う「こども家庭センター」の設置に努めなければならないとしております。 

 さらに、令和５年４月に国の組織再編が行われ、こども家庭庁が創設され、厚生労働省、文部科

学省及び内閣府など、様々な省庁に分散されていたこども施策を推進する部署が集約され、常にこ

どもの最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組・政策を我が国社会の真ん中に据える「こど

もまんなか社会」の実現を目的に事業が強化されたところでございます。 

 このため、令和６年４月１日時点における「こども家庭センター」の設置状況につきましては、

全国1,741ある自治体のうち50.3％に当たる876市区町村で設置され、長野県内では77市町村のうち

44.2％に当たる34市町村、町村では25％に当たる15町村が設置されており、町村ではまだまだ低い

状況にあります。 

 そこで、まず初めに、「こども家庭センター」の設置の経緯やその意義、目的などについてでご

ざいますが、「こども家庭センター」の創設の背景には核家族化や地域社会の変容があり、子育て

に困難を抱える世帯がこれまで以上に顕著化してきております。特に乳幼児期、とりわけ未就園の

場合は子育て家庭が社会からの支援につながらず、地域の中で孤立しがちな傾向にあり、また就学

期以降も、家庭内での子育ての困難や不適切な養育環境に対して、社会が具体的な支援を届けるこ

とができない中で児童虐待が深刻化する事態もございます。 

 そこで現在、村の体制につきましては、母子保健分野は主に健康福祉課保健予防係が業務を担い、

妊産婦、乳幼児等の状況を継続的、包括的に把握し、妊産婦や保護者の相談に保健師等の専門職が
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対応するとともに、必要な支援の調整や関係機関と連絡調整するなどして、妊産婦から主に就学前

までの乳幼児に対して切れ目のない支援を提供しております。 

 一方、児童福祉分野では主に教育委員会で業務を担い、子どもと子育て家庭及び妊産婦等を対象

に、福祉、保健・医療、教育等の関係機関と連携しながら相談全般から訪問等による継続的なソー

シャルワーク業務を行っております。 

 しかしながら、乳幼児の子育てに困難を抱える家庭に対する相談支援など、健康福祉課や教育委

員会で行う業務には一定の関連性があるにもかかわらず、児童福祉法と母子保健法に基づく組織が

別であるため、連携や協働、情報共有が円滑にされにくいなどの課題が生じていることから、全て

の妊産婦、子育て世帯、子どもに対し、母子保健・児童福祉の両機能が一体的に相談支援を行うな

ど、こども関連の施策全体を検討調整する機関として、「こども家庭センター」の設置が児童福祉

法等の一部を改正する法律の施行により規定されたところであります。 

 次に、設置に向けた体制整備や今後のスケジュールについてのお尋ねでありますが、「こども家

庭センター」の設置に当たってはセンターのマネジメントを行うセンター長の配置や、母子保健機

能及び児童福祉機能の双方の業務について十分な知識を有する統括支援員、母子保健機能を担う保

健師や児童福祉機能を担う社会福祉士等の専門職が必要となることから、その専門職の確保や相談

しやすい窓口の設置場所の検討を含めた組織の再編など、検討すべき課題は多岐にわたります。 

 このため、本村のような小規模な自治体で一定の職員体制が必要なセンターの設置につきまして

は難しい面もありますことから、小規模な自治体も含め、先進的な自治体の取組状況等もお聞きし

ながら、今後検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問でお願いします。 

 須坂市は2024年４月、今年ですが須坂市こども家庭センター設置しております。今、御説明あり

ました経緯と目的ということで御説明いただきました。 

 それで、母子の健康、お話の中でもありましたけれども、母子の健康については妊産期から３歳

を重点的に、就学前までは本村であれば子育て世代包括支援センターが担っておられ、その世代の

状況はある程度把握され、対応されているということであります。しかしながら、児童福祉という

面においては教育委員会ということになりますが、保育園、小中学校、児童相談所などとの連携、

不十分な自治体が多いと、そのようにされております。 

 育児放棄や我が子への虐待をしてしまう親、家庭の悩み、また子どもの成長発達の心配、また不

登校や学校でのいじめに苦しむ子ども、そして自殺など、様々な悩み、困り事の一体的な相談支援

の窓口が求められています。そして、その相談を受けてからの適切なマネジメントが求められると
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いうことであります。 

 やはり本村で不幸な出来事が起こってほしくないと。安心して子どもを産み育て、教育ができ、

成人していける村。子育て支援と、子育て環境の整備として、中心に据える重要な事業になると私

は思います。 

 先ほど課長のほうから、なかなかこういう小さな自治体でそのような人材をなかなかそろえてい

くことが、そのマネジメントも非常に難しいというような感じでお話がありましたが、しかしそこ

はですね、この施策は本当に子育て支援という中心的な施策になると思います。村長も掲げておら

れます子育て環境の整備ということでおいては、やはり安心して産み育て、成人までさせていける

と、そういうことが大事なことだと思います。 

 ぜひ、それにつけていま一度、設置に向けたちょっと強いお気持ちをいただければなというふう

に思いますが、よろしくお願いいたします。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 それでは梨本議員の再質問にお答えさせていただきます。 

 さきほど私、設置に向けての今後のスケジュールについては、同規模の自治体も含め、先進的な

自治体の取組状況も聞きながら、検討してまいりたいということでお答えをさせていただきました。

まだ具体的なスケジュール、いつに向けて、開設に向けて準備をしていくんだというようなところ

まで検討が至っていないところでありますので、近隣の市町村も含めて小規模の市町村でも、どう

いった方向でやっていけばうまくこのセンター機能というのが果たせるかどうかというところを検

討してまいりたいと考えております。 

 引き続き、そんな中で、設置に向けた検討を進めていくということで、よろしくお願いしたいと

思います。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再々質問で、村長にお聞きしたいと思います。 

 この健康づくり推進協議会でこの担当の係長から、本当に本村の課題はこうだと、そういうこと

に向き合って「こども家庭センター」の設置、大変大事だと、そういう熱い思いを語られました。

そしてまた、学校の養護の先生からも大きな期待が寄せられる発言がありました。 

 そのようなことで、やはり村の、役場庁内横断しての組織運営という形になろうかと思います。

よりよい形での設置を本当に、早期の設置を期待するものであります。これは「こども家庭センタ

ー」の設置ということはどの自治体でも進めるようにということの施策でありますので、急に降っ
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て湧いた話ではない。そのようなことで、いま一度言いますが、よりよい形の設置を本村でもお願

いしたいと思いますが、村長いかがでございますか。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 「こども家庭センター」の設置についてということでございます。 

 国では、先ほど課長答弁しましたように、常に子どもの最善の利益を第一に考えるというような

目的があるようでございます。 

 そんな中で、ちょっとこれは言い方がいいかどうか分かりませんけれども、やはり需要と供給の

バランスじゃないですけれども、どの程度、今現状、村でそういった事案が、事案というか相談が

あるのかどうかという、その辺も含めてやはり、体制だけ整えたけれどもなかなかその何ていいま

すかね、相談事が予定よりも少なかったとかね、いろいろ出てくるんではないかなと思ってはいる

んですけれども、ただこれやってみないことには確かに分からない話でありますけれども、今の現

体制でどの程度、今、内部の問題になってきますけれども、困っているかということをしっかりま

ず、内部で話をする中で何が足りなくて何が必要なのか、その辺も含めてしっかりまず内部で話を

する中で、必要であればやっぱりこれはやっていかなければいけないだろうし、その辺がまだ詰め

切れていないと私は思っているんで、その辺もう少し、内部でしっかりと詰めた中でやはり、これ

はさっき言いましたように子どもさんが中心でありますので、やっぱり本当にこの高山村にとって

も将来ある子どもというのは宝という意味合いもございますので、やはり本当に健やかに子どもた

ちには成長していただきたい、いう思いは強く持っておりますので、やはりこの子どものためにや

っぱり考えていく施策だと思っておりますので、まずその内部でしっかりと検討する中で進めてい

きたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 すぐさま、どうということではないんですが、１つ本当、子どもさん子どもさんということでち

ょっと言われていますが、子どもと親、それと家庭、障がいを持つ親御さん、それからそれらの

方々を支える方々、そういう方の悩みの相談場所であると私は思っているんですね。子どもだけの

成長で困っているんではなくて、それを支えている全ての組織の方々、ですから先生方もそうだと

思うんですけれども、いろんな悩み持っていらっしゃる、それの方々の相談もできる場所と、まず

は相談できる場所ですから、どんな相談があるかは分からない。それはもうそういうことなんです

けれども、何でも相談できる場所、これが今求められていると、そういうことだと思っております

んで、その辺をもっともっと少し調査なくても議論をしていただいて、その設置に向けての準備を
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お願いしたいと思います。 

 これで終わります。 

○副議長（黒岩清道議員） 

 以上で、梨本 進議員の質問を終わります。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 それでは通告に従い、質問いたします。 

 高山村内の公衆トイレの管理部署とトイレの環境改善計画についての質問をします。 

 私は、公共施設トイレは行政サービスの目安と思います。村内、村外から訪れる皆様にとっては

とても大切な施設と思っています。 

 今年も紅葉シーズンに村民の方からトイレの管理についての御意見をいただきました。高山村内

には数多くの公衆トイレが設置されています。それぞれの課で分担管理されていますが、掃除等の

管理はどのように行われているのか、状況確認はされているのか、また設置された事業により担当

部署が異なっていますが、私の考えは管理がどちらかの課で一括行って、その費用は今まで通り担

当課で支払うことにより業務の効率化を図り、年間使用する施設と季節限定の施設と分け、冬期間

未利用施設は看板を立てて近隣施設への誘導案内を設けるなど、行うものを希望するものでござい

ます。 

 昨年、12月定例会で質問した雷滝周辺のトイレ改修計画の県への陳情はどのように行われたか、

また、この整備事業は災害復旧工事が優先され、拡幅工事、最終的にトイレの改修を行うという順

になっています。しかし、雷滝のトイレはあまりにも古い時代のもので、衛生的ではありません。

県の事業が進まないのであれば、村の事業として取りあえず撤去、当面の間、仮設トイレの増設を

望むものです。男女別々の施設を望みます。 

 要旨１ということで、村内には公衆トイレが数多く設置されています。導入に当たり、事業を行

った課でその後の管理が行われていると思います。施設の老朽化の対応や衛生管理など、大変苦労

されていると思います。使用頻度や季節的なことによって汚れ方など差が生じると思います。管理

の状況をどのように把握されているのか質問します。 

 ２つ目、季節の状況により、例えば桜の開花が前年より遅かったとか、また紅葉シーズンが思い

のほか延びたという状況変化の中で、山田温泉から山田牧場までの設置してある簡易トイレ５か所

は、設置期間の延長などの対応はどのようにされたかを質問します。 

 ３つ目、雷滝周辺の整備事業について、村では県道を管理する須坂建設事務所に県道拡幅工事に

併せ、公衆トイレの設置に向けては、予算確保の都合により実施期間は未定との昨年の答弁があり

ました。今年はどのように要望を上げ、実現できるよう陳情されたのかを質問します。 

 ４つ目、トイレの案内看板設置については、山田温泉から笠岳登山口までの間のトイレ設置状況
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についての案内をし、スパ・ワインセンターや公衆トイレの誘導看板は大変有効な手段であり、即

対応できると昨年の12月定例会では答弁があったと記憶しています。どのようになったのかを質問

いたします。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 村内の公衆トイレの管理状況等についてお答えをいたします。 

 公衆トイレの管理運営に関することにつきましては、住民税務課の所管業務になりますが、御質

問の内容は主に観光地におけるトイレの管理状況等についてでありますことから、私から答弁させ

ていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 公衆トイレの設置につきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の規定により、必要と認

める場所に市町村が設置し、維持管理しなければならないとされており、現在村内には役場駐車場

やスパ・ワインセンターなど、通年利用可能な公衆トイレは８か所、城山ツツジ公園駐車場や八滝

もみじ亭など、冬期間閉鎖となる公衆トイレは10か所で、合わせますと現在、計18か所の公衆トイ

レがあり、多くの皆様に御利用いただいております。 

 そこで、まず初めに、公衆トイレの管理状況の把握についてのお尋ねでありますが、村内の公衆

トイレにつきましては、建物や設備の維持管理を所管課において実施し、清掃業務については個人

やシルバー人材センターなどの団体に委託しております。あわせて、所管課では清掃業務受託者か

ら定期的な報告を受けるとともに、職員による点検や備品の補充を行うなど、利用者の皆さんが安

心して利用できるよう努めております。 

 次に、山田温泉から山田牧場までのトイレの設置期間に関するお尋ねでありますが、雷滝付近の

トイレは２基設置しておりますが、期間は５月９日から11月28日までとし、松川渓谷温泉上の臨時

駐車場にも２基設置しておりますが、10月１日から11月14日までの間とし、笠岳登山口には１基設

置しておりますが、５月27日から10月31日までとしております。 

 いずれの箇所も、例年観光客が多く訪れる期間を考慮した上で設置しておりますが、気候の変動

等で入り込み時期が延びる見込みとなった場合には、設置期間を延長するなど臨機応変に対応して

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、雷滝周辺の整備事業の要望についてのお尋ねでありますが、本年は７月９日に県要望箇所

の現地調査を須坂建設事務所と村で実施し、駐車場整備等について要望を行っております。しかし

ながら、建設事務所からは予算確保が大変難しいとお聞きしておりますことから、早期の整備実現

に向けて引き続き要望を継続してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、トイレの案内看板の設置についてでありますが、本年１月にはラミネート加工による簡易

的な案内看板をスパ・ワインセンターに設置いたしました。また、５月からは金属製の立て看板を
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スパ・ワインセンター、八滝もみじ亭、雷滝に設置し、利用者の皆さんに分かっていただける案内

に努めておりますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 要旨の中で申し上げましたとおり、この毎年それぞれの村民の方からトイレ、何とかならないか

というようなお話を受けているわけで、それは豪華なトイレを設置してほしいとか、そういうこと

でなく、やはり身の丈にあったといいますか、山田温泉から笠岳の間は国立公園内であるから、そ

んな豪華なトイレだとか下水道を完備した完璧なトイレを要求するものではなくて、これは今まで

どおりの簡易トイレで十分なものだというふうに理解しています。 

 そして、その管理は毎日きちんと点検、確認をしてきれいになっているか確認をして、そして観

光客の皆さんに喜んでいただけるように努めるということを希望するもので、豪華なものを造ると

いうものではありません。 

 また反対に、広域下水道が完備されている県道のそういうトイレは、年間を通じた中で管理して、

観光客の皆さんに御利用いただけるように案内看板等で誘導することができないのか。村のトイレ

にはトイレ看板の設置をされているところが数少ないというふうに思います。村民の方は理解して

いるんですが、県外から見える方がどこにトイレがあるか全く分からない方もいると思います。例

えば、役場庁舎前のトイレは冬期間でも十分できるように二重扉で完璧なトイレでありますけれど

も、こういうようなトイレは、例えば牧にある民族資料館トイレ等にも豪華なトイレということで

なくて、二重扉にして冬でも使えるように管理するであるとか、奥山田にあるトイレもやはり観光

客の人が理解しやすいようなトイレにしておくとか、そういうことで年間を通じてやはり公共トイ

レのところは整備して、分かりやすい看板で利用していただいて、モミジきれいだった、桜きれい

だった、自然が豊かだったね、でもトイレ汚いね、トイレどこだか分からないね、ということを、

やはりそういうことを改善するように要望するものでございます。 

 何としても、この要旨３でありました雷滝周辺のこの昔ながらの40年来のトイレ、もう汚物が見

えるようなトイレはやはり何としもて簡易トイレで、そういうようなものが見えないようなトイレ

にすることを強く望むものですが、そこら辺のことは考えることはできないでしょうか。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 再質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 何点かあったと思いますけれども、まずトイレの案内の表示でございますけれども、なかなか道

路上にトイレの案内表示をするというのは一般的ではないというのを、私、６月でしたか、別の議
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員さんの御質問でお答えをした記憶があります。道路上に案内をするということではないというこ

とで理解をさせていただければ、観光協会で作成をしております高山村の観光案内のロードマップ

にはトレイの場所を案内をしております。そういったものを活用しながら観光客の皆さんにはしっ

かりお伝えをしていければというふうに考えておりますのでお願いをいたします。 

 また、年間を通じた利用の関係ですけれども、積雪や冷え込み等の状況によって、その設備しっ

かりと改修しなければ冬期間の破損等のおそれがあろうかと思います。その辺は各全てのトイレの

状況、私今把握しておりませんので、その辺しっかりと把握した上で考えていければというふうに

思っています。 

 また、３点目の雷滝のトイレでありますけれども、従来は駐車場から少し下がったところにある

トイレのお話だと思います。現在はそのトイレにつきましては、撤去はしておりませんけれども、

利用はできませんよと、利用禁止ということで表示をさせていただいて、本年は雷滝の駐車場から

やや上に上がったところ、少し広くなっておるところがありますので、そこに簡易トイレを２基設

置をして、先ほど申し上げましたとおり、春先の５月９日から紅葉が終わります11月28日まで、２

基設置をさせていただき、ごろごろ亭で営業をしております方にトイレの清掃も併せてお願いをし

て、気持ちよくお使いいただけるように努めてきたところでありますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○副議長（黒岩清道議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 雷滝周辺のトイレの関係につきましては、私の認識不足で申し訳ありませんでした。やっていた

だいたということで理解をしました。 

 また、案内看板の関係についても、例えばカリヨンホールの隣接するトイレなどを見ますと、き

ちんと看板が設置されて、それは冬期間は使えないようなことが分かるようなもので管理されてお

ります。これも十分承知しているものでございます。しかし、もう少し、Ａ４の紙でカラー刷りで

作ってはありますけれども、もう少し大きな新聞の大きさぐらいな大きさで、もう少し車から直接

見えるような大きさにまで、分かりやすい表示のほうがよろしいのではないかということも申し上

げたいというふうに思っております。 

 それから、その看板ですけれども、道路上に標識するというものでなくて、トイレに外から分か

るような表示、例えばもうトイレと書かなくても男性と女性のトイレ入り口にあるような、ああい

うようなものでさっと表示するとか、公衆トイレであるようなことが分かるような、そういうよう

なもの。そして、やはりそこに来た皆さんが使いやすく、やっぱり御案内するというようなことも

ぜひやっていただきたいなと。お金をかければいいということではなくて、お金をかけなくてもで

きることから、安価なもので分かりやすくということはアイデアで幾らでもできるものというふう
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に思っておりますので、やはりまたできるところからできる範囲内で、それから課内で、十分、課

で連携を取りながらトイレの管理がスムーズに、また村民の皆さんから相談があったときにすぐ対

応できるような体制づくりも含めて、今後ともぜひ、御協議、御検討、また改善をしていただきた

いということを申し上げて、質問を終わらせていただきます。 

○副議長（黒岩清道議員） 

 以上で、滝澤 聖議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

午後１時36分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和６年12月６日 

                 高 山 村 議 会 議 長  西 原 澄 夫 

 

                 高山村議会副議長  黒 岩 清 道 

 

                 署  名  議  員  沖 島 祥 介 

 

                 署  名  議  員  髙 井 央 葉 

 

                 署  名  議  員  柴 田 弘 男 
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令和６年第５回高山村議会12月定例会会議録（第４号） 

 

令和６年12月13日（金曜日） 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 議案第49号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 

日程第２ 議案第50号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 

日程第３ 議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

日程第４ 議案第52号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第５ 議案第53号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第６ 議案第54号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第７ 議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第８ 同意第５号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについて 

日程第９ 同意第６号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 

日程第10 陳情第８号 「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める陳情書 

追加日程第１ 発議第12号 持続可能な学校の実現をめざす意見書 

日程第11 閉会中の継続調査の申出について 

日程第12 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 議案第49号～議案第55号 

２ 同意第５号、同意第６号 

３ 陳情第８号 

４ 発議第12号 

５ 閉会中の継続調査の申出について 

６ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 
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11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  教 育 長 澁 谷 茂 夫 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 

(定住支援室長) 
山 嵜 賢 一  

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午後１時31分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議案第49号 

～  

日程第２ 議案第50号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 議案第49号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

及び日程第２ 議案第50号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の２件を一

括議題とします。 

 議案第49号及び議案第50号について、委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、議案第49号 刑法

等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例、議案第50号 廃棄物の処理及
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び清掃に関する条例の一部を改正する条例の２件です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る12月10日午前10時より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員外議

員の発言を許可し、慎重に審議しました。 

 議案第49号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例については、

特段質疑もなく、討論を省略して、採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第50号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例については、特段質疑も

なく、討論を省略して、採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました議案２件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第49号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第49号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第50号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第50号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 議案第51号 

～  

日程第７ 議案第55号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号）から日程第７ 議案第55

号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）までの５件を一括議題とします。 

 議案第51号から議案第55号までの５件について、委員長の報告を求めます。 

─────髙井予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております予算決算常任委員会に付託されました所管事項について、委員会

審査の経過並びに結果を報告します。 

 付託された案件は、議案第51号から議案第55号までの５件です。 

 委員会は、去る12月９日午前９時55分より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、慎重

に審査を行いました。 

 審査は、所管課ごとに細部説明を受け、各委員から質疑、意見、要望などがありました。 

 主な質疑と答弁を議案ごとに申し上げます。 

 初めに、議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号）において、総務課、災害対
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策費の減額について質問があり、今年度、水中、赤和、三郷地区での地区防災計画策定支援事業を

予定していたが、水中地区については砂防堰堤があるということで、県のほうで費用負担をしても

らえることになったことによる減額である旨の回答がありました。 

 産業振興課の商工業振興費の創業支援事業補助金について、申請した業種についての質問があり、

ペットサロン、民泊サービス、パン及び農業資材の販売の４件である旨の報告がありました。 

 続いて、議案第53号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）において、奥

山田温泉給湯事業について、今後の収入についての質問があり、今後また考えていきたいとの回答

がありました。 

 議案第52号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案第54号 令和６

年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）、議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補

正予算（第２号）については、特段質疑はありませんでした。 

 採決は、改めて12月10日午前11時より、委員全員出席の下、委員会を開催し、討論を省略して、

挙手による採決を行いました。 

 その結果、議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号）は全員賛成、議案第52号 

令和６年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は全員賛成、議案第53号 令和６年度

高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）は全員賛成、議案第54号 令和６年度高山村上水

道事業会計補正予算（第２号）は全員賛成、議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予

算（第２号）は全員賛成で、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 この補正予算の執行に当たりましては、村民のよりよい暮らしのために反映されますことを委員

長として切に要望いたします。 

 以上で、予算決算常任委員会に付託されました議案５件の審査の経過及びその結果の報告としま

す。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第51号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第51号 令和６年度高山村一般会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第52号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第52号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第53号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第53号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第54号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第54号 令和６年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第55号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第55号 令和６年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第８ 同意第５号 

～  

日程第９ 同意第６号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第８ 同意第５号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについて及び日程第９ 同

意第６号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについての２件を一括議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 追加で提案をいたしました同意第５号及び同意第６号の２件につきまして、一括して御説明を申

し上げます。 

 同意第５号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、本年10月１日から空席となっております副村長に、高山村大字高井3300番地３、小林信

彦さんを選任したいので、地方自治法の規定に基づき、議会の同意をお願いするものであります。 

 なお、任期は、令和７年１月１日から４年間であります。 

 同意第６号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案も同意第５号と同様に、本年10月１日から空席となっております固定資産評価員に、高山村

大字高井3300番地３、小林信彦さんを選任したいので、地方税法の規定に基づき、議会の同意をお

願いするものであります。 

 なお、任期は、令和７年１月１日からであります。 

 以上、２件につきまして、一括して御説明申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を

賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午後１時47分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時47分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから同意第５号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案については、討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第５号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについては、討論を省略し、採決する

ことに決定しました。 

 これから同意第５号 高山村副村長の選任につき同意を求めることについて採決をします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 起立全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 これから同意第６号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 
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 本案については、討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第６号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについては、討論を省略し、採決す

ることに決定しました。 

 これから同意第６号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 起立全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第10 陳情第８号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第10 陳情第８号 「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める陳情書を議題と

します。 

 陳情第８号について、委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託された案件は、陳情第８号 「持続可

能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める陳情書の１件です。 

 審査の経過及び結果について報告いたします。 

 委員会は、去る12月10日午前10時30分より、委員全員出席の下、慎重に審査しました。 

 特段質疑もなく、討論を省略し、採決の結果、全員賛成で採択すべきものと決定しました。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました陳情１件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同承りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから陳情第８号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第８号 「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める陳情書を採決しま

す。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後１時52分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時53分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 

 ただいま山嵜秀治議員外２名から発議第12号が提出されました。これを日程に追加し、追加日程

第１として議題としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第12号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 
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追加日程第１ 発議第12号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第１ 発議第12号 持続可能な学校の実現をめざす意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書 記（槇田和子） 

＝発議第12号朗読＝ 

令和６年12月13日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 山 嵜 秀 治 

賛成者 高山村議会議員 松 本   茂 

髙 井 央 葉 

 

持続可能な学校の実現をめざす意見書 

 

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

持続可能な学校の実現をめざす意見書（案） 

 

令和６年12月 日 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

財務大臣 

総務大臣 

文部科学大臣  あて 

高山村議会議長 西原 澄夫 

 

 今、学校現場は、教員希望者の減少に加え、病気休職者の増加や早期退職者の増加など、深刻な

教職員不足により子どもたちの学びに大きな支障を及ぼしています。持続可能な学校の実現のため

には、教職員の勤務環境の改善、とりわけ長時間労働の是正が喫緊かつ最大の課題です。2024年４

月には、猶予期間が設けられていた５業種に労基法時間外上限が付され、社会全体が勤務時間の適

正化に向かう中、給特法適用の教員については上限が守られない状態のまま放置されています。 
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 「骨太方針2024」では、中教審「審議のまとめ」をふまえ、「2026年度までを集中改革期間とし、

働き方改革の更なる加速化、処遇改善、指導・運営体制の充実、育成支援を一体的に進める」、

「2025年度通常国会に教職調整額の水準や各種手当の見直しなど給特法改正案を提出する」として

います。 

 学校の働き方改革の前進をはかる観点から、まずは「骨太方針」の実現は必要です。しかし、長

時間労働是正には不十分であり、教員の健康と福祉が守られていない状況の抜本的な是正策として、

具体的な業務削減、教員の業務負担軽減につながる教職員定数改善などを策定・実施すべきです。

2019年に改正された給特法の附帯決議の趣旨をふまえた更なる施策の実施が欠かせません。 

 国においては、持続可能な学校の実現と子どもたちのゆたかな学びの保障のため、学校の長時間

労働是正に資する政策実行を求めます。 

 

記 

 

 学校の働き方改革推進のため、以下の事項を実施すること。 

 

１ 教職員の負担軽減をはかる観点から、学習指導要領の内容の精選やそれに伴う標準授業時数の 

  削減等を行うこと。 

２ 教職員の配置・確保も含め、学校の働き方改革推進のための必要な財源確保等を行うこと。 

３ 長時間労働に歯止めをかけ、教員のいのちと健康が守られる法制度の整備をはかること。 

４ 今後、勤務実態調査を行った上で、その結果に基づき必要な措置を講ずること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています発議第12号 持続可能な学校の実現をめざす意見書について趣旨説

明を申し上げます。 

 今、学校の現場はどうでしょうか。先生になる希望者の減少。高知県では、小学校教諭として合

格した280人のうち、７割超の204人が辞退したというニュースもありました。病気休職者の増加や

早期退職者の増加など、教職員の不足により子どもたちの学びにも大きな影響を及ぼしています。 

 その中でも、教員の長時間労働、平均で１日11時間半ともいいます。こうした過酷さが教員不足
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をもたらし、その是正は労働条件の改善として緊急で、子どもの教育条件として大切なことです。 

 子どもを取り巻く環境も複雑です。今では、小中合わせて30万人が不登校といいます。 

 本意見書は、こうしたことを改善し、持続可能な学校の実現と子どもの豊かな学びの保障のため

に学校の働き方改革推進を求める内容となっていますので、議員各位の御賛同をお願いしまして、

意見書の趣旨説明とさせていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第12号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第12号 持続可能な学校の実現をめざす意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま議決されました意見書について、その条項、字句、数字その他整理を要するものについ

ては、その整理を議長に一任されたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 条項、字句、数字その他整理を要するものについては、その整理を議長に一任することに決定し

ました。 

 

──────────────────────────────────── 
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日程第11 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第11 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配りました申

出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第12 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第12 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 本定例会に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 
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 本定例会は、これで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本12月定例会は、12月３日から本日13日までの11日間の会期で開催されました。この間、村長か

ら提出されました同意案件を始め条例改正のほか、令和６年度一般会計補正予算、特別会計補正予

算などの議案についての審議をいただきました。各常任委員会に付託されました案件につきまして

は、慎重に御審議をいただき、ここに終結できましたこと改めて御礼を申し上げます。 

 一般質問につきましては、９名の議員が登壇され、21項目にわたり当面の課題や提案など多岐に

わたっての質問、提言に理事者並びに役職員から真摯な御答弁を賜りましたこと、心より厚く御礼

を申し上げます。各議員から寄せられました意見や提案を村政に反映していただくことを御期待を

申し上げます。 

 さて、今年も残すところ２週間余りとなりましたが、令和６年も様々な出来事がありました。特

に、ウクライナ紛争は依然として続いており、国際社会はその解決に向けて様々な努力を重ねてお

りますほか、東アジア地域における政治状況や国際貿易の不安定さ、我々の経済にとって大きな影

響をもたらしています。 

 また、気候変動に対する国際的な取組が注目されており、今年はＣＯＰの開催において多くの

国々が一丸となって気候変動に取り組んだ姿を見て、私たちも地域レベルから持続可能な社会の実

現に向けて努力をしていく必要があると感じたところであります。 

 一方で、国内に目を向けますと、元日に石川県能登地方で発生した震度７の地震やその後の津波

被害、私たちにとって大きな衝撃でありました。被災された方々の一部は、今もなお安心して生活

できる環境を取り戻すための支援が切に求められています。本村においても、非常事態における備

えや防災意識の重要性を再認識し、より強固な地域づくりに努めていく必要があると考えておりま

す。 

 さらに、日本経済の回復が期待される中、消費者物価の上昇やエネルギー供給の不安が続いてお

り、慎重なマクロ経済対策の運営が求められています。本村においても、地域産業の活性化や雇用

の安定を図るための施策を講じていく必要がございます。特に、コロナ禍で村の子どもたちの未来

を見据えた取組が近々の課題であり、行政と議会が一体となって、次世代を担う子どもたちにとっ

て安心で豊かな環境を提供することが私たちの責務であると改めて感じております。 

 議会活動は、地域の未来を形づくる重要な役割を担っています。この１年間の議論や決定が村民

の皆様の日常にどのように影響を与えるのか、常に意識して取り組んでいくことが必要です。今後

とも、皆様と共によりよい地域社会の実現に向けて努力を惜しまないところであります。 

 議員各位におかれましては、この１年、大変御苦労さまでした。また、議会運営・活性化にも御

協力をいただき、地方議会の基本原則を定めた議会の最高規範である「議会基本条例」の策定がほ
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ぼ完成に向かっています。心から感謝を申し上げる次第であります。 

 日に日に寒さが増してまいりました。理事者を始め執行機関の皆様、そして議員各位におかれま

しては、御自愛をいただき、来る年が皆様にとってすばらしい年となりますことを御祈念申し上げ、

閉会の挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

 この際に、村長の発言を許します。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 12月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼を申し上げます。 

 その前に、議員の皆様並びに村民の皆様におわびを申し上げます。 

 今朝の新聞報道等にありますとおり、本村の職員が窃盗の疑いで逮捕されました。このことは、

皆様の信頼を著しく失墜させる許し難い行為であり、行政不信を招いたことにつきまして、深くお

わびを申し上げます。誠に申し訳ございませんでした。 

 今後におきましては、信頼回復に向けて綱紀粛正、法令遵守を徹底し、職員一丸となって全力で

取り組んでまいる所存でありますので、何とぞ御理解賜りますようお願いを申し上げます。 

 さて、本定例会は、去る12月３日に開会し、本日までの11日間にわたり、本日追加提案いたしま

した２件を合わせますと10議案を御審議いただきました。議員各位には、慎重に御審議いただき、

それぞれ原案どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 今会期中に議員各位から賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分にその意を尊重

いたしまして、厳しい経済環境と財政事情ではございますが、今後の村政運営に十分生かしてまい

る所存でありますので、今後とも格別の御指導、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今定例会で議決を賜りました固定資産評価審査委員会の委員の選任につきまして、引き続き御依

頼を申し上げました山崎五十夫様には、豊富な知識と経験の下、中立的、専門的な立場から審査し

ていただけるものと御期待申し上げております。 

 また、先ほど副村長及び固定資産評価員の議決を賜りました小林信彦さんは、長年長野県職員と

して行政に精通され、現在、紫区の区長を歴任されるなど、住民の皆さんからの信頼も厚く、村政

発展のために御活躍いただけるものと御期待申し上げております。 

 今月10日、ノルウェーの首都オスロで世界に被爆の実相を伝えてきた日本原水爆被害者団体協議

会、日本被団協にノーベル平和賞が授与されました。これを受けて、日本被団協代表委員の田中煕

巳さんは、受賞演説で核使用が取り沙汰される現状に限りない憤りを覚えると危機感を示され、さ

らに、核兵器をなくしていくためにどうしたらいいか、世界中の皆さんで共に話し合い、求めてい

ただきたいと訴えておられます。改めて、戦争の悲惨さ、平和の尊さを村民の皆様との共通認識と

してしっかりと後世に伝えてまいりたいと思っております。 
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 さて、今月９日、国におきましては、経済対策の財源を裏づける2024年度補正予算案が衆参両院

の本会議で審議に入り、家計支援として低所得世帯向けの給付金を含めた歳出総額は、13兆9,433

億円で、昨日、衆議院で可決され、参議院で審議されておりますが、スムーズな審議をしていただ

き、早期成立を望むものであります。 

 また、去る11日、自民党、公明党及び国民民主党の３党は、所得税の非課税枠となる年収103万

円の壁に関し、2025年から引き上げることとしております。しかしながら、この引上げに伴う財源

が決まっていないことなどから、くれぐれも地方税の減収とならないようしっかりと国会で議論を

尽くしていただきたいと思っております。 

 今月２日から従来の健康保険証は新規発行が停止され、マイナンバーカードに保険証機能を持た

せたマイナ保険証を基本とする体制に移行されました。しかしながら、発行停止後も従来型は最長

で１年間有効となっておりますので、マイナ保険証以外でも受診できますほか、マイナ保険証を持

っていない方には、期限までに保険証の代わりとなる資格確認証が届きますので、受診を控えるこ

とのないよう安心して受診されますようお願いを申し上げます。 

 明日は、山田牧場においてヤマボクワイルドスノーパークのスキー場開きが行われますが、お聞

きをしますと、まだ滑走できる状態にないということであります。スキー場のある本村にとりまし

ては、雪不足が大変心配されるところでございますので、明日以降、年末年始に向けて積雪となる

ことを願うものであります。 

 結びに、この１年間、議員の皆様並びに村民の皆様には、村政運営に対しまして深い御理解と御

支援、御協力を賜りましたことに改めて感謝と御礼を申し上げます。 

 いよいよ年の瀬も迫り、寒さが一段と厳しくなってまいりますので、議員各位を始め村民の皆様

には、くれぐれも健康に御留意いただき、輝かしい新年を迎えられますとともに、さらなる御活躍

を心から御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 誠にありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和６年第５回高山村議会12月定例会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

午後２時16分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和６年12月13日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 
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                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 

 



 

 

 

 

令和６年第４回 

 

高山 村議会臨 時会会議 録 

 

 

 

 

 

 

令和６年11月８日 開会 

令和６年11月８日 閉会 

（１日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山村議会事務局 
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令和６年第４回高山村議会11月臨時会会議録（第１号） 

 

令和６年11月８日（金曜日） 

                                  

高山村告示第41号 

 令和６年11月８日、高山村議会11月臨時会を高山村役場に招集する。 

付議事件 

１ 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和６年度高山村一般会計補正予算（第３ 

  号）） 

２ 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修工事請負契約について 

          令和６年11月１日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第６号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和６年度高山村一般会 

           計補正予算（第３号）） 

日程第５ 議案第48号 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修工事請負契約について 

日程第６ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第６号 

５ 議案第48号 

６ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 
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５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  教 育 長 澁 谷 茂 夫 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山  隆 広 

建設水道課長 

(定住支援室長) 
山 嵜 賢 一  

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 
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午前10時01分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまから令和６年第４回高山村議会11月臨時会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。高山村議会11月臨時会の開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和６年高山村議会11月臨時会の招集を申し上げましたところ、議員各位には12月定例

会を前にして大変お忙しい中御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして厚く御礼申し

上げます。 

 日頃は、議会活動を通じまして村政発展のため御尽力を賜っておりますことに、改めまして感謝

と御礼を申し上げます。 

 さて、令和元年の台風第19号による大雨で千曲川が決壊し甚大な被害が発生してから、10月13日

で５年が経過しましたが、被災地では引き続きコミュニティの維持が課題となっているとの報道が

されており、改めまして被災された地域の復興をお祈りするものであります。 
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 また、本年１月１日に発生した能登半島地震で大変な被害となった能登地方で、９月下旬に記録

的な大雨となり各地で大きな被害が発生し、多くの皆さんの尊い命が失われました。お亡くなりに

なられました皆様方の御冥福をお祈りするとともに、一日も早い復旧・復興を願うものであります。 

 さて、内閣府が発表しました９月の月例経済報告では、世界の景気は、一部の地域において足踏

みが見られるものの、持ち直していると言われ、先行きにつきましても、持ち直しが続くことが期

待されるとしております。 

 そのような中、我が国の経済は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復していると報道され

ておりますが、引き続く物価の上昇、ウクライナ情勢、中東地域を巡る情勢、金融市場の変動等の

影響に十分注意する必要があると言われておりますので、地方におきましては、厳しい財政運営が

引き続くものと思われますことから、全力を挙げて村政運営に取り組んでまいりますので、議員各

位のなお一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 本日御提案申し上げます議案は、専決処分した予算の承認及び高山村公民館長寿命化改修工事請

負契約の２件でございます。十分御審議いただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、召

集の御挨拶といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、２番 勝山正弘議員、３番 滝澤 聖議

員及び４番 梨本 進議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日１日限りに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 監査委員から、８月及び９月分の執行した出納検査についての報告があり、別紙のとおり報告書

をお手元に配りましたので、報告します。 

 報告第５号、教育委員会から、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検評価についての報告

があり、別紙のとおりお手元に配りましたので、報告します。 

 前定例会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第６号 

～  

日程第５ 議案第48号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 承認第６号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和６年度高山村一般

会計補正予算（第３号））から日程第５ 議案第48号 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修

工事請負契約についてを一括議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会11月臨時会の提案説明を申し上げます。承認第６号及び議案第48号の２件につきまし

て、一括して御説明を申し上げます。 

 承認第６号 専決処分した予算（令和６年度高山村一般会計補正予算（第３号））の承認を求め

ることについて申し上げます。 

 この補正予算は、去る10月27日執行の衆議院議員総選挙等に要する費用を計上するため専決処分

したもので、歳入歳出それぞれ1,875万5,000円を追加し、当初予算からの累計額を53億2,465万

6,000円としたものであります。 
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 歳出では、総務費の選挙費で、衆議院議員総選挙一般経費として職員手当や備品購入費など

1,155万5,000円追加、民生費の社会福祉費で、保健福祉総合センター事業の施設改修に伴う工事請

負費で530万円を追加、災害復旧費の農林水産業施設災害復旧費として、農業施設等災害復旧事業

の測量設計委託料や工事請負費で190万円を追加し、歳入では、地方交付税691万3,000円追加、県

支出金で、農業施設等災害復旧費補助金98万7,000円、衆議院議員選挙費委託金1,065万5,000円を

それぞれ追加、村債で農業施設等災害復旧事業債20万円を追加したものであります。 

 議案第48号 令和６年度高山村公民館長寿命化改修工事請負契約について申し上げます。 

 本案は、高山村公民館長寿命化改修工事について、去る10月28日に一般競争入札に付し、落札し

た事業者と契約を締結するため、地方自治法の規定に基づいて、議会の議決をお願いするものであ

ります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時12分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時20分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから承認第６号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第６号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和６年度高山村一般会

計補正予算（第３号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから議案第48号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第48号 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修工事請負契約についてを採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第６ 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第６ 議員の派遣についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 
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──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本臨時会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本日の臨時会におきましては、提案されましたそれぞれの議案等につきまして慎重審議され、無

事、承認、可決をいただき誠にありがとうございます。 

 この中で、令和６年度高山村公民館長寿命化改修工事請負契約につきましては、老朽化した高山

村公民館の改修についてこれまで長きにわたり検討を重ねていただきましたが、ようやく工事が発

注の運びとなりました。今後は新しくなる高山村公民館を多くの村民の皆様に御利用いただき、高

山村の文化がますます発展することを願っております。 

 また、11月14日をもって内山村長さんが任期満了により御退任されます。これまでの御苦労に対

し御礼を申し上げますとともに、これからもお体には御留意をいただき、今後も私たちのよきアド

バイザーとして御指導、御協力をいただければ幸いに存じます。 

 我々議会では、次回の定例会に向けて、村民の皆様の声に耳を傾け一層の努力を続けてまいりま

す。村政発展に向け、引き続き御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 最後になりましたが、冬の訪れに伴い、日に日に寒さが厳しくなってまいります。皆様におかれ

ましてはくれぐれもお体に留意され、御健勝でお過ごしくださいますよう御祈念申し上げ、閉会御

礼の挨拶といたします。大変ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 11月臨時会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本日は御提案申し上げました議案を慎重に御審議いただき、それぞれ原案どおり議決を賜りまし

たことに厚く御礼申し上げます。 

 特に高山村公民館長寿命化改修工事につきましては、昭和54年３月20日に竣工し、４月１日の開
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館以来45年の長い間、村民の皆様の日常生活のよりどころとして、また各種行事やイベントに御利

用いただいたほか、平成15年４月の「高山村保健福祉総合センター」開設までは、１階部分を「高

山村保健センター」とした複合施設として村民の皆様の健康福祉の向上を図ってまいりました。 

 このたび、議員各位並びに村民の皆様の御理解と御協力をいただき、この公民館施設をさらに長

く御利用していただくため、耐震化を含めた長寿命化を図る改修計画を進めさせていただくもので

あります。工事進行に当たりましては何よりも安全に配慮し、効率的に進めてまいる所存でありま

すので、御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、犠牲者58名、行方不明者５名を出した平成26年９月の御嶽山噴火から10年を迎えた９月27

日、麓の大滝村で犠牲となられた方及び行方不明の皆様方の御冥福をお祈りする追悼式が行われた

と報道されておりました。 

 改めまして、犠牲者及び行方不明者の御冥福をお祈り申し上げますとともに、自然災害等を含め

災害に強い地域づくりを進めてまいる所存でありますので、議員各位並びに村民の皆様のさらなる

御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 秋も深まり、本村の基幹産業であるりんご、ふじの収穫最盛期を迎えておりますので、自然災害

のないことを祈るばかりであります。 

 結びに、間もなく雪の便りを聞く季節となり、朝晩を中心に冷え込みが一段と強まってまいりま

す。議員各位並びに村民の皆様にはくれぐれも健康に御留意いただき、ますますの御活躍を御祈念

申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 なお、先ほど議長のほうからお話がありましたように、この14日をもちまして２期８年の退任す

ることになりました。議員の皆様には大変お世話になりました。８年間の感謝を込めて、御礼申し

上げます。大変ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和６年第４回高山村議会11月臨時会を閉会します。 

 御苦労さまでございました。 

午前10時30分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和６年11月８日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  勝 山 正 弘 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 



－129－ 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 
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